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序　　文

　岩橋千塚古墳群は、千塚の名のごとく狭い地域に約 800 基の古墳が密集し、石棚・石

梁を有する「岩橋型」と称される特徴的な横穴式石室をはじめ多種多様な埋葬施設が存

在することから昭和６年に国の史跡指定を受け、昭和 27 年には特別史跡に指定されまし

た。

　「木の国」と称された本県は自然が豊かで、先人が遺した文化遺産である史蹟・遺跡等

が数多く存在します。なかでも、「岩橋千塚古墳群」は国内最大規模を誇り、古墳群とし

て特別史跡に指定されているのは当古墳群と宮崎県西都原古墳群のみです。

　和歌山県立紀伊風土記の丘は、この全国にも比類ない貴重な歴史遺産である古墳群を

保護し、かつ文化財の学習の場として活用するために、昭和 46 年に開館しました。昭和

48 年に取りまとめられた「基本計画」をもとに「第１期整備計画（平成 15 ～ 26 年）を

策定し整備に努めてきたところです。

　平成 21 年度には、平成 15 年度から 20 年度までの発掘調査および整備事業を実施した

古墳について『特別史跡岩橋千塚古墳群　発掘調査・保存整備事業報告書１』として刊

行しました。本年度は大日山 35 号墳の墳丘部分の発掘調査成果について『特別史跡岩橋

千塚古墳群　発掘調査・保存整備事業報告書２』として刊行します。　　

　調査と整備を経て報告書をまとめるにあたり、関係者の方々のご支援とご協力を得ま

したこと、ここに深く感謝申し上げます。

　本書が整備報告書として広く活用されますれば幸いであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成 25 年 3 月 29 日

和歌山県教育委員会

教育長　西　下　博　通
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２．大日山 35 号墳から和歌山平野をのぞむ（東から）

１．岩橋千塚古墳群　全景（平成２年２月撮影）

巻頭カラー図版１

大
日
山
35
号
墳

　
↓
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４．東造出　全景（東から）

３．大日山 35 号墳　全景（西から）

巻頭カラー図版２



− E −

巻頭カラー図版３

６．東造出　埴輪出土状況（北西から）

５．東造出　埴輪検出状況 ( 北から）
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８．東造出　家形埴輪・人物埴輪・須恵器大甕　出土状況（南西から）

７．東造出　円筒埴輪樹立状況（西から）

巻頭カラー図版４



− G −

巻頭カラー図版５

10. 東造出　人物埴輪（力士）出土状況（北から）

９．東造出　翼を広げた鳥形埴輪出土状況（北から）
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12. 西造出　埴輪検出状況（南から）

11．西造出　全景（東から）

巻頭カラー図版６
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巻頭カラー図版７

14. 西造出　埴輪樹立状況（東から）

13. 西造出　埴輪出土状況（南東から）
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16. 西造出　人物埴輪台部出土状況（北から）

15. 西造出　人物埴輪出土状況（北西から）

巻頭カラー図版８
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例　　言

１　本書は和歌山県教育委員会（以下「県教育委員会」という。）が実施した和歌山市に所在する
特別史跡岩橋千塚古墳群の整備報告書である。

２　事業期間は平成 15 ～ 26 年度の計画で、現在継続中である。整備報告書は分冊にして刊行する。
今回は２分冊目にあたり、平成 15 ～ 20 年度までの整備事業については、『特別史跡岩橋千塚
古墳群　発掘調査・保存整備事業報告書１』（平成 22 年３月）としてすでに刊行している。

３　当報告書はそのうち平成 15 ～ 17 年度に実施した大日山 35 号墳の発掘調査について報告する。
ただし、石室の調査については、整備事業の最終年度に刊行する整備報告書において報告す
る予定である。

４　発掘調査は平成 15 ～ 17 年度、遺物整理は平成 16 ～ 24 年度に実施した。事業は、平成 15・
16 年度は県教育委員会文化遺産課、平成 17 ～ 24 年度は県立紀伊風土記の丘が担当した。

５　本書の執筆分担は下記のとおりであるが、遺構の報告については調査担当者による実績報告
を元にして仲原が加筆・修正して作成した。

　　　第１章：丹野、冨加見、仲原、萩野谷
　　　第２章：仲原、萩野谷　
　　　第３章：黒石、丹野、仲原、藤井、萩野谷
　　　第４章：仲原
　　　第５章：仲原
　　　第６章：仲原
　　　第７章：冨加見
　　　第８章：仲原
６　本書の編集は仲原がおこなった。
７　調査・整理業務で作成した図面・写真及び台帳等の記録資料及び出土遺物は県立紀伊風土記

の丘が保管している。
８　調査・整備・報告書刊行にあたり、下記の方々と機関からご指導・ご協力を賜った。

文化庁・和歌山市教育委員会
青柳泰介・有馬義人・井上裕一・犬木努・今西康宏・小栗明彦・賀来孝代・鐘方正樹・
河内一浩・車崎正彦・設楽博己・杉山晋作・関真一・高橋克壽・忽那敬三・辻川哲朗・花熊祐基・
坂靖・藤藪勝則・前田敬彦・松田度・宮崎康雄・山田隆文・丸山真史・若松良一

凡　　例　
１　本報告は、平面直角座標系第Ⅳ系（世界測地系）に基づき、図示した北方位は座標北を示す。
２　基準高は、東京湾標準潮位（T.P.）を使用した。
３　土器及び調査時の土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人二本色
　　彩研究所色票監修小山正忠・竹原秀雄著『新版標準土色帖』を使用した。
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　　　　副主査　高橋智也（平成 21 ～ 23 年度／ 19・20 年度技師）
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　　　　　　　　年度総務課長事務取扱）／ 20・21 年度総務課長／ 19 年度学芸課長）

　　　総務課長　畑中伸之（平成 17 ～ 18 年度）　　　　　

　　　　　主査　井上佳典（平成 18 ～ 21 年度）　大藤久信（平成 24 年度）

　　　　副主査　平田育子（平成 17 年度）　額田誠規（平成 24 年度）　志水敦（平成 23・24 年度／ 22 年度主事）

　　　　　主幹　山本高照（平成 22 年度（学芸課長事務取扱）／平成 20・21 年度学芸課長／ 17・18 年度主任）

　　　　　　　　冨加見泰彦（平成 23・24 年度（学芸課長事務取扱）／ 17 年度専門員）

　　　　学芸員　萩野谷正宏（平成 22 ～ 24 年度）　仲原知之（平成 22 ～ 24 年度／ 20・21 年度副主査）

　　　　副主査　丹野拓（平成 18 ～ 21 年度）　

　　　　　技師　岩井顕彦（平成 19 年度）　佐竹智光（平成 20 年度）
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第１章　整備事業の経緯と経過

第１節　整備事業の経緯
　和歌山県教育委員会は、平成 15 年度から紀伊風土記の丘にある特別史跡岩橋千塚古墳群の保存
修理事業に着手した。この事業は、古墳群を保存修理ならびに整備することによって、貴重な文
化財を後世に伝えるとともに、その価値を広く国民が享受できるようにすることを目的とするも
のである。加えて、この事業は和歌山県の「紀ノ川緑の歴史回廊推進事業」の一つとして、特別
史跡岩橋千塚古墳群を紀ノ川流域の文化遺産を連ねるための重要なポイントとして位置づけるこ
とも考慮された。事業は年度毎に下記のとおり委員会を設置し、その指導の下に行われた。事務
局は平成 15・16 年度が文化遺産課で、平成 17 年度以降は紀伊風土記の丘に置いて実施している。
なお、当該事業は現在も継続中である。

第２節　整備事業の経過
＜平成 15 年度＞　発掘調査等支援業務として、（財）和歌山県文化財センターに委託して、大日
山 35 号墳の墳丘測量、墳丘調査、後円部横穴式石室の調査、応急遺物整理を実施した。東造出の
発掘調査で、翼を広げた鳥形埴輪や大形の家形埴輪など、注目すべき埴輪群を発見した。また、大
日山 35 号墳の石室の保存修理をおこない、写真・図面等を焼き付けたセラミック製の説明板を２
基設置した。石室の保存修理は、玄室の石棚・両袖部・玄門部を対象にエポキシ樹脂による接着・
補填と欠落部の石材を補填し、樹脂部については近似色で着色した。大日山 35 号墳では、墳丘上
に生育している危険木を伐採した。なお、特別史跡整備の基本的考え方や追加指定方針等を内容
とする「特別史跡岩橋千塚古墳群整備計画」を策定した。
＜平成 16 年度＞　発掘調査等支援業務として、大日山 35 号墳、前山Ａ２号墳、前山Ｂ 41 号墳の
発掘調査を（財）和歌山県文化財センターに委託して実施した。大日山 35 号墳では東側のくびれ部・
墳丘基壇裾部にトレンチを設けて調査した。Ｔ字形石室の前山Ａ２号墳では墳丘測量、墳丘調査、
石室調査をおこなった。また、前山Ｂ 41 号墳については、墳丘測量、石室調査、石室埋め戻し、
墳丘修景作業を実施した。なお、前山Ａ２号墳では、調査終了後、石室の樹脂強化措置、セラミッ
ク製説明板の設置をおこなった。古墳上に生育している危険木の伐採として、大日山 35 号墳と、
その他 21 基の古墳を対象に実施した。
＜平成 17 年度＞　発掘調査等支援業務として、（財）和歌山県文化財センターに委託して、大日
山 35 号墳と前山Ａ 67 号墳の発掘調査を実施した。大日山 35 号墳の西造出より、両面人物埴輪や
胡籙形埴輪、馬形埴輪等が出土した。また、大日山 35 号墳の出土遺物整理ををおこなった。前山
Ａ 67 号墳については、羨道部の調査を実施した。発掘調査の結果をもとに、大日山 35 号墳と前
山Ａ 67 号墳の保存公開施設の実施設計をおこない、前山Ａ２号墳の石室上部にはガラス覆屋を設
置した。前山Ｂ 53 号墳 ( 将軍塚 ) 他 29 基の危険木を伐採し、前山Ｂ 67 号墳 ( 知事塚 ) 他８基の墳
丘盛土保存修景工事も実施した。
＜平成 18 年度＞　発掘調査等支援業務として、、前山Ａ 13 号墳の横穴式石室の排水機能回復等を
目的とした発掘調査を（財）和歌山県文化財センターに委託して実施した。大日山 35 号墳出土遺
物整理も引き続きおこなった。危険木伐採は前山Ａ 46 号墳他 12 基で実施した。保存修景工事は
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前山Ａ 51 号墳他 27 基を対象とし、露出した石室の埋め戻し保護等の整備を実施した。前山Ａ 67
号墳については、玄室奥壁を修復し、墓道に保存公開施設を設置するとともに、玄室にソーラー
発電による照明装置を設置した。
＜平成 19 年度＞　発掘調査等支援業務として、（財）和歌山県文化財センターに委託して、前山
Ａ９号墳・Ａ 17 号墳の発掘調査を実施した。大日山 35 号墳東西造出等の盛土整備工事を実施し、
大日山 35 号墳等の出土遺物整理も継続しておこなった。危険木の伐採は大日山 35 号墳他 43 基で、
保存修景工事は前山Ａ 16 号墳他 14 基で実施した。また、説明板を大日山 35 号墳、前山Ａ 67 号墳、
前山Ｂ 53 号墳 ( 将軍塚 )、前山Ａ 46 号墳の４基に設置した。
＜平成 20 年度＞　発掘調査等支援業務として、前山Ａ９号墳・Ａ 13 号墳周辺の古墳状隆起部の
発掘調査を（財）和歌山県文化財センターに委託して実施し、古墳でないことを確認した。大日
山 35 号墳等の出土遺物整理も引き続き実施している。危険木伐採は前山Ｂ 114 号墳他９基を対象
とした。石室公開古墳のうち、見学者が特に多くて岩橋千塚古墳群における代表的な横穴式石室
をもつ前山Ｂ 53 号墳 ( 将軍塚 ) と前山Ａ 46 号墳にソーラー発電による照明装置を設置するための
実施設計書を作成した。前山Ａ地区に岩橋千塚古墳群全体の説明板２基と各古墳の説明板 10 基、
古墳群の案内標識板 10 基を設置した。
＜平成 21 年度＞　古墳保存修景工事として、毀損の進む石室を保護するため、前山Ｂ地区の 11
基の古墳について、砂・真砂土で埋め戻しをおこなうとともに、削平された墳丘の盛土による修
景を実施した。岩橋型横穴式石室の代表的な石室の公開に便宜を図るため将軍塚古墳と前山Ａ 46
号墳について、ソーラーパネルを利用した照明施設設置工事を実施した。また、次年度に前山Ａ
13 号墳に照明施設設置工事を実施予定で、そのための実施設計をおこなった。知事塚古墳や郡長
塚古墳など主稜線上にある古墳を中心に説明板 10 基、案内標識 15 基を設置した。発掘調査等支
援業務として、（財）和歌山県文化財センターに委託して、前山Ａ 58 号墳の発掘調査と大日山 35
号墳の整理作業を実施した。平成 15 年度からはじまった整備事業のうち、平成 21 年度まで実施
した内容について整備報告書を作成した。
＜平成 22 年度＞　古墳修景工事は、前山Ｂ地区２基・大日山地区３基の古墳について実施した。
園内に説明板４基と案内標識 32 基を設置した。岩橋千塚古墳群を代表する公開古墳である前山Ａ
13 号墳にソーラーパネルを利用した照明施設を設置した。発掘調査等支援業務として、前山Ａ 58
号墳の発掘調査を（財）和歌山県文化財センターに委託して実施し、墳形および埴輪樹立状況の
確認をおこなった。引き続き大日山 35 号墳の出土遺物整理作業を実施した。
＜平成 23 年度＞　古墳保存修景工事は、前山Ｂ地区の５基の古墳について実施した。また、前山Ａ・
Ｂ地区に地区説明板７基、案内標識３基を設置し、既設案内標識５基に標識板を追加して取り付
けた。大日山 35 号墳整備に伴う造出に設置するための形象埴輪等のレプリカとして、蓋形埴輪お
よび円筒埴輪９点、翼を広げた鳥形埴輪２点、家形埴輪１点、須恵器大甕１点を製作した。継続
して大日山 35 号墳の出土遺物整理を実施し、平成 23 年度から整理補助員・整理作業員は直接雇
用した。
＜平成 24 年度＞　古墳保存修景工事は、前山Ｂ地区・大日山地区の５基の古墳について実施した。
園内の排水路工事のため実施設計をおこなった。引き続き整理補助員・整理作業員を直接雇用し、
大日山 35 号墳の出土遺物整理を実施した。
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第３節　整備委員会
　当整備事業は、整備委員会の指導のもとで実施している。整備委員会の開催日と委員の構成は
以下のとおりである。

＜整備委員会開催日＞
平成 15 年度大日山 35 号墳保存修理委員会　　 　　 ：第１回目平成 15 年８月 21 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第２回目平成 15 年 10 月 10 日
平成 16 年度特別史跡岩橋千塚古墳群保存整備委員会：平成 16 年 11 月１日
平成 17 年度特別史跡岩橋千塚古墳群整備委員会　　：平成 17 年 11 月 15 日
平成 18 年度特別史跡岩橋千塚古墳群整備委員会　　：平成 18 年９月７日
平成 19 年度特別史跡岩橋千塚古墳群整備委員会　　：平成 19 年 10 月 31 日
平成 20 年度特別史跡岩橋千塚古墳群整備委員会　　：平成 20 年 10 月 29 日
平成 21 年度特別史跡岩橋千塚古墳群整備委員会　　：平成 22 年１月 20 日
平成 22 年度特別史跡岩橋千塚古墳群整備委員会　　：第１回目平成 22 年５月 26 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第２回目平成 23 年２月 22 日
平成 23 年度特別史跡岩橋千塚古墳群整備委員会　　：第１回目平成 23 年６月 10 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第２回目平成 24 年２月 22 日
平成 24 年度特別史跡岩橋千塚古墳群整備委員会　　：第１回目平成 24 年７月 27 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第２回目平成 25 年１月 24 日
＜整備委員＞
和田晴吾　　立命館大学教授（平成 15 年度～）
森　郁夫　　帝塚山大学客員教授（平成 15 年度～／平成 15 ～ 21 年度は同大学教授）
菅谷文則　　奈良県立橿原考古学研究所所長（平成 15 年度～）
　　　　　　（平成 15 ～ 19 年度は滋賀県立大学教授／ 20 年度は同大学名誉教授）
増渕　徹　　京都橘大学教授（平成 15 年度～／平成 15 ～ 17 年度は橘女子大学教授）
高瀬要一　　奈良文化財研究所計測修景調査室長（平成 15 年度）
内田和伸　　奈良文化財研究所景観研究室長（平成 18 ～ 20 年度）
小野健吉　　奈良文化財研究所文化遺産部長（平成 21 年度～）

平成 22 年度第１回整備委員会写真 平成 24 年度第１回整備委員会写真
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第２章　大日山 35 号墳の調査概要

第１節　大日山 35 号墳の位置と環境
１．大日山 35 号墳の立地
　和歌山県の北端を西流する紀ノ川の河口部には、和歌山平野が開けている。この和歌山平野の東
側、紀ノ川南岸には岩橋山塊があり、その周辺の東西 3㎞、南北 2.5㎞に広がる範囲には、5 世紀か
ら 7 世紀までの古墳が群集しており、「岩橋千塚古墳群」と呼称される。ここでいう岩橋千塚古墳
群の名称は、前山Ａ地区、前山Ｂ地区、大日山地区、大谷山地区、井辺地区と、これに寺内古墳群、
花山古墳群、井辺前山古墳群を含めた広義の意味で用いている。また、これに和佐古墳群（前山
Ｃ地区、天王塚山古墳群含む）、山東古墳群を含めると、岩橋山塊周辺の古墳の総数は 800 基超に
も及ぶ。大日山 35 号墳は、この岩橋千塚古墳群の西端にあり、最も標高が高い大日山（標高 141 ｍ）
の山頂に所在する。この大日山からは、和歌山平野や紀伊水道が一望でき、晴天の日は遠く淡路
島まで見渡せる眺望の地である。

２．大日山 35 号墳の既往調査
　岩橋千塚古墳群の調査の歴史は、明治期にまで遡る。江戸時代にはすでにその存在が知られて
いたが、当時は「陶器山」「トツキ山」と呼ばれ（『紀伊名所図会』）、「誰の墳なるや詳ならず」（『紀
伊続風土記』）であった。江戸時代には紀州藩家老安藤家（田辺藩主）の所領であったが、明治４
年（1871）に西和佐村の共有地となった。明治期には徳川頼倫、大野雲外の踏査や現地調査が実
施され、さらに大正 7 年から 10 年（1918 ～ 1921）の和歌山県の委嘱を受けた内務省嘱託田沢金吾・
岩井武俊、東大教授黒板勝美による前山Ａ地区の調査が実施された（和歌山県 1921）。その報告で
初めて「岩橋千塚」の名が公式に登場する。このように岩橋千塚古墳群の実態が明らかになった
結果、明治末から大正にかけて大規模な盗掘がおこなわれるようになった。昭和７年（1932）に
は大日山山頂部隣接地で整地作業中に石室から鏡・刀身・馬具・須恵器などが出土したと報告さ
れている（勝田 1933）。
　昭和 38 年（1963）から 41 年（1966）に和歌山市教育委員会の委嘱を受けた関西大学によって
岩橋千塚古墳群の学術調査が実施されるが、その際に大日山 35 号墳についても墳丘の測量と石室
の実測がおこなわれ、墳丘および石室の実測図が公表されている（関西大学考古学研究室 1967）。
この調査時に、墳丘東側のくびれ部から前方部にかけて土取りなどの大きな改変が確認されてい
る。また、墳丘西側の横穴式石室開口部を中心に大日如来を祀るための施設が造られ、それにとも
ない西側くびれ部では土取りによって削平されたうえに、後円部から前方部にかけて平坦面が造
成されていた。さらに前方部墳頂部では高圧線鉄塔の工事により大きく撹乱された箇所があった。
このように昭和 30 年代までに墳丘は、大きく改変を受けていたことがわかっている。ただし、全
体的には前方後円墳の形状を保っており、墳丘測量の成果から墳長は約 73 ｍと推定された。測量
図では西側くびれ部が造出状になっているが、改変による平坦面の造成のため、この時点では造
出とは想定されていなかった。その後、大日山 35 号墳においては、岩橋型横穴式石室には関心が
向けられるが、墳丘に対する認識はこの調査報告を踏襲するのみであった。昭和 46 年（1971）に
県立紀伊風土記の丘が設立され、それ以降、園内の古墳群を日常的に管理し、大日山 35 号墳周辺
も草刈りなどを実施するようになった。その結果、墳丘の観察が容易になってくると、墳長が 73
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図 2-1　岩橋千塚古墳群および大日山 35 号墳位置図

こ〉
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ｍよりも大きくなることや西側に造出が存在することなどが想定されるようになってきた。ただ
し調査開始までに東側の造出は想定されていなかった。このように墳丘測量によって墳形などは
想定できていたが、造出の存在や何段築成といった墳丘構造は不明であった。

　【岩橋千塚古墳群調査関連報告書】

大野雲外 1907「紀伊海草郡岩橋古墳発見祝部土器」『東京人類学会雑誌』第 22 巻 (258)( 第一書房 )
大野雲外 1908「紀伊国古墳石槨構造に就て」『東京人類学会雑誌』第 23 巻 (259)( 第一書房 )
　( 大野雲外 1925「紀伊国海草郡古墳石槨構造に就て」『日本古代　遺物遺跡の研究』( 磯部甲陽堂 ))
NEIL.GORDON.MUNRO　1911『PREHISTORIC　JAPAN』
和歌山県 1921「岩橋千塚第一期調査」『和歌山県史蹟名勝天然記念物調査会報告書』第一輯
大野雲外 1925「甲冑と埴輪土偶」『日本古代　遺物遺跡の研究』( 磯部甲陽堂 )
勝田良太郎 1933「大日ノ古墳」『和歌山県史蹟名勝天然記念物調査会報告』第 12 輯
宮田啓二 1962「岩橋千塚前山北麓古墳」『和歌山市文化財現地調査記録』第２集 ( 和歌山市教育委員会 )
和歌山市教育委員会 1964『花山古墳 ( 花山古墳緊急調査報告 )』
和歌山県教育委員会 1966「井辺前山三十二号墳発掘調査報告」『和歌山県文化財学術調査報告』第一冊　　
関西大学考古学研究室・和歌山市教委 1966『和歌山市花山西部地区古墳群調査概報』
大野嶺夫 1966「和歌山市の形象埴輪の窯址」『古代学研究』46( 古代学研究会 )
関西大学文学部考古学研究室 1967『岩橋千塚』
和歌山県教育委員会 1967「井辺前山６号墳発掘調査概報」『昭和 41 年度埋蔵文化財緊急発掘調査概報』
和歌山県教育委員会 1967「森小手穂 ( 猪塚 ) 古墳緊急発掘調査略報」『昭和 41 年度埋蔵文化財緊急発掘調査概報』
関西大学考古学研究室編 1967『花山西部地区古墳』( 和歌山市教委・市水道局 )　　　　　　　　　　　　
関西大学考古学研究室編 ( 和歌山市教委 )1967『和歌山市東部地区埋蔵文化財 ( 古墳 ) 第一次分布調査概報』
和歌山県文化財研究所 1968「寺内 35 号墳発掘調査報告」『和歌山県文化財学術調査報告書』第三冊
関西大学考古学研究室編 ( 和歌山市教委 )1968『和歌山市森小手穂・寺内 59・60 号墳緊急調査概報』
関西大学考古学研究会 1968「和歌山市森小手穂寺内 59・60 号墳調査報告　付載　吉礼砂羅谷之須恵器窯跡群
調査報告」『関西大学考古学研究年報』２
関西大学考古学研究室編 1969『和歌山市晒山・総綱寺谷古墳群調査概報』( 和歌山市教委 )
森　浩一 1969「和歌山市井辺前山 10 号墳調査概報」『古代学研究』55( 古代学研究会 )
和歌山県教育委員会 1970「花山 50 号墳」『近畿自動車道和歌山線関係遺跡　第１次発掘調査概報』
中野栄治 1971「花山古墳群の破壊と保存の記録」『和歌山史学』第 13 号 ( 和歌山史学会 )
和歌山市教育委員会 1972『和歌山市における古墳文化』
同志社大学考古学研究室編 1972『井辺八幡山古墳』( 和歌山市教委 )
和歌山県教育委員会 1972『大谷山４･ ５･ ６･39 号墳発掘調査概報』
( 社 ) 和歌山県文化財研究会 1973『大谷山古墳群現地説明会資料』( 大谷山 27・28 号墳 )
紀伊風土記の丘管理事務所 1976『特別史跡岩橋千塚古墳群花木園地区古墳群調査概報』
紀伊風土記の丘管理事務所 1976「花木園東部地区の古墳」『紀伊風土記の丘年報』３
大野嶺夫 1981「紀伊風土記の丘万葉植物園出土黥面埴輪について」『和歌山県埋蔵文化財情報』15(( 社 ) 和歌
山県文化財研究会 )
和歌山県 1983『和歌山県史　考古資料』
和歌山県教育委員会 1987『広域遺跡群詳細分布調査１井辺前山古墳群とその関連遺跡』
( 財 ) 和歌山県文化財センター 1992『山東 22 号墳』・1993『山東 22 号墳 ( Ⅱ )』
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松下　彰 1993「前山Ｂ 53 号墳出土の土器」『紀伊風土記の丘年報』第 20 号
( 財 ) 和歌山市文化体育振興事業団 1996「寺内古墳群確認調査」『和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報３』
和歌山県教育委員会 2000『岩橋千塚周辺古墳群緊急確認調査報告書』
大野嶺夫 2003『岩橋千塚ところ・どころ』
和歌山県教育委員会 2004「保存処理鉄器の再実測及び平成６年度調査の出土遺物」『和歌山県埋蔵文化財調査
年報平成 14 年度』
藤井幸司 2005「大日山 35 号墳の調査成果」『日本考古学』19( 日本考古学協会 )
和歌山市教育委員会 2005「和坂南垣内古墳群発掘調査」『和歌山市内遺跡発掘調査概報−平成 15 年度−』
佐藤純一・清水邦彦・関真一・辻川哲朗・松田度 2007「井辺八幡山古墳の再検討−造り出し埴輪群の配置復
原を中心に−」『同志社大学歴史資料館館報』10
藤井幸司 2008「岩橋千塚古墳群の埴輪群像−和歌山　大日山三五号墳の調査成果から−」『埴輪群像の考古学』
( 青木書店 )
和歌山県立紀伊風土記の丘 2008『岩橋千塚』( 平成 20 年度特別展図録 )
文化庁編 2009「特別史跡岩橋千塚古墳群大日山 35 号墳」『発掘された日本列島 2009　新発見考古速報』( 朝
日新聞社 )
植田法彦・前田敬彦 2009「和歌山市井辺前山 36 号墳について」『和歌山市立博物館研究紀要』第 23 号
和歌山県立紀伊風土記の丘 2011『大王の埴輪・紀氏の埴輪−今城塚と岩橋千塚−』( 平成 23 年度特別展図録 )

＊平成 15 年度からの保存整備事業の概要は以下の文献にも掲載している。
和歌山県教育委員会：2005 ｢特別史跡　岩橋千塚古墳群 : 大日山 35 号墳 ( 現状変更 )｣『和歌山県埋蔵文化財
調査年報 平成 15 年度』、2006 ｢特別史跡岩橋千塚古墳群 : 大日山 35 号墳 ･ 前山 A2 号墳 ･ 前山 B41 号墳 ( 現
状変更 )｣『年報 平成 16 年度』、2010『特別史跡岩橋千塚古墳群 発掘調査 ･ 保存整備事業報告書１』
和歌山県立紀伊風土記の丘：2007 ｢大日山 35 号墳の第 3 次発掘調査・出土遺物整理と保存整備実施設計｣『平
成 17 年度　紀伊風土記の丘年報』第 33 号、2007 ｢大日山 35 号墳西造出出土の埴輪｣『平成 18 年度　年報』
第 34 号、2009 ｢特別史跡岩橋千塚古墳群の整備｣ ｢特別史跡岩橋千塚古墳群の踏査｣ ｢前山 B117 号墳の墳丘
測量と遺物表採｣『平成 19 年度　年報』第 35 号、｢大日山 35 号墳の埴輪の整理｣ ｢前山 A9･13 号墳周辺の発
掘調査｣『平成 20 年度　年報』第 36 号、2011 ｢前山 A58 号墳発掘調査 ･ 大日山 35 号墳出土遺物整理業務｣ ｢
平成 21 年古墳保存修景工事に係る立会調査｣『平成 21 年度　年報』第 37 号、2012 ｢前山 A58 号墳第 2 次発
掘調査及び大日山 35 号墳 ･ 前山 A58 号墳出土遺物整理｣ ｢平成 22 年古墳保存修景工事に係る調査｣『平成 22
年度　年報』第 38 号、2013 ｢大日山 35 号墳の出土遺物整理｣ ｢平成 23 年古墳保存修景工事に係る調査｣『平
成 23 年度　年報』第 39 号
( 財 ) 和歌山県文化財センター：2004｢大日山 35 号墳の保存修理に伴う支援業務｣『( 財 ) 和歌山県文化財センター
年報 2003』、2005 ｢平成 16 年度岩橋千塚古墳群の発掘調査｣『年報 2004』、2006 ｢特別史跡岩橋千塚古墳群の
保存修理事業に伴う第 3 次調査｣『年報 2005( 平成 17) 年度』、2007 ｢特別史跡岩橋千塚古墳群前山Ａ 13 号墳
の発掘調査｣『年報 2006( 平成 18) 年度』、2008 ｢大日山 35 号墳等の出土遺物整理｣『年報 2007』、2009 ｢特別
史跡岩橋千塚古墳群の発掘調査 ･ 出土遺物整理｣『2008』、2010 ｢特別史跡岩橋千塚古墳群の発掘調査 ･ 出土
遺物整理｣『年報 2009』
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第２節　発掘調査・整理作業の経過
１．測量調査
　平成 15 年度に大日山 35 号墳の発掘調査に先立って墳丘の測量調査を実施した。平板測量によ
り大日山 35 号墳およびその周辺の 12,484㎡の範囲の測量図（S=1/200）を作成した。

２．発掘調査
　大日山 35 号墳の発掘調査は、平成 15 年度に１次調査、平成 16 年度に２次調査、平成 17 年度
に３次調査を実施した。１・２次調査は県教育委員会文化遺産課、３次調査は県立紀伊風土記の
丘が担当し、現地調査を支援するため（財）和歌山県文化財センターに発掘調査等支援業務を委
託した。
　１次調査では、墳形や埴輪樹立の有無などを確認するため、１～ 12 トレンチ（４トレンチは未
実施）を設定して調査をおこなった。調査面積は約 670㎡で、墳丘裾や各段のテラス面、円筒埴輪
列や形象埴輪群の確認といった成果が得られた。特に東造出を調査した１トレンチでは、多量に
形象埴輪が出土し、井辺八幡山古墳に匹敵するような豊富な種類の形象埴輪群として注目された。
西造出を調査した５トレンチでも旧表土を掘削中に多量に埴輪が出土し、東造出と同様な状況が
予想されたため、調査体制や期間などの問題もあり、翌年以降に再調査することを前提に養生し
て埋め戻した。
　なお、石室の調査も実施し、石室床面および排水溝の確認、石室実測図の作成をおこなったが、
今回は墳丘の調査についての報告とし、石室については平成 26 年度刊行予定の整備報告書３で報
告する。
　２次調査は、１次調査で明らかにできなかった東造出北斜面からくびれ部の状況を確認するこ
とと、最下段の基壇テラスが前方後円墳形であるか盾形であるかの確認を目的として調査を実施
した。調査の結果、14 トレンチで基壇テラスの円筒埴輪列が直線的に続いている状況を確認する
ことができ、基壇が盾形の形状をしていたことが判明した。
　３次調査では、１次調査で調査途中になっていた５トレンチを再調査し、西造出の形状および
埴輪群の確認をおこなった。また、墳丘規模や形状を確定するため 15・16 トレンチを設定し調査
した。さらに後円部の墳頂部に 17・18 トレンチを設けて調査をおこなった。
　１～３次調査で 18 箇所の調査区を設定し、約 985.5㎡を調査した（石室除く）。墳丘の調査では、
最下段の基壇は盾形を呈しており、その基壇上に２段築成で前方後円墳形の墳丘が築かれている
状況が確認できた。墳丘規模は、最下段の基壇の総長は約 105 ｍ、前方後円墳形の墳丘の墳長は
約 86 ｍであることが判明した。

３．整理作業
　発掘調査によってコンテナ 300 箱近い量の遺物が出土し、平成 15 年度から整理作業を継続して
いる。平成 15・16 年度は県文化遺産課、平成 17 年度以降は紀伊風土記の丘が整理作業を担当し
た。平成 15 ～ 22 年までは（財）和歌山県文化財センターに発掘調査等支援業務を委託して実施し、
平成 23・24 年度は紀伊風土記の丘が直接整理補助員・整理作業員を雇用して作業をおこなった。
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表2-1. 大日山35号墳 発掘調査・整理作業一覧

年度 次数 調査区 面積（出） 期間 調査箇所 目的・成果 調査主体 業務支援 担当者

墳丘測量 12,484 墳丘全体 大日山35号墳およびその周辺の測量図作成 (S=l/200)

1トレンチ 109. 10 東造出 東造出から多数の形象埴輪群出土、基壇テラス円筒埴輪列検出

1トレ南側サプトレンチ 8.25 東造出南斜面 1 ・ 11トレンチ間、調査時は文化遺産課トレンチ、東造出南辺円筒埴輸列

2トレンチ 42.0 後円部東側 基壇テラス円筒埴輪列検出、基壇裾確認

3トレンチ 46.0 後円部北側 基壇裾確認

4トレンチ 未調査 横穴式石室入口付近の調査を予定したが実施せず

5トレンチ 138. 0 平成15年7月1H 西造出 多数の形象埴輸出土、養生・埋戻後、平成17年度再調査

～平成16年3月30H
県文化遺産課 県文化財センター 藤井

15 1 6トレンチ 49.0 前方部墳頂 前方部の撹乱土を掘削、墳丘盛土単位を確認

7トレンチ 40.0 前方部西側 基壇テラス円筒埴輪列検出、兆域外周平坦面確認

8トレンチ 36.0 前方部南側 基壇裾・兆域外周平坦面確認

9トレンチ 16.0 前方部南東側 前方部南東隅の調査

10トレンチ 50.0 前方部東側 1段目テラス～ 2段目斜而の確認

11トレンチ 58.0 前方部東側 1段目テラス・基壇テラスで円筒埴輪据付坑を検出

12トレンチ 80.0 古墳より東側尾根 大日山35号墳から東へのびる尾根の調査、古墳確認できず

1次調査合計 672.4 ＊石室調査面積除く

13トレンチ 10. 64 平成16年7月1H 東造出北斜面 東造出北斜而・くびれ部の調査

～平成17年1月31H
県文化遺産課 県文化財センター 黒石

16 2 14トレンチ 3.6 束造出側基埋テラス 基壇テラス円筒埴輪列の調査、基壇が盾形であることを確認

2次調査合計 14.2 

5トレンチ 185. 0 西造出 西造出から多数の形象埴輪出土、基壇テラス円筒埴輪列検出

15トレンチ 37.0 後円部北西側 1段目テラス・基壇テラスで円筒埴輪列を検出、基壇裾確詔

16トレンチ 36.4 
平成17年9月2H

前方部南東側 基壇テラス円筒埴輸列を検出、基壇裾部の溝状遺構検出 紀伊風土記の丘 県文化財センター 丹野
17 3 ～平成18年3月28H

17トレンチ 23.25 後円部墳頂 墳頂部の調査、埴輪片・須恵器片出土

18トレンチ 17. 25 後円部墳頂 墳頂部の調査、埴輪片・須恵器片出土

3次調査合計 298. 9 

発掘調査合計 985. 5 

15 応急整理
平成15年7月1H

埴輪等の洗浄・台帳整備 県文化遺産課 県文化財センター 藤井
～平成16年3月30H

16 整理作業
平成16年7月1H

埴輪の接合・復元（翼を広げた鳥形埴輪等） 県文化遺産課 県文化財センター 藤井
～平成17年1月31H

17 応急整理
平成17年9月2H

埴輪等の洗浄 紀伊風土記の丘 県文化財センター 丹野
～平成18年3月28H

18 整理作業
平成18年6月1H

埴輪の復元・実測（両而人物埴輪等） 紀伊風土記の丘 県文化財センター 丹野
～平成19年3月28H

19 整理作業
平成19年8月16日

埴輪の復元・実測（胡錬形埴輪等） 紀伊風土記の丘 県文化財センター 丹野
～平成20年3月14日

20 整理作業
平成20年12月2日

埴輪の復元・実測（双脚輪状冠帽を被る人物埴輪等） 紀伊風土記の丘 県文化財センター 丹野
～平成21年2月22日

21 整理作業
平成21年10月27日

埴輪の復元・実測（水鳥形埴輪、ゆぎ形埴輪等） 紀伊風土記の丘 県文化財センター 丹野
～平成22年3月25日

22 整理作業
平成22年9月30日

埴輪の復元・実測 (3分割焼成の家形埴輪等） 紀伊風土記の丘 県又化財センター 丹野
～平成23年3月25日

23 整理作業
平成23年4月1日

埴輪の復元・実測（牛形埴輪等） 紀伊風土記の丘 萩野谷
～平成24年3月30日

24 整理作業
平成24年4月10日

埴輸の復元・実測・トレース・報告書刊行 紀伊風土記の丘 仲原
～平成25年3月31日
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第３節　調査の方法
１．調査次数と調査コード
　発掘調査は平成 15・16・17 年度に実施し、調査次数はそれぞれ１次調査、２次調査、３次調査
とした。１次調査は「03-01・185-132」（03 ＝ 2003 年度、01 ＝和歌山市、185 ＝岩橋千塚古墳群、
132 ＝大日山 35 号墳）、２次調査は「04-01・185-132」、３次調査は「05-01・185-132」の調査コー
ドを付した。出土遺物の注記や記録類の管理などにこのコード名を記している。

２．基準点と墳丘測量
　基準点は、大日山山頂の三等三角点「岡崎」（X ＝ -196720.367m、Y ＝ -71794.061m）、紀伊風土
記の丘設置の三級基準点 No.324（X ＝ -196765.441m、Y ＝ -71166.305m）をもとに P1 ～ 15 の平板
測量用基準点を算出した。ただし、No.324 のデータは旧日本測地系データ X ＝ -197112.732m、Y
＝ -70904.777m を変換ソフト TKY2JGD により世界測地系（日本測地系 2000）変換した数値を用
いた。水準測量は、三等三角点「岡崎」（H ＝ 141.78m）の標高値をもとに水準測量を行い、測量
用基準 P1 ～ 15 に標高を付与した。
　平板測量により大日山 35 号墳およびその周辺について、墳丘測量図（S=1/200）を 25cm コンター
で作成した。

３．調査区・調査グリッド設定
　墳丘の調査では、P1 ～ 15 を基に作成した墳丘測量図から後円部に任意の中心（0.0）点および
主軸を設定し、主軸の方向に（S36.0）点を木杭により打設した。この主軸を南北軸（NS0）とし、
これと直交する方向に東西軸（EW0）を設定し、この２つの軸を基準として４ｍ四方のグリッド
を設定し、グリッドの四隅のうち（0.0）点に近い隅を地区名として付与した（例：S0.E0、S4.E12
など）。この４ｍ四方のグリッドを基準として遺物を取り上げ、実測図の作成もこのグリッドを基
準にした。ただし、後述するように１トレンチの一部で造出を検出し、埴輪が多量に出土したこ
とから、４ｍ四方グリッド内を 50cm 四方グリッドに分割して遺物の取り上げを実施した。50cm
グリッドの名称は、４ｍ四方グリッドの（0.0）点に近い隅から南北方向に（0.0）点から離れる方
向へ１～８を設定し、（0.0）点から東西方向へ離れる方向へ９～ 16、17 ～ 24･･･64 と順次名称を
付与した。なお、主軸は座標北より N-4°26′13″‐ E の方向を示す。

４．図面作成
　調査区内の図化については 1/20 の平面図・立面図・土層図を基本として、必要に応じて 1/10、
1/50、1/100 で作図した。また、遺物出土状況の一部については 1/10 の平面図・立面図を作成した。
土層断面図は 1/20 で作成した。

５．写真撮影
　４×５判カラーポジフィルム・モノクロームフィルム、６×７判カラーネガフィルム・モノクロー
ムフィルムを使用して撮影した。調査年度によっては 35mm カラーポジフィルム・カラーネガフィ
ルムも使用した。また、適宜デジタルカメラで撮影し、JPEG 形式で CD-R に保存した。６×７判
の一部は Kodak ProphotoCD（64BASE）により写真資料のデジタル化（PCD 形式で保存）を実施し、



− 12 −

CD に保存した。
　古墳全景写真は、平成 15 年 11 月５日に６×６判カラーポジフィルムを使用してラジコンヘリ
により航空写真撮影を実施した。航空写真の一部はスキャンして TIFF 形式で CD-R に保存した。

６．掘削の方法・出土遺物の取り扱い
　今回の調査は、特別史跡地内の調査であったため、調査に際しては重機類の使用は極力制限す
べきであったが、表土や撹乱土などの掘削や埋め戻し、養生用砂搬入などについては 0.1㎥相当の
バックホーとキャリヤダンプ２ｔを導入した。いずれも未掘削の地下に影響を与えない軽量なも
のを選択した。
　調査に際しては、基本的に幅２ｍのトレンチ掘削をおこない、東西の造出など一部については
適宜拡張して面的な調査を実施した。調査は、機械掘削により表土・撹乱土除去後、堆積層ごと
に人力掘削により掘り下げ、墳丘盛土面や埴輪列などの検出に努めた。これらが直ちに認識でき
なかったトレンチについては、トレンチ内半分の幅１ｍをサブトレンチ状に設定し、再度検出に
努めた。これらを検出後、写真撮影・図化・測量を実施した。図化後、遺物の取り上げをおこなっ
たが、原位置を保持する造出（１・５トレンチ）の円筒埴輪は図化・写真撮影後に埋め戻し、その
他の形象埴輪は取り上げた。それ以外のトレンチについては、原位置を保持する円筒埴輪は、造
出の形象埴輪同様に取り上げた後、その据付坑の検出をおこなった。

７．養生・埋め戻し作業
　すべての作業完了後にトレンチの埋め戻しを排土により実施した。ただし、原位置を保持した
埴輪と埴輪据付坑が検出された範囲には、遺構面保護のため砂（海砂・細目）により 10cm 以上の
厚さで養生したのち埋め戻した。養生をおこなった範囲は、原位置で確認され埋め戻した円筒埴
輪および埴輪据付坑である。
　各トレンチの埋め戻しには１トレンチ、５トレンチを除いてバックホウを使用しておこなった。
なお、墳丘の復元・修景及び造出の整備については別途報告する。
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第３章　調査の成果

第１節　調査の目的
　墳丘の形状および規模・構造の把握、造出の確認などを目的として、墳丘各地点に調査区を設
定して発掘調査を実施することとなった。以下、後円部、前方部、東造出、西造出の順に調査の
成果を報告する。なお、調査の結果、墳丘は３段構成であることが判明したが、最下段について
は前方後円墳形ではなく盾形を呈すること、最下段のテラス面の幅が広いこと、前方部南半では
最下段の斜面が造成されていないこと、最下段ではなくその上の中間段に造出が取り付くことな
どから、最下段を「基壇」とし、造出が取り付く中間段を「墳丘１段目」、その上が最上段の「墳
丘２段目」と認識した墳丘復原案が発掘担当者によって提示され（藤井 2005）、この復原案に基づ
いて記述していく。各調査区の結果から、基壇の総長は約 105 ｍと想定できるようになった。

第２節　後円部の調査
１．17・18 トレンチ（後円部墳頂）
　後円部墳頂部における埴輪の有無などの検証を目的とした調査区で、17 トレンチは後円部の中
心点（0,0 点）から幅 1.5 ｍで、北へ 10 ｍ・西へ７ｍ、面積 23.25㎡の範囲を設定した。18 トレン
チは中心点から幅 1.5 ｍ、東へ６ｍ・南へ７ｍ、面積 17.25㎡の範囲を設定した。墳丘盛土の上に
表土が１～５cm、第２層（暗褐色シルト層）が５～ 10cm ほど堆積する。17 トレンチの中央から
西にかけて年代不詳の遺構があり、焼土塊が１点出土した。これらの遺構は、大日山 35 号墳にま
つられていた大日如来に関係する遺構の可能性がある。古墳時代の遺構は確認できなかった。17
トレンチの北端・西端とも、墳頂から墳丘斜面への傾斜変換点上に円筒埴輪片が集中的に散布して
いる。18 トレンチでは南側で円筒埴輪片が少量出土している。墳頂部の平坦面では形象埴輪片の
出土は認められず、須恵器片が若干出土し、細片ではあるが、高杯や壺類などの器種が確認できる。
後円部墳頂では、形象埴輪は確認できなかったものの、円筒埴輪が墳丘斜面への傾斜変換点付近
で多く出土することから、円筒埴輪に囲繞された空間があったと推察できる。また須恵器片が出
土することから、墳頂部においる須恵器の使用が確認できたことは重要な成果である。

２．２トレンチ（後円部東側）
　後円部の墳丘裾および各段の状況を調査する目的で、１トレンチの北側に設定した。この調査
区では、盛土とみられる７層を E28 区で検出した時点で、掘削深度が深くなることが予想された
ため、トレンチ北半１ｍ幅で遺構の検出に努めた。E28 ライン付近で、後述する１トレンチで検出
した基壇テラス円筒埴輪列の延長にあたるとみられる原位置の円筒埴輪を１個体検出した。この
基壇テラス円筒埴輪および７層（盛土）は、旧表土とみられる６層の堆積により、その上の層位
とは分離できる。６層は調査区東端から E24 ライン付近まで確認され、埴輪の出土が一程度認め
られることから、E24 ライン以東では墳丘面が残存していたと判断できる。また、基壇テラス円筒
埴輪の東側はすぐ傾斜し、その４ｍ東側で傾斜変換点が認められたため、これを墳丘裾（基壇裾）
と認識した。E24 ライン以西では現地表から 1.5 ｍ以上掘削したところで岩盤を検出したが、３
～５層は６層との層位の重複関係から墳丘盛土ではなく撹乱土と判断でき、墳丘が破壊されてい



− 17 −

たことを確認した。そのため、１段目テラス円筒埴輪列など墳丘築造時の状況は判明しなかった。
以上のように、２トレンチでは幅 4.5 ｍ以上の基壇テラスと円筒埴輪、基壇斜面を検出したものの、
１段目斜面より上の状況はすでに墳丘が破壊されていたため明らかにできなかった。

３．３トレンチ（後円部北側）
　後円部北側の墳丘主軸ライン上に設定した３トレンチでは、１・２トレンチで検出したような円
筒埴輪列、据付坑などの墳丘外表施設は検出できず、墳丘築造時の状況は不明である。結果的には、
土層観察により、墳丘盛土と判断される層を一部掘削してしまったことが判明し、盛土単位をい
くつか確認できた。また、N32 ラインと N36 ラインの間で岩盤が露出した斜面を検出し、位置関
係から基壇斜面と考えられ、その傾斜が緩慢となる傾斜変換点を後円部の墳丘裾（基壇裾）と判
断した。なお、４層は埴輪の出土もなく、土層観察から盛土の可能性が高い層位である。３層では、
３ｇ～ i 層は盛土である可能性を残すが、他の３層を細分した層位は盛土起源の土壌と考えられる
ものの、埴輪を包含する層、その層との重複関係から盛土ではないと判断している。

４．15 トレンチ（後円部北西側）
　後円部の北西側の状況を確認するため、長さ 18.5 ｍ、幅２ｍ、面積 37.0㎡の調査区を設定した。
調査の結果、１段目テラスと基壇テラスを検出することができ、１段目テラスでは原位置を保つ
円筒埴輪を６個体、基壇テラスでは円筒埴輪を２個体確認した。また、墳丘裾（基壇裾）では、
傾斜変換点となる岩盤と地山を削った溝状の掘り込みを確認した。基壇テラスでは、Ⅴ群系（Ⅳ・
Ⅴ群系については第６章参照）の円筒埴輪が据付られていた。南側の１本が須恵質で、北側が土
師質であった。他のトレンチの検出状況を考慮すると、この２本の中間にもう１本円筒埴輪があっ
たことが推定されたが、円筒埴輪の底部や据付坑は確認できなかった。１段目テラス円筒埴輪列
は密に並んでいるが、トレンチ北側では残存していなかった。この円筒埴輪列周辺には埴輪はほ
とんど散布していなかったが、これより墳頂側には多数の円筒埴輪片が散布している。これらは
墳頂部から転落してきた円筒埴輪片と考えられる。１段目テラスで出土した円筒埴輪はすべてⅣ
群系であった。

第３節　前方部の調査
１．６トレンチ（前方部墳頂）
　前方部墳頂付近で墳丘測量図の等高線からやや凹んでいる範囲に調査区を設定した。この凹み
が盗掘の痕跡である可能性が考えられたため、前方部埋葬施設の有無の確認を目的とした調査区
である。現地表面から約１ｍ掘削した時点でも調査区の大半は撹乱土であったため、S32 ライン付
近に幅１ｍのサブトレンチを設定し、慎重に機械により掘削した。その結果、東西幅約４ｍ、深
さ約２ｍ以上の撹乱を確認した。撹乱埋土の３a ～ c 層では埴輪が出土し、撹乱底面では岩盤を検
出した。また、サブトレンチ東端では墳丘盛土の単位が確認できた。本来ならば、撹乱内にさら
にサブトレンチを設定し、埋葬施設の有無を追及すべきであったものの、掘削深度や期間上の問
題から、これ以上の作業を実施しなかった。そのため前方部埋葬施設の有無については不明のま
まであるが、今回の調査では少なくとも石室などの施設に関する痕跡は発見できなかった。
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２．７トレンチ（前方部西側）
　前方部西側の状況を確認するため設定した調査区である。掘削してすぐに全面で岩盤を検出し
た。W28 ライン付近で円筒埴輪３個体を確認したが、北端の１個体は底部ではなく、原位置の円
筒埴輪ではなかった。しかし、円筒埴輪据付坑１箇所、原位置の円筒埴輪２個体を検出したこと
により、円筒埴輪列が確認できた。この円筒埴輪列は、５トレンチの西造出よりも下段に位置す
ることから、基壇テラス円筒埴輪列と考えられる。円筒埴輪列が据え付けられていた地点は、東
側の平坦面が幅５ｍ以上を測る基壇テラスで、西側斜面が基壇斜面となる。基壇斜面は、円筒埴
輪列から西側約４ｍで傾斜変換点があり、さらにその西側には幅５ｍほどの平坦面が認められた。
この平坦面より西側は緩やかに傾斜していて、埴輪の出土もほとんどないことから、この平坦面
は兆域内外を明示するために岩盤が整形された範囲と推察される。以上のように、７トレンチで
は岩盤を整形した基壇テラスと円筒埴輪列、岩盤を整形した兆域外周の平坦面などが検出できた。

３．８トレンチ（前方部南側）
　前方部前端の検出を目的とした調査区で、東半は過去に鉄塔のアース線およびアンカーが埋め
られていたため、撹乱が及んでいた。S56 ライン以北では岩盤を一部で検出したが、土層観察から
盛土（４a ～ o 層）を掘り込んでしまったことが判明した。しかし、円筒埴輪据付坑などは土層観
察でも確認されず、墳丘外表は残存していないと判断できる。S56 ライン以南では岩盤が検出され、
S56 ラインと S60 ラインの中間で岩盤の傾斜変換点があり、埴輪が多量に出土した。この傾斜変換
点から南側６ｍは平坦面であったが、ここでは埴輪はほとんど出土せず、さらに円筒埴輪列なども
確認できない、７トレンチで検出した兆域外周の岩盤を整形した範囲と同様の平坦面と考えられ
る。このことから、埴輪が多量に出土した傾斜変換点が前方部前面の墳丘裾（基壇裾）と判断し
た。このように、墳丘自体は撹乱により残存状況は良くないものの、前方部前面の墳丘裾（基壇裾）
とみられる傾斜変換点と岩盤を整形した兆域外周の平坦面を検出した。

４．９トレンチ（前方部南側）
　８トレンチ同様、前方部前面の墳丘裾の検出を目的とした調査区である。この調査区でも円筒
埴輪列は検出されず、岩盤も確認できなかった。４g 層で埴輪の出土があったため、５a ～ e 層が
墳丘築造時の層位と判断している。ただし、３・６・８トレンチで検出されたような異なる土質
の小さな単位による盛土とは様相が異なるため、ただちに５層を盛土と判断するのは躊躇される。
現段階では、古墳築造時に大日山にすでに堆積していた地山であった可能性が考えられる。

５．10 トレンチ（前方部東側）
　前方部東側の状況を確認することを目的とした調査区である。E16 ラインと E20 ラインの中間
から東では岩盤を検出した。E24 ライン付近では埴輪が集中して出土し、岩盤がやや凹んでいたた
め、１トレンチで検出した１段目テラス円筒埴輪列や 11 トレンチで検出した円筒埴輪据付坑の可
能性も考えられるが、それらを直線的にのばした延長上よりもやや東側に位置している点から、そ
の可能性を指摘するに留めておきたい。この箇所以外は、緩慢な傾斜で東側へ下がっていくだけで、
明確な平坦面や傾斜は確認できなかった。E16 ラインやや東側にある傾斜変換点は、位置関係から
１・11 トレンチで検出した１段目テラスから２段目斜面への傾斜変換点と推測され、２段目斜面
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では盛土単位を確認した。以上のように、10 トレンチでは１トレンチや 11 トレンチで検出したよ
うな基壇テラス、基壇斜面は確認できず、東方向への尾根へと継続している。

６．11 トレンチ（前方部東側）
　１トレンチと 10 トレンチの間に設定した前方部東側の状況を確認するための調査区で、調査区
内全域で岩盤が検出でき、盛土や原位置を保持する円筒埴輪は確認できなかった。ただし、１ト
レンチで検出した１段目テラス円筒埴輪列の延長線上の岩盤に溝状の凹みが検出でき、布掘り状
の円筒埴輪据付坑である可能性が高い。また、１トレンチで検出した基壇円筒埴輪列の延長線上
の岩盤には径 50cm 前後の不整形な２つの坑が痕跡的に検出できた。これらは、その位置関係から
基壇テラス円筒埴輪の据付坑と判断している。１トレンチ同様に、１段目テラスでは布掘り状に、
基壇テラスでは個別に据付坑が掘削されており、両者の据付方法が異なっていたことがわかる。こ
れらの据付坑や１トレンチ南側サブトレンチ（文化遺産課トレンチ）の成果を加味して、岩盤の
傾斜変換点をテラス面と斜面の変換点として認識すると、基壇斜面は幅約７ｍ、基壇テラスは幅
約 9.5 ｍを測り、非常に幅広になるのに対して、１段目斜面は幅２ｍ程度、１段目テラスも幅３ｍ
前後と狭くなる。ただし、基壇テラスについては、平坦面というよりも、１段目斜面や基壇斜面
よりも緩慢な傾斜の範囲という程度で、岩盤を整形して基壇テラスを形成する際に、充分な平坦
面化が達成されていない。なお、造出南斜面の裾にもあたる S24E20 区の４層では他の範囲に比べ
て多量の埴輪が出土し、これらの埴輪は１トレンチ南側サブトレンチ（文化遺産課トレンチ）の
出土埴輪とともに、すでに削平されていた東造出南半に樹立されていた埴輪が落ち込んでいると
推測される。以上のように、11 トレンチでは原位置を保持する埴輪は確認できなかったが、１ト
レンチの成果から円筒埴輪据付坑とみられる遺構とともに、岩盤を整形することにより形成され
た基壇斜面、基壇テラス、１段目斜面、１段目テラス、２段目斜面を確認することができた。

７．16 トレンチ（前方部南東隅）
　前方部南東隅に長さ 16 ｍ、幅２ｍの調査区を設定した。基壇テラスを検出し、円筒埴輪２個体
を確認した。また、基壇テラスと斜面、裾の位置を確認するために、西側と南側の拡張区を加えて、
調査面積は 36.4㎡となった。南側拡張区では、基壇斜面裾部を明示するものと考えられる溝状遺構
を確認した。溝状遺構は、幅 50 ～ 70cm、深さ 10 ～ 14cm で、墳丘主軸にほぼ直交している。溝
状遺構は埴輪片を覆う第２層で埋まっている。前方部端の溝状の掘り込みを確認したことにより、
大日山 35 号墳の基壇の総長は約 105 ｍであることが判明した。

８．12 トレンチ（墳丘東側の尾根）
　大日山から東へ通じる尾根上に設定し、この尾根上に古墳の有無を確認することを目的とした
調査区である。調査区西端から 10 ｍくらいまでの範囲で埴輪が少量採集される以外ほとんど遺物
は出土していない。現地表面から 60cm 前後で岩盤が検出でき、緩やかな東側への傾斜が認められ
たのみである。古墳の存在は確認できず、岩盤上に土壌が自然に堆積した状況が認められ、出土
した埴輪は大日山 35 号墳から流出したものと考えられる。
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第４節　東造出の調査
１．１トレンチ
　東側くびれ部付近の前方部に配置したトレンチで、墳丘測量の時点で形象埴輪片が採集され、造
出の存在が予想されたことから、造出の有無の確認を目的としたトレンチである。さらに、前方
部東側面の墳頂から墳丘裾までの各段のテラス、斜面などの検出も目的とした。
　掘削開始後すぐに、従来墳丘裾と認識されていた箇所よりも東側で円筒埴輪列が検出されたた
め、この時点で従来考えられていた墳丘規模より大きくなることが想定された。この円筒埴輪列は
原位置で５個体を確認し、樹立間隔は中心間で 0.7 ～ 1.1 ｍを測り一定せず、まばらに樹立されて
いる。樹立に際しては、各々据付坑が掘削され、いずれも円筒埴輪設置後その内側に径 10cm 程度
の結晶片岩を配置して固定している。この円筒埴輪据付坑が掘削された盛土が円筒埴輪列のすぐ
東側で傾斜しはじめ、そこから 3.5 ｍ東側でその斜面がやや緩慢になる傾斜変換点が墳丘裾とみら
れ、検出された円筒埴輪列は最下段テラスの円筒埴輪列と考えられる。この最下段テラスは、基壇
テラスと位置づけられることから、その東側斜面は基壇斜面と考えられる。この基壇テラス面は
幅約２ｍを測り、多数の埴輪片とともに馬形埴輪が横転した状況で出土した。ただし、この馬形
埴輪は昼神車塚古墳（高槻市）のように墳丘テラスに列状に樹立された形象埴輪ではなく、墳丘
盛土面よりもやや浮いたレベルで出土する点、馬形埴輪の部材が本体部分から斜面の方向に流れ
て発見されている点などから、東造出に樹立されていたものが転落したものと判断している。なお、
この馬形埴輪は整理作業の結果、横座り用の短冊形水平板を装着していることが判明した。
　基壇テラスから幅約５ｍ、高さ約２ｍほどの斜面を西側へ上がると平坦面が広がる。この平坦面
は、調査前には墳丘が破壊されたことにより形成されたものと予想していたが、先述したとおり
墳丘測量時に形象埴輪が多量に採集されたことから、造出の存在が想定された。この平坦面の範
囲では、他のトレンチと異なり当初から幅４ｍの調査区を設定していたが、その範囲でほぼ南北
の方向性をもつ円筒埴輪列、人物埴輪２体、家形埴輪３棟、水鳥形埴輪、須恵器甕のほか、多数
の埴輪片を検出したことにより、東造出の存在が確認できた。この南北方向の円筒埴輪列は、検
出時には２段目テラス円筒埴輪列と認識していたが、調査の進展により先述の最下段テラスが基
壇テラスと位置づけられたことに伴い、１段目テラス円筒埴輪列と認識するに至った。
　保存整備委員会終了後、東造出の範囲を確定するために１トレンチを南北に拡張することになっ
たが、１トレンチ南側は１・11 トレンチの排土置き場であった。そのため、排土の移動および拡
張区の表土掘削は期間短縮のためバックホウでおこない、拡張は当初の調査区から南北にそれぞ
れ３ｍの範囲で実施した。拡張する範囲は、後述する５トレンチにおいて、その時点で明らかと
なりつつあった西造出の南北長を参考とした。
　南側拡張部分では、岩盤が当初の調査区に比して高くなっていたため、１段目テラス円筒埴輪
列も途中で途切れ、原位置での形象埴輪や造出の範囲を明示する南辺円筒埴輪列も検出されなかっ
た。北側拡張部分では、当初の調査区の検出面よりも若干低くなっていたため、埴輪の残存状況
は良好で、１段目テラス円筒埴輪列の延長部分、東造出の北辺円筒埴輪列が検出できた結果、１
段目円筒埴輪列で 27 個体、北辺円筒埴輪列で９個体の原位置の円筒埴輪が確認できた。
　造出の規模確定のため、１トレンチ南側の拡張部分と 11 トレンチの間に１トレンチ南側サブト
レンチ（調査時は文化遺産課トレンチと呼称）が設定され、造出南辺円筒埴輪列の据付坑と円筒
埴輪底部の３個体が確認できた。
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　東造出の造出上面の復原される規模は、西側の南北長 12 ｍ、東側の南北長７ｍ、東西幅５ｍ前
後の台形状の平面プランである。ただし、北辺円筒埴輪列は直線ではなく途中で屈曲することから、
造出の平面プランも同様であったと推察される。また、造出上面では東辺は残存していなかったも
のの、北辺、南辺の円筒埴輪列、西辺を１段目円筒埴輪列により囲繞した範囲に形象埴輪群の樹立、
須恵器大甕の据付などをおこない、埴輪祭祀が執りおこなわれていたとみられる。造出中央から北
側では、須恵器の甕が原位置で出土し、家形埴輪 1-3、水鳥形埴輪 1-3 基部も原位置での出土の可
能性がある。さらに横転した状況で出土した人物埴輪（力士 1-1）や翼を広げた鳥形埴輪 1-1・1-2、
蓋形埴輪の一部なども原位置に近いものと推測できる。また、人物埴輪（力士 1-1）の脇では犬形
埴輪の頭部が出土しており、近くで動物埴輪の脚部が出土することから、本来の樹立位置に近い
場所での出土と推測できる。これに対し、造出南半では岩盤が露出し、やや高くなっていたため、
原位置の埴輪は検出できず詳細は不明である。出土した形象埴輪の数量に比べて、形象埴輪基部
の出土や形象埴輪据付坑は少なく、造出上面が削平されている可能性があり、本来形象埴輪が樹
立されていた地点を示す状況証拠は少ない。造出上面は南高北低の状況で、南側では岩盤を整形し、
中央から北側では盛土をおこなって埴輪祭祀の空間を創出していると推察できる。そのため、１
段目テラス円筒埴輪列の南半や造出南辺円筒埴輪列の据付坑は岩盤を削り込んで掘削されていた。
　これら形象埴輪群を囲繞する円筒埴輪列は、１段目円筒埴輪 1-9 の１本のみがⅤ群系円筒埴輪
であったが、それ以外はすべてⅣ群系円筒埴輪である。また、一部で朝顔形埴輪が含まれており、
円筒埴輪列近くでは蓋形埴輪がまとまって出土する箇所がある。この円筒埴輪列は、基壇テラス
円筒埴輪列とは異なり、中心間で 30 ～ 50cm 間隔で樹立されており、円筒埴輪樹立当初は口縁部
が接するほど密に並べられていたものと推測される。また、据付坑も各々掘削されておらず、布
掘りによるものであり、基壇テラスで認められた各々掘削された据付坑や円筒埴輪内部への結晶
片岩の据付がないなど、基壇テラス円筒埴輪の据付状況とは異なるものである。さらに、１段目
円筒埴輪列は南半では直線的であったものが、後円部へ向けて北半部では徐々に方向が変化しは
じめており、後円部へと続いていく。北辺円筒埴輪列は、先述したとおり途中で屈曲しているが、
１段目テラス円筒埴輪列との接続部分には円筒埴輪が確認できず、岩盤の露出部分でも明確な据
付坑は検出できなかった。
　１段目テラス円筒埴輪列の西側には４ｍほどの平坦面があり、２段目斜面裾に至る。この平坦
面でも埴輪が出土しているが、原位置での検出とみられる埴輪は認められない。また、据付坑は
検出できず、造出内ほどの出土量もないことから、墳頂部や造出に樹立されていた埴輪群の一部
が転落や横転などによりこの範囲で出土したものとみられ、現時点では井辺八幡山古墳（和歌山市）
のように造出外への埴輪の樹立はおこなわれていなかったと判断している。ただし、水鳥形埴輪
1-1 の基部や人物埴輪（力士 1-1）、須恵器甕の一部がこの平坦面で一定量出土している点は埴輪樹
立状況を復元するうえで考慮しなければならない。
　２段目斜面から墳頂部では明確な遺構は検出できなかったが、２段目斜面の標高 137 ｍ前後まで
は岩盤を整形することにより斜面を形成し、それ以上では盛土されていた状況が確認できた。なお、
墳頂部に樹立されていた円筒埴輪列を確認できなかったものの、２段目斜面裾では全容がわかる
Ⅳ群系の円筒埴輪が出土し、墳頂部に樹立されていた円筒埴輪が転落したものと考えられる。また、
この空間では蓋形埴輪片や家形埴輪 1-5 の破片も出土することから、墳頂部には蓋形埴輪や家形埴
輪が樹立されていたことが推測できる。
　以上のように、１トレンチでは東造出の規模および造出上でおこなわれた埴輪による祭祀の概
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況、基壇テラスおよび基壇円筒埴輪列の状況など多数の成果を得ることができた。調査の結果、２
つのテラス面と３つの斜面が検出でき、墳丘が３段構成になっていることが判明した。

２．13 トレンチ（東造出北斜面）
　墳丘東くびれ部に設定した東西 1.9 ｍ、南北 5.6 ｍの調査区で、１トレンチの北側に接続する。
土層堆積は５層に分かれ、すべての層から円筒埴輪の破片が出土したが、４・５層からの出土が
顕著であった。すべて上部の造出から流失したものだと推定され、少数ではあるが家形埴輪の破
片もみられる。２層からは瓦器椀の破片が出土した。
　検出した地盤は、後円部と東造出の接合部と推定される。等高線は北北東方向に緩やかに下がっ
ていて、西側ではやや軟質の結晶片岩の岩盤が露出する。岩盤の板状節理面はほぼ東西方向である。
接合部の斜面地点で、長さ 50cm、幅 15cm ほどの結晶片岩の石材２つが連なって水平方向に据え
られていた。土留めのための作業であると推測される。

３．14 トレンチ（東造出側基壇テラス）
　１次調査の時点では基壇テラス円筒埴輪列が前方後円墳形か盾形に巡るか判明していなかった
ので、２次調査において東造出側の基壇テラスに樹立された円筒埴輪列を確認する目的で１・２
トレンチ間に設定した長さ 6.0 ｍ、幅 0.6 ｍの調査区である。
円筒埴輪は８個体検出し、南側から円筒埴輪 14-1 ～ 8 とする。円筒埴輪は、基底部で直径 25cm
前後の小形のもので、上部は削平されていた。円筒埴輪列はほぼ直線状に並ぶが、北側ではやや
外側に開き気味になる。埴輪の据付面は南側が高く、北側が低くなっており、検出面で約 40cm の
比高差がある。このため埴輪の遺存度は南側のものほど低い。埴輪の間隔は中心間で、南から 85、
75、78、90、78、66、75cm である。布掘りではなく、埴輪据付坑は各々掘削されている。
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第５節　西造出の調査
１．５トレンチ
　西側くびれ部および西造出の検出を目的として、当初より面的な調査区として設定した。１次
調査で調査を開始したが、多量に埴輪が出土したことや東造出など他の調査区の調査を優先した
ことなどから、埴輪出土状況を確認した時点で埋め戻して調査を終了し、３次調査で改めて調査
を実施することにした。
　１次調査では、表土と２層の一部である現地表面から最大約 30cm を機械により掘削し、その排
土を５トレンチ東側の西くびれ部の修景作業に利用した。この調査区では、２層を除去し、旧表
土とみられる３層を掘削しはじめた時点で、原位置を保持するとみられる埴輪群が確認されはじ
めており、この時点で埋め戻すこととなった。３次調査では、12 × 12 ｍの調査区に加えて、東側
に２× 12 ｍ、北西側に２×４ｍ、南西側に２×４ｍ、さらに南西側に再拡張１×１ｍの範囲を拡
張して計 161㎡の調査を実施した。西造出の円筒埴輪列および形象埴輪の検出を目的とし、北西側・
南西側では基壇テラス円筒埴輪列の検出も目的とした。
　５トレンチの調査では、調査区全体が結晶片岩の岩盤上にあたり、部分的に盛土をすることに
より造出が造成されている状況を確認した。西造出は基本的に岩盤がベースとなっており、南斜
面は岩盤を少しだけ削り、北斜面は地山を深く削りこむ。造出の遺物は厚手の均質なシルト層（３
層）で埋まることから、長い時間をかけて埋没していった状況がうかがえる。その層の上には墳
丘盛土を主体とする再堆積層（２層）があり、後世に石室入口の平坦面と同一の高さまで平坦面
が造られている。この平坦面は石室に祀られている大日如来に関連する造成と考えられ、瓦や陶
器が散布していることから、墳丘を切り崩して西造出上に盛った土を２層と認識した。地表面の
土壌化した部分は１層とした。
　５トレンチでは、１層（表土）、２層（２a ～ o 層）、３層（３a ～ e 層）を掘削対象とし、４層（４
a ～ e 層）は盛土と考えられたため掘削をおこなっていない。東側拡張部分で４e 層を検証のため
一部掘削し、無遺物層であることを確認した。また、４a・４b 層上面では形象埴輪や須恵器甕の
据付坑のほか、円筒埴輪列を検出した。
　西造出の形状は、造出上面に南北 6.5 ～ 9.0 ｍ、東西 6.0 ～ 7.0 ｍ程度の平坦面が造られている。
四方を円筒埴輪列で囲繞しており、１段目テラス円筒埴輪列は原位置で円筒埴輪 38 個体を検出し、
東造出同様に密に樹立されていた。１段目テラス円筒埴輪列はやや弧状に配列されている。また、
造出北辺および南辺、西辺円筒埴輪列もそれぞれ 14 個体、17 個体、７個体の原位置の円筒埴輪が
確認できた。出土した破片などから円筒埴輪列には数本に１本の割合で朝顔形埴輪が含まれてい
る可能性がある。また円筒埴輪列に沿って蓋形埴輪が数個体出土している。
　北辺円筒埴輪列は、途中で屈曲しており東造出と同様の形態を示す。ただし、東造出北辺円筒
埴輪列が１段目テラス円筒埴輪列から８個体目で屈曲するのに対して、西造出北辺円筒埴輪列で
は６個体目で屈曲し、細部で異なる。また、北辺円筒埴輪 5-11 および南辺円筒埴輪列 5-3・16 で
もやや屈曲しており、北辺円筒埴輪 5-15 の地点でも屈曲している可能性がある。西辺円筒埴輪列
は残存状況がよくないが、やはり一直線ではなく曲線ないしは屈曲を描くものと推測される。１
段目テラス円筒埴輪列と北辺・南辺円筒埴輪列とが接続する部分の南北長は約８ｍを測り、東造
出より約４ｍ短く、規模も異なる。円筒埴輪列は、浅い布掘り状の溝を掘削して据付られており、
さらに溝内に１個体ずつ据付坑を掘り下げていた箇所があり、据付坑を掘り下げることによって、
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１段目の突帯下部まで埋めようとした状況が想定できる。
　造出下端のラインは、北西隅と南西隅は等高線の最も張り出した地点がやや鋭角的になってお
り、旧状が判明した。造出北斜面も北辺円筒埴輪 5-6 の屈折点から北西へと明確な谷となっている。
造出南斜面は岩盤がベースであるためあまり急傾斜に削られていない。南辺円筒埴輪 5-3・16 と
いった造出上面の屈折点に対応して、斜面下の円筒埴輪片がたまっている地点があり、屈折して
いる状況が観察できる。このことから、造出南辺は上端と下端が対応した形をとっているものと
推定できる。造出西斜面は、急角度の斜面となっており、造出から転落した埴輪片が散乱している。
これらの埴輪片がまとまって出土する標高 132.0 ｍの等高線に沿ったラインが造出の下端と認識さ
れる。
　円筒埴輪列に囲繞された範囲では、特に造出南半を中心に馬形埴輪２体、人物埴輪の草摺部分お
よびその下部にあたる人物の台などの形象埴輪が原位置とみられる状況で検出できた。形象基部
および据付坑と判断できるものは 10 個体程度確認できているが、その上部がどのような形象埴輪
になるのか判別できたものはほとんどない。馬形埴輪２体は飾り馬で、検出面では前脚２本と後
脚２本を据えた楕円形の坑となっているが、その下部はそれぞれ脚部が４本ずつ据付られる形状
になっている。近くでは杏葉などの馬具やたてがみなどの破片が散乱していた。家形埴輪 5-2 は基
部が剥離した状態ではあるが、調査中の認識では据付坑に据え置かれた可能性が考えられていた。
また胡籙形埴輪や靫形埴輪といった器財埴輪も倒れた状態で出土している。さらに両面人物埴輪
や双脚輪状文形冠帽をかぶった人物 5-1・2、冑を装着した武人、巫女などの頭部が出土しているが、
これらの頭部は体部や基部が判明していない。
　西造出北半では須恵器の甕が２個体据えられた状態で出土している。また、据付坑は確認でき
なかったが、付近ではもう１個体の須恵器甕の破片が集中して散布しており、大形の甕が３個体
据付られていた可能性が高い。この周辺には原位置をとどめる埴輪が認められず、埴輪の出土数
も少ないことから、須恵器を設置したエリアであったと想定でき、飲食物供献儀礼の場となって
いた可能性がある。
　この他、造出上には小さなピット状の遺構が検出されており、須恵器高杯や土師器などの破片
が出土したものがある。確実な掘り込みと認識できないものが多いが、馬形埴輪や胡籙形埴輪が
出土した周辺および造出西側にみられる傾向にある。
　西造出西半については削平を受けており判然としないが、家形埴輪 5-1 の破片が散乱している。
また、西造出西斜面に転落した形で翼を広げた鳥形埴輪の破片がまとまって出土しており、おそ
らく造出の北西部付近に樹立していたものが転落したものと推測できる。なお、西造出では馬形
埴輪２体と翼を広げた鳥形埴輪以外の動物埴輪は確認できていない。
　北西および南西拡張部分では基壇テラスと円筒埴輪列を検出した。北西拡張部では原位置をと
どめた円筒埴輪を２個体と据付坑１箇所、南西拡張部では円筒埴輪３個体と据付坑１箇所を確認
できた。据付坑は径 30 ～ 45cm で各々掘削されており、残存する深さは約 15cm 程度である。据
付坑の中心間の距離は60～70cm程度であった。この基壇テラス円筒埴輪列で検出した円筒埴輪は、
いずれもⅤ群系円筒埴輪であった。
　以上のように５トレンチでは西造出を検出し、円筒埴輪、形象埴輪群の残存状況は良好であった。
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図 3-1　17・18 トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100）
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図 3-2　２トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100）
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゜ (S=1/20) 
l:IOYR4/6褐色砂質土
2:2.5YR4/6赤褐色砂質士
3:2.5YR4/6赤褐色砂質士
（片岩少量含む）

4:IOYR5/6黄褐色砂質土
5:IOYR5/6黄褐色砂質土
(2.5YR5/8明赤褐礫含む）
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E20 ⑫トレンチ士層注記〕
I: 2.5Y3/1 黒褐色砂質士
lb: 10YR5/3にぶい黄褐色砂質士（小礫ごく少量）
le: 10YR6/6明黄褐色砂質士（片岩ごく少星）
2a: 10YR7/4にぶい黄橙色砂質士（小礫多量）
2b: 10YR6/4にぶい黄橙色砂質士（片岩中礫少鼠）
2c: 10YR6/4にぶい黄橙色砂質士（片岩少量）
2d: 7.5YR5/3にぶい褐色砂質士（片岩多量）
2e: 10YR5/3にぶい黄褐色砂質士

(10YR5/1褐灰色粘士ブロック含む，片岩多量）
2g: 10YR6/6明黄褐色砂質土（片岩ごく少量）
2h: 10YR6/6明黄褐色砂質土（片岩少量）
2f: IOYR6/8明黄褐色砂質土（片岩少量）
3a: 10YR6/4にぶい黄橙色砂質土

(7.5YR6/1褐灰色粘土ブロック・砂岩・片岩多量）
3b: 10YR6/4にぶい黄橙色砂質土（礫少量）

刹 E24 3c: 7.5YR5/1褐灰色砂質土
(7.5YR6/1褐灰色粘土ブロック，片岩多量）

3d: 10YR6/4にぶい黄橙色砂質土（片岩少量）
3e: 7.5YR6/1褐灰色シルト質土（片岩少ない）
4a: 7.5YR6／暉色砂質土（片岩中量）
4b: 7.5YR5/4にぶい褐色砂質土（片岩少量）
4c: 10YR6/4にぶい黄橙色砂質土（小礫なし）
4d: 10YR7 /6明黄褐色砂質土（礫含まない）
4e: 10YR4/1褐灰色シルト質土（片岩あり）
4f: IOYR6/6明黄褐色砂質土（片岩含む）
4g: 10YR6/1褐灰色砂質土（片岩あり）
4h: 7.5YR4/1褐灰色砂質土
4i: 7.5YR5/l褐灰色砂質土 (IOYR5/l褐灰色粘土多量）
4j: 10YR6/1褐灰色砂質土 (5YR5/l褐灰色粘土・片岩含む）
4k: 10YR4/1褐灰色砂質土（粘土ブロック・片岩含む）
41: 10YR6/3にぶい黄橙色砂質土（片岩含む）
4m: 10YR5/4にぶい黄褐色砂質土（片岩わずか）
4n: 5YR5/l褐灰色シルト質土（片岩わずか）
4o: IOYR5/l褐灰色砂質土（片岩中量）
4p: 5YR5/l褐灰色シルト質土（片岩含む）
4q: 10YR6/6明黄褐色砂質土（片岩多量）
4r: 5YR4/1褐灰色シルト質土 (2.5Y5/6黄褐色帯状，片岩）
4s: 7.5YR6/4にぶい橙色砂質土（礫中量）
4t: 7.5YR6／暉色砂質土 (10YR4/1褐灰色塊状あり，片岩）
4u: IOYR4/4褐色砂質土（片岩ほぼなし，粘性やや強い）
4v: 7.5YR4/1褐灰色シルト質土(2.5YR6/6明黄褐色帯状，片岩少量）
4w: 2.5YR6/6明黄褐色砂質土（片岩少量）
4x: IOYR5/2灰黄褐色砂質士（礫ほとんど含まない）
4y: IOYR4/1褐灰色砂質土（片岩少量）
4z: IOYR5/1褐灰色砂質士（片岩わずか）
5a: IOYR5/6黄褐色砂質土（片岩中量）

5b: IOYR6/6明黄褐色砂質士（片岩少量）
5c: 7.5YR6/1褐灰色砂質土
5d: 7.5YR6／磯色砂質土（片岩少壷）

5e: IOYR6/8明黄褐色破砕片岩堆積層
5f: IOYR6/6明黄褐色砂質土（片岩含む）

5g: 7.5YR5/8明褐色砂質土＝破砕片岩堆積層
5h: 7.5YR5/8明褐色砂質土～破砕片岩堆積層
5i: IOYR6/4にぶい黄橙色砂質土（片岩含まない）
5j: IOYR5/4にぶい黄褐色砂質土（片岩少壷）
5k: IOYR5/4にぶい黄褐色砂質土（やや大きい片岩少量）
6: 7.5YR4/1褐灰色シルト質土（礫含まない）＝旧表土
7: IOYR4/4褐色砂質土（小礫少量）＝盛土： 1
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図 3-3　３トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100）
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〔3トレンチ土層注記〕

1: 表土

lb: 5Y3/1オリーブ黒色砂質土（遊歩道からせり出した土壌）

2a: 5Y6/4オリーブ黄色砂質土(2b層より灰色強い）

2b: 2.5Y7/4浅黄色砂質土（小礫中量含む）

3a: 5Y4/4暗オリーブ色砂質土（埴輪あり，小礫少量）

3b: 5Y5/3灰オリーブ色砂質土（片岩・小礫中量含む）

3c: 5Y5/3灰オリーブ色砂質土(7.5YR7/6橙色ブロック少量）

3d: 7.5Y7/3浅黄色砂質土(7.5YR7/8黄橙色砂質土含む）

3e: 5Y7/3浅黄色砂質土（片岩少量含む）

3f: 5Y6/2灰オリーブ色砂質土(7.5YR7/8黄橙色片岩中量）

3g: 2.5GY7 /1明オリープ灰色砂質土（片岩微量含む）

3h: N4/0灰色砂質土(N2/0黒色プロック粒状に含む）

3i: 7.5Y6/2灰オリーブ色砂質土（小礫・片岩少量含む）

3j: 7.5YR8/8黄橙色砂礫土(4b層や10Y6/1灰色砂質土プロック中量）

3k: 5Y5/3灰オリーブ色砂質土(7.5YR7/8黄橙色砂質土ブロック少量）
31: 10YR5/2灰黄褐色砂礫土(3-5cmの礫主体）

3m: 7.5Y5/2灰オリープ色砂質土（小礫少量，粘性やや高い）

3n: 2.5Y4/2暗灰黄色砂質土（小礫少量，粘性やや高い）

3o: 5Y5/2灰オリーブ色砂質土（帯状に7.5YR7/8黄橙色砂質土）
3p: 7.5Y6/2灰オリーブ色砂礫土(2~5cmの礫主体）

4a: 2.5Y6/4にぶい黄色砂質土（小礫・片岩少量含む） ＝盛土

4b: 5Y3/1オリーブ黒色砂質土(7.5GY7/l明緑灰色シルトブロック少量） ＝盛土

4c: 5Y5/4オリーブ色砂質土（片岩中量含む） ＝盛土

4d: 7.5Y3/2オリーブ黒色砂質土(10Y6/1灰色砂質土ブロック少量） ＝盛土

4e: 7.5Y3/1オリーブ黒色砂質土(10Y7/2灰白色砂質土少量） ＝盛土

4f: 10Y7/2灰白色砂質土（小礫少量） ＝盛土

4g: 5Y6/3オリーブ黄色砂質土（2.5Y3/1砂質土ブロック少量） ＝盛土

4h: 10Y7/2灰白色砂質土(4涌託類似層，片岩中量） ＝盛土

4i: 5Y4/1灰色砂質土（片岩・小礫中量，粘性やや高い） ＝盛土

4j: 5Y6/4オリーブ黄色砂質土（片岩少量，粘性やや高い） ＝盛土

4k: 2.5Y6/6明黄褐色砂質土（片岩微量，小礫少量） ＝盛土
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図 3-4　15 トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100）
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図3-5　15トレンチ　埴輪出土状況図（平面図・立面図） （S=1/20）
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図 3-6　６・９トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100）
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〔6トレンチ土層注記〕

I: 5Y3/1オリーブ黒色砂質土＝表土

2a: 2.5Y4/6オリーブ褐色砂質土（小礫・片岩中量，粘性やや高い）＝撹乱埋土

2b: 2.5Y6/l黄灰色砂質土（小礫・片岩中量，粘性高い）＝撹乱埋土

2c: 5Y5/3灰オリーブ色砂質土（小礫少量，粘性高い）＝撹乱埋土

2d: 2.5Y4/3オリーブ褐色砂質土(2a-cより礫・片岩多最，粘性高い，埴輪あり）＝撹乱埋土

3a: 2.5Y6/3にぶい黄色砂質土

（片岩中量，粘性ややあり，2.5Y3/l黒褐色シルトブロック中最）＝撹乱埋土
3b: IOYRS/3浅黄橙色砂質士(A層プロック中量，片岩少量）＝撹乱埋士

3c: 2.5Y3/1黒褐色砂質士(A層にB層混ざる，粘性なし）＝撹乱埋土

3d: 7.5YR5/1褐灰色砂質士(B層に少量のA層混ざる）＝撹乱埋土

3e: 10YR5/4にぶい黄褐色砂質士

(B層に帯状のA層2.5Y3/1黒褐色シルト中量，片岩中量，粘性低い）＝撹乱埋士
3f: IOYR4/1褐灰色シルト質土（片岩中量，N晉が帯状に少量，粘性低い）＝撹乱埋土

3g: 2.5Y6/3にぶい黄色砂質土

(5Y3/1オリーブ黒色シルトブロック・片岩少量，粘性低い）＝撹乱埋土
3h: 2.5Y6/3にぶい黄色砂質土＝撹乱埋土

(IOYR5/8黄褐色～2.5Y4/1黄灰色シルトブロック多量，片岩・小礫少量，粘性低い）
3i: IOYR5/3にぶい黄褐色砂質士

(IOYR4/1褐灰色シルトブロック少量，片岩・小礫少量，粘性低い）＝撹乱埋士
3j: 5Y5/2灰オリーブ色シルト質土

(C層に類似する片岩風化層，A・F・G層プロック少量，粘性低い）＝撹乱埋土
4a: IOYR5/8黄褐色砂礫土（砂は粗砂主体，礫は片岩主体，粘性やや低い）＝墳丘盛土

4b: 5Y5/2灰オリーブ色砂質土（中砂～細砂主体，礫は片岩主体，粘性低い）＝墳丘盛土

A: IOYR5/8黄褐色砂礫土(4a層類似層，片岩多い）＝墳丘盛土

A': 2.5Y6/1黄灰色シルト質土（片岩・炭化物少量，粘性高い，Aより色調青い）＝墳丘盛土

B: 5Y5/2灰オリーブ色砂質土(4b層類似層，片岩多い）＝墳丘盛土

C: 5Y5/2灰オリーブ色砂質土（片岩風化層，A層ブロック少量，粘性なし）＝墳丘盛土

D: 2.5Y6/4にぶい黄色砂質土(A層ブロック少鼠片岩多量，粘性低い）＝墳丘盛土

E: 5YR5/6明赤褐色砂質土（片岩中量，A+B層ブロック少量，粘性やや高い）＝墳丘盛土

E':5YR5/8明赤褐色砂礫土(E層に破砕片岩混入，粘性やや低い）＝墳丘盛士

F: IOYR5/1褐灰色シルト質土（片岩・橙色プロック・炭化物少世，粘性高い）＝墳丘盛土

G: 2.5Y4/1黄灰色シルト質士（橙色プロック・炭化物少世，片岩なし，粘性高い）＝墳丘盛土

〔9トレンチ土層注記〕

1: 表土

2: 2.5Y6/4にぶい黄色砂質土（片岩中量，埴輪あり，粘性なし）

3a: 2.5Y6/3にぶい黄色砂質土（片岩中量，粘性なし）

3b: 2.5Y5/4黄褐色砂質土（小礫多量，粘性ややあり）

3c: 2.5Y3/3暗オリーブ褐色砂質土（小礫多量，片岩中量，粘性あり）

4a: 2.5Y5/3黄褐色砂質土（片岩少量，砂岩少量，粘性あり）

4b: 5Y5/3灰オリーブ色砂質土（片岩・小礫・砂岩微量，粘性あり）

4c: 2.5Y4/2暗灰黄色砂質土（片岩少量，小礫中量，粘性あり）

4d: IOYR5/4にぶい黄褐色砂質土（片岩・小礫中量，粘性あり）

4f: 2.5Y6/6明黄褐色砂質土（片岩主体の礫含む，粘性やや低い）

4g: 2.5Y4/4オリーブ褐色砂質土（片岩・小礫中量，埴輪あり，粘性あり）

5a: 5Y4/4暗オリーブ色砂質土（片岩・小礫多量，粘性やや低い）＝地山か

5b: 2.5Y4/3オリーブ褐色砂質土（片岩中量，粘性やや高い）＝地山か

5c: 2.5Y5/2暗灰黄色砂質土（片岩・小礫•砂岩微量，粘性あり）＝地山か
5d: 5Y3/1オリーブ黒色砂質土（小礫微量，IOYR4/3にぶい黄褐色砂質土微量含む，粘性あり）＝地山か

5e: 2. 5Y4/2黒灰黄色砂質土（小礫・片岩少量，粘性高い）＝地山か
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図 3-7　７トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100）
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〔7トレンチ土陥注記〕

I: 表土

2a: 2.5Y6/4にぶい黄色砂質士（片岩中量，粘性なし）

2b: IOYR5/4にぶい黄褐色砂質土（小礫微量，粘性高い）

2c: IOYR5/2灰黄褐色 砂質士（片岩少量，粘性高い）

2d: 7.5YR6/8橙色 砂質土（小礫多量，粘性低い）
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図 3-8　８トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100）
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〔8トレンチ土層注記〕

I: 表土

2a: 2.5Y6/4にぶい黄色砂質土

3a: 2.5Y5/3黄褐色砂礫士

（片岩多量，粘性ほとんどなし）
3b: IOYR5/3にぶい黄褐色砂質士

（片岩微巌，粘性ややあり）

3c: IOYR4/2灰黄褐色砂質土

（片岩多巌，粘性ややあり）

3d: IOYR3/2黒褐色砂礫土

（橙色片岩多巌，粘性低い）

3e: 2.5Y6/4にぶい黄色砂礫土

（片岩多巌，粘性低い）

3f: 5Y5/4オリーブ色砂礫士

（橙色・緑色片岩多最，粘性なし）

3g: 2.5Y6/l黄灰色砂質土

（片岩少巌，粘性低い，埴輪多蘊）

4a: 2.5Y3/2黒褐色砂質士

（緑色・橙色片岩少最，粘性低い）＝盛士

4b: 2.5Y4/2暗灰黄色砂質士

（緑色片岩中巌，粘性低い）＝盛土

4c: 5Y3/2オリーブ黒色砂質土

（片岩多巌，粘性低い）＝盛土

4d: 5Y3/2オリーブ黒色砂質土

（片岩中巌，粘性低い）＝盛土

4e: 2.5Y4/l黄灰色砂質土

（緑色・橙色片岩少最，粘性低い）＝盛士

4f: 5Y3/2オリーブ黒色砂質士

（橙色片岩中星，粘性低い）＝盛土

4g: 2.5Y4/2暗灰黄色砂質土

（片岩少巌，粘性低い）＝盛土

4h: 5Y5/3灰オリーブ色砂礫土

（片岩中呈，粘性低い）＝盛土

4i: IOYR5/4にぶい黄褐色砂質土

（橙色片岩多呈，粘性低い）＝盛土

4j: 2.5Y3/3暗オリーブ褐色砂質士

（片岩中呈，粘性低い）＝盛土

4k: 2.5Y3/2黒褐色砂質士

（片岩少量，粘性低い）＝盛土

41: 5Y4/2灰オリーブ色砂質土

（片岩少量，粘性低い）＝盛土

4m: 2.5Y4/1黄灰色砂礫土

（片岩多量，粘性低い）＝盛土

4n: 5Y4/2灰オリーブ色砂質土

（片岩少量，粘性低い）＝盛土
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【12トレンチ北壁断面】

【10トレンチ北壁断面】

図3-9　10・12トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100）

− 33 −

E16 

2
 

4d 
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〔10トレンチ土層断面〕

1: 表上

2: 2.5Y5/4黄褐色砂質土（片岩少量，粘性弱い）
3a: 5Y6/4オリーブ黄色砂質土（片岩中量，粘性弱い）

3b: 2.5Y4/2暗灰黄色砂質上（片岩中量，粘性弱い）

4a: 10YR5/4にぶい黄褐色砂質土（片岩・小礫少量，粘性やや高い）＝盛土
4b: 10YR3/2黒褐色砂質上（片岩中量，砂岩少量，粘性高い）＝盛土

4c: 7.5YR2/3極暗褐色砂質土（砂岩少量，粘性高い）＝盛土

4d: 2.5Y4/6オリーブ褐色砂質土（片岩多量，小礫少量，粘性高い）＝盛土
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〔12トレンチ士層注記〕

1: 表士
2a: 5Y6/4オリーブ黄色砂質士（片岩・小礫少量，粘性低い）

2a': 2a層と類似（やや粘性高い）

2b: 5Y6/3オリーブ黄色砂礫士（片岩・小礫多量，粘性低い）

2c: 7.5Y7 /3浅黄色砂質士（小礫微量，粘性やや高い）

2c': 10YR6/6明黄褐色砂質士(2c層対応，粘性やや高い）

2d: 7.5Y6/2灰オリーブ色砂礫士（破砕片岩多量，粘性やや高い）

2d': 2d層よりやや礫少ない

3a: 10YR7/8黄橙色礫層（破砕片岩堆積層）

3b: 10YR6/6明黄褐色礫層（破砕片岩堆積層，2.5Y6/4にぶい黄色砂質士少量）

3c: 10YR6/6明黄褐色礫層（破砕片岩堆積層，やや礫大きい）
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図3-10　11トレンチ・１トレンチ南側サブトレンチ・16トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100） 
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〔11トレンチ・1トレンチ南側サブトレンチ土層注記〕

I: 表土

2a: 2.5Y6/3にぶい黄色砂質土

（小礫中量，粘性低い）

2b: 2.5Y6/4にぶい黄色砂質土

（小礫・片岩中量，粘性ややあり）

2c: 2.5Y4/6オリープ褐色砂質土

（小礫微量，粘性低い）

2d: 2.5Y4/4オリーブ褐色砂質土

（片岩多量，粘性やや高い，埴輪出土）

3a: 7.5YR7 /6橙色砂礫土

（破砕片岩堆積層，5cm以下片岩主体，2.5Y6/3にぶい黄色砂質土中量）

3b: 7.5Y4/2灰オリーブ色砂礫土

（破砕片岩堆積層，5cm以下片岩主体，2.5Y6/3にぶい黄色砂質土少量）

3c: 7.5YR7 /6橙色砂礫±

（破砕片岩堆積層，5-!0cm片岩主体，2.5Y6/3にぶい黄色砂質土少量）

3d: 7.5Y4/2灰オリーブ色砂礫土

（破砕片岩堆積層，5cm以下片岩主体，2.5Y6/3にぶい黄色砂質土少量）

3e: 7.5YR6/2灰褐色砂礫土

（破砕片岩堆積層，10cm以上片岩主体，2.5Y6/3にぶい黄色砂質土少量）

3f: 7.5Y5/3灰オリーブ色砂礫土

（破砕片岩堆積層，10cm以上片岩多量，2.5Y6/3にぶい黄色砂質土微量）
4a: IOYR6/6明黄褐色砂質士

（小礫微量，2.5Y7/1灰白色シルトプロック少量，粘性低い，埴輪含む）

4b: IOYR4/4褐色砂質土

（小礫・片岩少量，粘性やや高い，埴輪多く出土）

5a: 5Y4/1灰色砂礫土（破砕片岩多量）

=I段目テラスPl筒埴輪据付坑埋土

5b: 10YR5/4にぶい黄褐色砂質土（小礫少量，粘性なし）

＝基壇テラス円筒埴輪据付坑埋土
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据付坑埋土：2.5Y4/3オリープ褐色砂質土（小礫混じり）
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図3-11　１・11トレンチ　平面図（S=1/100） 
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図3-12　１・13・14トレンチ　平面図・土層断面図（S=1/100） 
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図3-13　１トレンチ　東造出　埴輪出土状況平面図１(S=1/30)
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図3-14　１トレンチ　東造出　埴輪出土状況平面図２（S=1/30）
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図3-15　5トレンチ　平面図（S=1/100）
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図3-16　5トレンチ　西造出　埴輪出土状況平面図1　（S=1/30）
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図3-17　5トレンチ　西造出　埴輪出土状況平面図2　（S=1/30）
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図3-18　５トレンチ　土層断面図（S=1/100）　／　東西造出　形象埴輪・須恵器　出土状況立面図（S=1/20） 
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2b: IOYR5/4にぶい黄褐色砂質土

(2cm以下片岩多昼，埴輸少量）

2c: 2.5Y5/3黄褐色砂質土

(2cm以下片岩微昼，埴翰多量）

2d: IOYR4/4褐色砂質土

(2cm以下片岩微昼，埴輸多量）

2m: 2.5Y4/4オリーブ褐色砂質土

(2cm以下片岩少旦）

2n: 2.5Y4/3オリーブ褐色シルト混じり砂質土

(2cm以下片岩微旦）

2o: 2.5Y4/4オリーブ褐色砂質土

(2cm以下片岩微呈）

3a: 2.5Y4/5オリーブ褐色砂混じりシルト

（若干砂混じり，埴輪・須恵器多呈）

3b: 2.5Y3/3暗オリーブ褐色シルト

（均質，埴輪・須恵器多量）

3e: 2.5Y4/4オリーブ褐色シルト

（花樹岩片微量，埴翰1片のみ出土）

4a: IOYR4/4褐色～IOYR5/4にぶい黄裾色砂質土

(1cm以下片岩多量）

4b: IOYR4/4褐色～IOYR5/4にぶい黄褐色砂質土

(1cm以下片岩多量）

4c: IOYR4/4褐色～IOYR5/4にぶい黄褐色砂質土

(1cm以下片岩少量）

4d: IOYR4/4褐色～IOYR5/4にぶい黄褐色砂質土

(1cm以下片岩多呈）

4e: 2.5Y4/2暗灰黄色～2.5Y4/3オリーブ褐色砂質士

(1cm以下片岩多呈、遺物なし）
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第４章　東造出の形象埴輪

第１節　家形埴輪（図 4-1 ～ 4-43）
　東造出中央部から３分割焼成された高床式入母屋造（家 1-1）、入母屋造上屋根の切妻部（家
1-2）、平屋の身舎（家 1-3）が出土している。家 1-3 は基部を下にして出土し、原位置であった可
能性がある。家 1-1 は屋根部分がひっくり返されたように大きく動いているが、基部が出土した付
近に樹立されていた可能性がある。平屋の寄棟造（家 1-4）は造出南東側で集中して出土した。
　家 1-1（図 4-1 ～ 26）は、入母屋上屋根（切妻部）、入母屋下屋根（寄棟部）と身舎の壁、高床部・
基部の３つに分けて成形して焼成されている。上屋根は破風上部が欠損し、千木が取り付くか不
明である。大形の堅魚木が４本のせられる構造であり、３本が残存する。屋根には鰭飾り状の棟
覆いを格子形に貼り付けている。妻側の壁にはスカシ孔が２つあり、方柱状の棟持柱が取り付け
られる。破風にはわずかに線刻が確認できる。入母屋下屋根（寄棟部）は、上屋根がのる部分に
板状の平坦面を作り出している。妻側には沈線と刺突文で盾の文様が表現された方柱状の棟持柱
が取り付けられ、その上部に上屋根の棟持柱がのる構造となる。平側には２条一括沈線と１点刺
突文による文様が施された障泥板を貼り付けている。軒先にも２条一括沈線による文様があるが、
刺突文は施されていない。内面には身舎の壁が接続された部分が確認できるが、実際には身舎の
壁とは接合せず、身舎の壁の高さは未確定である。身舎の壁には外面四隅と壁中央に粘土の板を
貼り付けて柱を表現する。その柱部分には２条一括沈線と刺突文による盾状の表現と×に−を加
えた文様が施されている。出入口は各面とも２つずつ設けられる。内面には四隅と壁中央に縦方
向の補強突帯が貼り付けられ、柱表現の可能性もあるが、指押さえが強く残り丁寧に貼り付けら
れていないことから、補強材であったと推察する。３分割焼成の最下部は、高床・９本総柱の円
柱・基部で構成される。円柱の残存状況は悪く、２本が一部残るのみである。本来円柱は基部の
下にも続いていたと推測できるがその部分は残存しない。図 4-43-1・2 は家形埴輪 1-1 の棟木、図
4-43-3 ～ 5 は大棟の堅魚木がのる部分、図 4-43-6 は大棟の可能性がある破片である。
　家 1-2（図 4-27 ～ 30）は、分割焼成の入母屋造の上屋根と考えられ、２条一括沈線を２つ重ね
た４条沈線で格子状に施文する。大棟から破損している側の一部に破断面ではなくいきている箇
所がある。穴があいていたか、整形の際に粘土を埋めた痕跡であろうか。大棟部分は堅魚木が取
り付く構造で、接合しないが、同一個体と考えられる堅魚木２本と入母屋下屋根の軒先、棟持柱、
障泥板が出土する。家 1-2 は出土地点が近く家 1-3 の身舎に組み合う可能性は否定できない。
　家 1-3（図 4-31 ～ 35）は平屋の壁で、基部には半円形のスカシがあり、一部は円形にあけられ
ている。出入口部は２箇所あり、外面中央には縦方向に粘土を貼り付けて柱を表現している。内
面の四隅と中央に補強突帯を貼り付けており、柱を表現していた可能性もある。
　家 1-4（図 4-36 ～ 38）は、全体像を復元できていないが、屋根や壁の形状から平屋の寄棟造と
考えられる。２箇所の円形のスカシ孔がある部分（妻側か）と方形の出入口部がある部分が確認
できる。造出東斜面で出土した家 1-7 とした寄棟部の軒先（図 4-39）は、家 1-4 と同一個体と想定
できるが、直接接合しないことと出土地点が少し離れることから可能性をとどめるにしておく。
　この他、これらとは別個体でやや小形の破風と棟木（家 1-5）が１段目テラス（円筒埴輪列より
墳丘側）で出土している（図 4-40-1・2）。同一個体の破片が少ないことや出土した地点から、造出
ではなく、墳丘上に樹立していたものが転落した可能性もある。これ以外に小形の棟木や笄がつ
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く棟覆、身舎基部の破片があり、家 1-1 ～ 1-5 の部材とは考えにくいため家 1-6、1-8 としている（図
4-40-3 ～ 14）。家 1-8 は家 1-4 もしくは家 1-6 と同一個体の可能性がある。
　いずれの家に取り付くか確定できない大形の千木（図 4-41・42）があり、現状では家 1-1 と家
1-2 は破風上部が未確認のため、これらに取り付く可能性がある。ただし、これらの破風にはこの
千木と同じ文様がないため、別個体の大形の家形埴輪があった可能性も否定できない。
　以上のように東造出および１段目テラスから複数の家形埴輪が確認できた。東造出では４個体

（家 1-1、1-2、1-3、1-4）、墳丘側で１個体（家 1-5）を確認できたといえる。部位不明の家形埴輪と
考えられる破片もあり（図 4-43-7 ～ 11）、家 1-6 ～ 8 も別個体であればさらに個体数が増えること
になる。

第２節　人物埴輪（図 4-44 ～ 4-51）
　東造出の人物埴輪の種類としては、盛装男子、巫女、力士があげられる。
　盛装男子 1-1（図 4-44）は頭部や脚部を欠損するものの、体部はほぼ残存しており、沈線と浮文
で施文された衣服をまとい、手には手甲を付けている。この個体とは直接接合しないが、大刀を
取り付けた腰部分の個体（図 4-45-6）がある。盛装男子と同一個体と考えていたが、取り付く角度
を考えると別個体である可能性がある。この他、冠や鞆、草摺など（図 4-45-1 ～ 5）、男子像に関
連する埴輪が出土しているが、盛装男子 1-1 に取り付く可能性もあるが判然としない。
　巫女は、それぞれ接合しないが頭頂部の島田髷部分と袈裟状衣、腕などの部位が出土している（図
4-45-7 ～ 9、図 4-46-1 ～ 7）。腕の数から少なくとも４体以上の巫女がいたと推測できる。
　力士 1-1（図 4-47 ～ 50）は、頭部と腕、脚台部を欠損するが、ほぼ全身がわかる個体で、左手
をあげる姿勢で、胸は円形の粘土を貼り付けてふくらみを表現する。まわしを付けて、ひざ付近
では紐状のもので結び、それより下部には足玉状の浮文を貼り付けた痕跡がある。左腕にも紐状
の貼り付けが残る。脚部内面には補強突帯がある。同一個体の可能性が高いくるぶし付近と足先
の個体（図 4-51-1・2）があり、くるぶし付近にも足玉状のものを貼り付けている。足先は素足で、
５本指が表現される。この力士 1-1 とは胎土が違うくるぶし付近と足先の破片（図 4-51-3 ～ 5）が
あり、別個体（力士 1-2）と判断した。くるぶし付近には足玉状の浮文が貼り付けられ、足の甲に
も同様に貼り付けられている。足先の浮文は、突起状のものが付いた靴などの想定もあるが、指
が表現されており、素足であったとすれば、素足に何らかの形で玉類を装着した状況を表現した
ものと想定することもできる。器や玉類、手甲などが取り付かない腕が２個体（図 4-46-8・9）出
土し、形状から同一人物のものと推測できる。このうち図 4-46-9 は力士 1-1 と同一地点で出土して
おり、また形態や胎土などからもこれらの腕は力士 1-1 のものである可能性が高い。

第３節　動物埴輪（図 4-52 ～ 4-91）
　東造出の動物埴輪は、四足動物（馬形埴輪、牛形埴輪、猪形埴輪、犬形埴輪）と鳥（翼をひろ
げた鳥形埴輪、水鳥形埴輪）が出土している。
　馬形埴輪 1-1（図 4-52 ～ 56）は、基壇テラスから転落した状態で出土したが、本来は東造出上
の樹立と推測している。欠損部が多いものの、たてがみから背中、尻尾、頬、脚部１本などの部
位が出土し、西造出の馬形埴輪とほぼ同形のものと推察できる。注目すべき点は、右側面の障泥
に水平方向に取り付けられた粘土板で、これは横座り用の短冊形水平板と考えられる。左側面に
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は輪鐙が取り付けられる。たてがみは断面Ｔ字状で、側面には線刻が施される。頭部は板状の形
状をした側面のみ残存する。体部内面下部には補強突帯が貼り付けられる。脚端部はハ字状に開
く形態である。帯や障泥は２条一括沈線・２点一括刺突文、鞍は円形浮文・竹管文が施される。
　牛形埴輪 1-1（図 4-57 ～ 62）は、脚部を欠損するもののほぼ全身がわかる個体である。頭部に
３箇所の穴があり、目・耳・角に相当すると考えられる。角がある動物埴輪には鹿も存在するが、
短く太い首、少し盛り上がる背中など全身のプロポーションから牛と判断した。差込式の耳と角
が出土し、外側前方へのびる角の形状や平らな額なども牛の特徴を捉えているといえる。
　猪形埴輪 1-1（図 4-63・64）は、たてがみの剥離痕跡が残り、馬または猪が候補にあげられる。
両頬の口部分に牙の表現の可能性がある痕跡が認められるため猪と判断した。ただし、牙の痕跡
が不明瞭で、また、頬から下あご部分に馬形埴輪と同じように粘土板を貼り付けた痕跡があるこ
となどから、馬形埴輪の可能性も残る。鼻部分は犬形埴輪同様に平らに作り出されている。
　犬形埴輪 1-1（図 4-65・66）は、猪形埴輪と同様に鼻部分を平らに製作している。背中部分が残
存していないため、猪形埴輪である可能性も残る。ただし、猪形埴輪に比べて頭部がスリムで首
が立つことから犬形埴輪の可能性が高いと判断している。脚端部は馬形埴輪と違って、突帯を貼
り付けている。牛、猪形埴輪とは違って明褐色の胎土をしている。
　牛、猪は４本、犬は２本の脚部が欠損している状態であるが、この他に四足動物の脚部が出土
している。いずれも端部に突帯状の粘土を貼り付けており、内面の観察から、切開再接合技法に
より製作されている。このうち図 4-67-7 は胎土から犬形埴輪である可能性が高い。牛、猪形埴輪
は胎土が似ていることから、その他の脚部（図 4-67-4 ～ 6）についてはどちらに属するかは判断で
きない。この他、四足動物の破片として、耳の破片（図 4-67-1）、耳と角の穴の可能性がある破片（図
4-67-2）、牛ののど袋の可能性がある破片（図 4-67-3）などが出土している。他にも牛形埴輪の可能
性がある部位が認められることから、牛形埴輪が２体存在したことが示唆される。
　翼を広げた鳥形埴輪は、全国的に類例がないものである。全身を復元できたものが２羽で、い
ずれも同じ形態で、４段の円筒台部上にのる。翼を広げた鳥形埴輪 1-1（図 4-68 ～ 74）は、左羽
以外は全体が残存している個体である。頭部・体部上面と頭部側面、体部側面、羽・尾羽側面に
小孔があけられる。体部前面と後面にはスカシ孔がある。羽の下面には補強突帯を３条貼り付け
ている。翼を広げた鳥形埴輪 1-2（図 4-75 ～ 82）は全体の残存状況はよくないが、体部前面と後
面以外に側面にもやや大きめのスカシ孔があけられている。また、羽の下面に２条の補強突帯が
貼り付けられるほか、羽の上面から体部上面にかけて補強突帯の痕跡を残す。
　この他に翼を広げた鳥形埴輪 1-1・1-2 とは異なる頭部（図 4-83-1）、体下半部（図 4-83-2）、体部
上面から羽部（図 4-83-3）、尾羽（図 4-83-4）、羽（図 4-84-5 ～ 7）などの破片が出土している。こ
れらの中には胎土の違うものがあり、１個体ではなく２～３個体の破片が含まれると推測できる。
つまり、東造出では計４個体以上の翼を広げた鳥形埴輪が出土していることになる。
　水鳥形埴輪は、同形態のものが３羽出土した（図 4-85 ～ 91）。1-1・1-2 はほぼ全体を復元でき、
1-3 は頭部、尾羽、円筒台部が出土している。長い首、細長く丸いくちばし、水平に取り付く尾羽で、
脚の表現はない。目は竹管文で施され、貫通していない。翼の部分は粘土を貼り付けて段差を作っ
て表現する。埴輪で確認できる種類で考えれば、白鳥やカモなどとはくちばしの形態が違うため、
形態的にはツルやサギ類がモデルと推定できる。ただし、体部の形態が水平を保ち、ツルなどが立っ
ているというより、白鳥などが水に浮かんでいる形態に近いともいえる。したがって、ツルやサ
ギ類を想定したいが、実際の鳥を忠実にモデルにしたかは疑問が残る点である。
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第４節　器財埴輪（図 4-92 ～ 102）
　東造出から出土した器財埴輪は、大刀、靫、蓋形埴輪がある。盾形埴輪は確認できなかった。
　大刀形埴輪は、各部位が出土し、ほぼ１個体分を確認できるが、文様の施文方法や工具が異なる
ものが含まれるため、２個体以上あった可能性がある。護拳部（図 4-93-3）は、断面台形状の貼り
付けが２箇所あり、両辺を２条一括沈線と１点刺突文で施文する。沈線による区画内部の刺突文
は外側の刺突文とは違う小さい工具で２点一括刺突文を施す。柄頭部分（図 4-93-1）は、２点一括
刺突文と２条沈線で外周を施文し、内部は細い沈線で施文する。護拳部が剥離した部分に多数の
沈線状のキズが付けられている。鞘口（柄口）部（図 4-93-2）は、２条一括沈線による縦方向と斜
め方向の線刻が施され、一部に護拳部が剥離したと推測できる箇所が残り、柄頭部と同様に沈線
状のキズが付けられる。鞘部（図 4-93-4）は、縦方向の２条の沈線と３点一括刺突文、４条の×形
の文様が施される。３点一括刺突文は、大刀形埴輪と考えられる個体ではこの部材にだけ施される。
鞘部両側面に取り付く盾部（図 4-92-6・7）が２つ出土し、大きさや文様構成などは類似して同一
個体の可能性があるが、若干胎土が異なるように見えるので別個体の可能性も残る。外周は２条一
括沈線と１点刺突文で施文し、中央には斜め上方から小孔があけられる。盾部に使用された工具は、
鞘部や柄部の工具とは違ってやや太いものである。鞘部と円筒台部の部位（図 4-93-5）には盾部が
剥離した痕跡が残り、施文工具も盾部のものに類似する。
　靫形埴輪 1-1（図 4-92-8）は、左上方部の破片が確認できる。外周は２条一括沈線と２点一括刺
突文で施文し、内部は直弧文風の文様になっている。裏面には円筒部から続く補強突帯が残存する。
この他には、靫・大刀とは区別できない破片（図 4-92-9 ～ 13）が複数出土している。形態、文様
構成とも似ており区別は難しいが、大刀形埴輪の盾部と靫形埴輪は外周の施文が１点刺突文と２
点刺突文で異なっており、１点のものは大刀形、２点のものは靫形の可能性が高い。
　蓋形埴輪の立飾部は、施文方法や胎土などから２種類に分けることができる。１つは３条一括
沈線を用いて、胎土は明褐色である（図 4-94・95）。もう一方は、１条ずつ沈線を施すもので、外
周は２条帯、内部は３～４条帯で構成される。黄褐色の胎土で、ハケ目を残すものが多く、やや
幅広である（図 4-96 ～ 101）。蓋形埴輪の笠部（図 4-102）は、軸受部の口縁部に突帯を貼り付け
ている。突帯を貼り付けていない口縁もあるが、蓋形埴輪以外の形象埴輪基部の可能性も残る。

第５節　不明形象埴輪・形象埴輪基部（図 4-103）
　図 4-103-1・2 は弧状を描く板状の個体で、弧状の沈線が施される。力士形埴輪のまげ部分の可能
性がある。図 4-103-3 ～ 6 は、大刀形埴輪や靫形埴輪に比べ薄く、器財埴輪ではなく、人物の服や
馬形埴輪の障泥などが考えられる。図 4-103-7 は人物埴輪のかかと部分もしくは鳥形埴輪の首、図
4-103-8 は巫女などのスカート部分などが想定できるが、いずれも確定的な根拠はない。図 4-103-9
～ 12 は、円板状になった埴輪片で、周囲が削られて円形を呈する。非人為的に円板状になっただ
けかもしれない。図 4-103-13・14 は鈴で、馬形埴輪 1-1 に取り付く鈴に比べてかなり小形で、人物
埴輪または小形の馬形埴輪の部品であろう。図 4-103-15 ～ 17 は形象埴輪の基部で、17 は器財埴輪
もしくは人物埴輪の基部である可能性がある。
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図 4-1　東造出　家形埴輪 1-1　全体①（S=1/8）
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図 4-2　東造出　家形埴輪 1-1　全体②（S=1/8）
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図 4-3　東造出　家形埴輪 1-1　上屋根（切妻部）①
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図 4-3　東造出　家形埴輪 1-1　上屋根（切妻部）①
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図 4-4　東造出　家形埴輪 1-1　上屋根（切妻部）②
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図 4-5　東造出　家形埴輪 1-1　上屋根（切妻部）③
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図 4-5　東造出　家形埴輪 1-1　上屋根（切妻部）③
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図 4-6　東造出　家形埴輪 1-1　上屋根（切妻部）④
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図 4-7　東造出　家形埴輪 1-1　上屋根（切妻部）⑤
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図 4-8　東造出　家形埴輪 1-1　上屋根（切妻部）⑥
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図 4-9　東造出　家形埴輪 1-1　入母屋下屋根（寄棟部）①
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図 4-10　東造出　家形埴輪 1-1　入母屋下屋根（寄棟部）②
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図 4-11　東造出　家形埴輪 1-1　入母屋下屋根（寄棟部）③
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図 4-12　東造出　家形埴輪 1-1　入母屋下屋根（寄棟部）④
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図 4-13　東造出　家形埴輪 1-1　身舎　壁①
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(S=1/4)
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図 4-14　東造出　家形埴輪 1-1　身舎　壁②
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(S=1/4)

0

B面

D面内面

b b’ d’d

b b’
d’d

（
Ａ
面
）

（
Ａ
面
）

（
Ｃ
面
）

（
Ｃ
面
）

図 4-15　東造出　家形埴輪 1-1　身舎　壁③
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図 4-15　東造出　家形埴輪 1-1　身舎　壁③
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図 4-16　東造出　家形埴輪 1-1　身舎　壁④
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図 4-17　東造出　家形埴輪 1-1　身舎　壁⑤
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図 4-17　東造出　家形埴輪 1-1　身舎　壁⑤
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図 4-18　東造出　家形埴輪 1-1　身舎　壁⑥
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図 4-19　東造出　家形埴輪 1-1　高床部①
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図 4-20　東造出　家形埴輪 1-1　高床部②（裏面）
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図 4-21　東造出　家形埴輪 1-1　高床部③
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図 4-22　東造出　家形埴輪 1-1　高床部④
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図 4-23　東造出　家形埴輪 1-1　高床部⑤（断面）
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図 4-24　東造出　家形埴輪 1-1　基部①
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図 4-25　東造出　家形埴輪 1-1　基部②（裏面）
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図 4-26　東造出　家形埴輪 1-1　基部③（断面）
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図 4-27　東造出　家形埴輪 1-2①
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図 4-28　東造出　家形埴輪 1-2②
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図 4-29　東造出　家形埴輪 1-2　入母屋下屋根（寄棟部）
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図 4-30　東造出　家形埴輪 1-2　関連部材
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図 4-31　東造出　家形埴輪 1-3①
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図 4-32　東造出　家形埴輪 1-3②
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図 4-33　東造出　家形埴輪 1-3③
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図 4-34　東造出　家形埴輪 1-3④
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図 4-35　東造出　家形埴輪 1-3⑤

20 cm

(S=1/4)

0

（
Ａ
面
）

（
Ａ
面
）

（
Ｃ
面
）

（
Ｃ
面
）

D面内面

c－c’

c－c’

D面

ヽ

'~ 

ー

＼

）

J
 

1
1
 .
. ,
1

,

＇ 9ー
＇

ー

'

ー

ー

ー

ー

ー

1
1
1
1
_
1

・1
1ー

1
1

I

_

1

1
ー

1

ー

1

ー

ー

ー

1ー
ー

ー

1
1
1

ー

ー

1

l
l
 
1
/
1ー
／

ー

1
1

ー

ー

ー

／

I
I
 

~
 

I
I
I
 

．

ー

_

1
．
ー
•
―
●
-―
.
1

11"ー

1

I
I
 

I
I
I
I
I
I
 

I
l
l
lfl"
＂ 

1
1

1
1
1
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

-1

—

II ―
―
 

Ar 
こ

』

L

IIIIど

r
1
1
|
1
1ー

1
_
1

ー

1
1
1ー

nuII_μ
1
1
9
1
1
 

_
1
1
1ー

1
ー

1
1

＇ 

ー

I

|

9

 

I

-



− 82 −

図 4-36　東造出　家形埴輪 1-4①
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図 4-37　東造出　家形埴輪 1-4②
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図 4-38　東造出　家形埴輪 1-4③
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図 4-39　東造出　家形埴輪 1-7
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図 4-39　東造出　家形埴輪 1-7
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図 4-40　東造出　家形埴輪 1-5、1-6、1-8
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図 4-41　東造出　家形埴輪（千木①）
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図 4-42　東造出　家形埴輪（千木②）
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図 4-43　東造出　家形埴輪（各種部材）
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図 4-44　東造出　人物埴輪　盛装男子 1-1
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図 4-45　東造出　人物埴輪（盛装男子・巫女）
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図 4-46　東造出　人物埴輪（腕）
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図 4-46　東造出　人物埴輪（腕）
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図 4-51　人物埴輪（力士脚部）
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図 4-52　東造出　馬形埴輪 1-1①
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図 4-53　東造出　馬形埴輪 1-1②
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図 4-54　東造出　馬形埴輪 1-1③
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図 4-55　東造出　馬形埴輪 1-1④
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図 4-54　東造出　馬形埴輪 1-1③
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図 4-55　東造出　馬形埴輪 1-1④
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図 4-56　東造出　馬形埴輪 1-1⑤（右前脚）
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図 4-56　東造出　馬形埴輪 1-1⑤（右前脚）
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図 4-58　東造出　牛形埴輪 1-1②
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図 4-59　東造出　牛形埴輪 1-1③
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図 4-60　東造出　牛形埴輪 1-1④
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図 4-61　東造出　牛形埴輪 1-1⑤
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図 4-61　東造出　牛形埴輪 1-1⑤
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図 4-62　東造出　牛形埴輪 1-1⑥
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図 4-63　東造出　猪形埴輪 1-1①
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図 4-62　東造出　牛形埴輪 1-1⑥
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図 4-63　東造出　猪形埴輪 1-1①
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図 4-64　東造出　猪形埴輪 1-1②
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図 4-65　東造出　犬形埴輪 1-1①
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図 4-64　東造出　猪形埴輪 1-1②
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図 4-65　東造出　犬形埴輪 1-1①
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図 4-66　東造出　犬形埴輪 1-1②
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図 4-67　東造出　動物埴輪
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図 4-68　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1①
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図 4-69　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1②

20 cm

(S=1/4)

0

I ------------------、9'’-- ， 
ヽ‘’’’’;/ I 

／ 
I 

／ I 
/、I

/ ! 
I 

I 

I I 
I I 
i I 

/ / 
I I 

/ / 
II I 

/ 11 

、＇/ I 
／ ．  
＼ノ

。 ゜rーヽ_ ___, ー→バぶに-~'--,
¥r---=＞、

＼ ーうー1 ¥ 

。

(̀;:__) こも

/-、
¥J  

ー
ニ
喜
闘



− 115 −

図 4-68　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1①
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図 4-69　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1②
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図 4-70　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1③
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図 4-71　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1④
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図 4-70　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1③
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図 4-71　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1④
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図 4-72　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1⑤
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図 4-73　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1⑥
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図 4-73　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1⑥
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図 4-74　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-1⑦
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図 4-75　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2①
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図 4-76　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2②
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図 4-77　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2③
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図 4-78　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2④
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図 4-79　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2⑤
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図 4-78　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2④
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図 4-79　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2⑤
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図 4-80　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2⑥
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図 4-81　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2⑦
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図 4-80　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2⑥
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図 4-81　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2⑦
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図 4-82　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2⑧（裏面）
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図 4-83　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-3 ほか①
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図 4-82　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-2⑧（裏面）
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図 4-83　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-3 ほか①
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図 4-84　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-3 ほか②
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図 4-84　東造出　翼を広げた鳥形埴輪 1-3 ほか②
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図 4-86　東造出　水鳥形埴輪 1-1②
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図 4-86　東造出　水鳥形埴輪 1-1②
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図 4-87　東造出　水鳥形埴輪 1-1③
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図 4-88　東造出　水鳥形埴輪 1-2①
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図 4-88　東造出　水鳥形埴輪 1-2①
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図 4-89　東造出　水鳥形埴輪 1-2②
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図 4-92　東造出　器財埴輪①（大刀・靫）
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図 4-94　東造出　蓋形埴輪①
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図 4-96　東造出　蓋形埴輪③
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図 4-97　東造出　蓋形埴輪④
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図 4-98　東造出　蓋形埴輪⑤
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図 4-100　東造出　蓋形埴輪⑦
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図 4-101　東造出　蓋形埴輪⑧
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図 4-101　東造出　蓋形埴輪⑧
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図 4-102　東造出　蓋形埴輪⑨
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図 4-103　東造出　不明形象埴輪　形象埴輪基部
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図 4-103　東造出　不明形象埴輪　形象埴輪基部
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第５章　西造出の形象埴輪

第１節　家形埴輪（図 5-1 ～ 5-6）
　西造出からは入母屋造の上屋根（家形埴輪 5-1）をはじめ、家形埴輪の壁（家 5-2）のほか、多
数の破片が出土している。家形埴輪 5-1（図 5-1 ～ 5-4）は、入母屋造上屋根部分（切妻部）で東造
出のような分割焼成の家形埴輪で、３分割になるのか、２分割になるのかは不明である。破風上
部には千木が取り付かない形態で、破風には小孔と円形の線刻が施され、鞭懸状の突起が取り付
く。中空の棟木にも小孔と円形の線刻が認められる。妻側の壁には一部円形のスカシ孔が残存する。
大棟上には鰭状の棟飾りがあり、堅魚木は取り付かない。棟飾りと屋根部分には斜め上方からの
小孔と２条一括沈線による格子状の線刻が施され、線刻の一部は破風の裏面にまで及ぶ。この家
形埴輪に取り付くと推測できる方柱状の棟持柱（図 5-2）があるが、直接接合しない。
　家形埴輪 5-2（図 5-5-6 ～ 9）は、身舎の壁部分で、長方形の出入口が確認でき、平屋身舎あるい
は分割焼成の高床上の身舎の可能性がある。沈線と刺突文で施文している。調査では現地に据え
付けられた状態と考えていたが、基部は接合面で剥離した形状である。基部が剥離後に偶然正置
の状態になった、もしくは基部を打ち欠いた後に据え付けた、などの可能性が考えられる。
　家形埴輪 5-4（図 5-5-1 ～ 5）は、２条一括沈線で線刻を施した障泥板、寄棟の屋根軒先の破片で、
胎土や出土地点から家形埴輪 5-2 と同一個体の可能性がある。家形埴輪 5-3 としたものは、笄の付
いた棟押さえ（図 5-6-1 ～ 7）や屋根軒先（図 5-6-8）、身舎基部（図 5-6-11）、裾廻突帯の可能性が
ある個体（図 5-6-9・10）、高床の円柱とそれが取り付く高床部または基部の破片（図 5-6-12 ～ 18）
が出土し、胎土や出土地点から同一個体と推測するが、同じような特徴の家形埴輪が複数存在す
ることは否定できない。家形埴輪 5-3 や 5-4 の軒先は２条沈線の線刻であるが、３～４条の線刻の
屋根軒先があり、胎土も異なるため、家形埴輪 5-5 とする（図 5-6-19・20）。
　西造出では、全体像を復元できる個体がなく、個体数の把握は難しい。家形埴輪 5-1 と 5-2 は胎
土が違うため別個体と推測できるが、出土地点が近いため、家形埴輪 5-2（身舎）の上に 5-1（入
母屋上屋根）がのっていたことを完全に否定することはできない。家形埴輪 5-3 と 5-5 は 5-1・5-2
と出土地点が違うため別個体の可能性が高い。したがって、西造出では少なく見積もると、家形
埴輪 5-1・5-2、家形埴輪 5-3、家形埴輪 5-5 の３個体の把握しかできないことになる。

第２節　人物埴輪（図 5-7 ～ 5-19）
　西造出の人物埴輪には、双脚輪状文形冠帽をかぶった人物、両面人物、武人、盛装男子、両面
人物をあげる人物、巫女がある。双脚輪状文形冠帽をかぶった人物は２体確認でき、5-1（図 5-7）は、
美豆良と垂髪を付けた男性像で、美豆良には線刻で髪を束ねた表現をするが、垂髪には線刻は施
されない。沈線のみで施文された双脚輪状文形の冠帽をかぶる。5-2（図 5-8）は、5-1 と同様の冠
帽をかぶるが、冠帽は沈線と刺突文で施文される。線刻表現の美豆良が確認できるが、5-1 と違っ
て垂髪には線刻が施されている。5-1・5-2 ともに首以下の体部は不明である。
　両面人物埴輪（図 5-9）は、頭部の前後に顔を作り出した全国初例の人物埴輪で、美豆良がある
男性像で、体部は不明である。頭頂部には表現がないことから、冠帽などをかぶっていた可能性
もある。一方の頬には矢羽の線刻、もう一方には矢尻の線刻があり、両面とも額に線刻が確認で
きる。武人頭部（図 5-10）は、眉庇付冑と衝角付冑の両方を合わせた形態の冑をかぶる。頭頂部
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は円形のスカシ孔状になり、何らかの部材が差し込まれていた可能性がある。全体的に沈線と円
形浮文が施される。直接接合する体部は確認できない。盛装男子と考えられる個体は、首から肩
部（図 5-11-1）、腕２本（図 5-11-2・3）があり、同一個体であると推測している。東造出の盛装男
子 1-1 に類似する特徴を持つが、線刻も少なく、円形浮文も認められない。腕には手甲をはめている。
武人の甲部分（図 5-12-1）は、沈線と刺突文で小札状の表現を描いている。図 5-12-2 は甲の一部と
推測でき、図 5-12-1 と同一個体の可能性もあるが、弧状の線刻の向きが異なる。草摺部分は２個
体確認でき、図 5-12-3 は綾杉文の線刻が施される。図 5-13 は格子状に３条一括沈線と２点一括刺
突文で施文する。刺突文と沈線で施文された方形の貼り付け部分があるが、何を表現したものか
判然としない。図 5-12-4 は人物の腰部分のスカート状になった箇所で、上部に沈線が確認できる。
男性と女性のいずれのものか確定できない。板状の両側面が前方へ張り出す形態の人物埴輪基部

（図 5-14・15）は、草摺（図 5-13）の下層より出土し、草摺と組み合う可能性があるが、直接接合
しない。板状の両側面と、円筒状の台部両側面には円形のスカシ孔があり、台部側のスカシ孔は円
周上に粘土を貼り付けている。円筒部の背面右側に突起状の貼り付けがあり、形状から足（かかと）
の表現である可能性がある。かかとの表現とすると、埴輪上部はひざまづいた人物となる。ただし、
この上部に草摺がのると、草摺の形状からひざまづいた格好は少し想定しづらくなる。井辺八幡
山古墳でも同形態の基部が出土しており（佐藤ほか 2007）、基部を椅子とみなして、坐像の人物と
する想定もあり（若松 2012）、検討の必要がある。
　両手をあげる人物は（図 5-16・17）、東造出の力士のようなしっかりとした両足を作り出し、両
手は上方にあげる姿勢をしている。文様のない比較的簡素な服を着ているが、３条一括沈線で装
飾された帯をしている。帯正面の下側は何か剥離した痕跡がある。調査時点では馬形埴輪の近く
から出土したことから、馬曳き（馬子）という想定もあったが、しっかりとした両足や両手をあ
げること、立派な帯を巻くことなどから、馬曳きではなく、少し地位の高い人物であろう。巫女は、
頭部（図 5-18）、腕（図 5-19-1 ～ 5）、袈裟状衣（図 5-19-6）があり、腕の数から４～５体の巫女が
いたことがわかる。袈裟状衣下部にはヘラ状工具で切り込んだ穿孔が認められる。

第３節　動物埴輪（図 5-20 ～ 5-36）
　西造出の動物埴輪は、四足動物（馬形埴輪）と鳥（翼を広げた鳥形埴輪）が出土している。馬
形埴輪は、西造出中央に樹立されていたもので、ほぼ完全な形で２頭復原できた。細部に違いが
あるものの、たてがみから背中、尻尾、頬、脚部の作り方など２頭はほぼ同形・同大のものと推
察でき、東造出の馬形埴輪とも同形態と考えられる。馬形埴輪 5-1（図 5-20 ～ 27）は、ほぼ全身
が残存するが、尾や鏡板など一部を欠損する。杏葉は３箇所確認でき、３個の鈴が取り付けられ、
沈線と竹管文、円形浮文、刺突文で施文する。障泥は２条一括沈線と２点一括刺突で施文し、鐙
を貼り付けた痕跡を残すが、鐙自体は両面とも剥離する。後述する刺突文を施す不明形象埴輪片

（図 5-53-11）が壺鐙であるとすると、剥離部の大きさから、この馬形埴輪に取り付いていた可能性
がある。帯や鞍（前輪・後輪）は沈線と竹管文で施文し、鞍などの刺突文は２点一括である。脚
端部はハ字状に開き、一部縦方向に接合痕が観察できるので、切開再接合技法による可能性がある。
体部両側面に２箇所ずつスカシ孔があり、頭部下側に２箇所、体部下側（腹部）に１箇所スカシ
孔がある。頬部分は板状に作り出す。体部内面には補強突帯が貼り付けられる。
　馬形埴輪 5-2（図 5-28 ～ 35）は、5-1 とほぼ同じ形態・特徴をもつが、頭部は大きく欠損する。
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鐙は貼り付けではなく、線刻によって輪鐙が表現される。また、鞍の前輪と後輪は沈線と竹管文
で施文し、２条一括沈線と２点一括刺突文で施文される障泥を除いて、鞍や帯などは３点一括刺
突文で施文する。障泥内部の表現も右側面は 5-1 と同様に２条一括沈線と２点一括刺突文で施文す
るが、左側面は１条ずつ描いた２条沈線内に２点一括刺突文を施すなど違いをみせる。杏葉の形
態も 5-1 とは異なっている。尾は紐状のものを巻きつけて束ねている。脚端部はハ字状に開き、内
面には切開再接合技法の可能性がある縦方向の接合痕が観察できる。体部内面には補強突帯が貼
り付けられる。両側面のほか、尻部、背中後ろ寄りの部分、腹部にスカシ孔が存在する。
　東造出の翼を広げた鳥形埴輪に類似する尾（図 5-36-1）とスカシ孔のある体部（図 5-36-2 ～ 4）
があり、体部や尾などには小孔が確認できる。図 5-36-4 は補強突帯があるため、羽が取り付く部
分と推測でき、東造出の翼を広げた鳥形埴輪 1-2 と同様に体部側面にスカシ孔があることがわかる。
これらは数個体とも考えられるが、重複する部位がないため１個体の可能性もある。

第４節　器財埴輪（図 5-37 ～ 5-52）
　西造出の器財埴輪には、胡籙形埴輪、靫形埴輪、蓋形埴輪がある。胡籙形埴輪（図 5-37・38）
は２個体確認できる。胡籙形埴輪 5-1 は全身が復原でき、上半部には５本の矢羽の線刻がある。裏
面には中央部の補強突帯と左右に円筒部から続く補強突帯があり、中央部の補強突帯から円筒部
に取り付く棒状の補強材が確認できる。外周部は沈線と３点一括刺突文で施文する。矢の収納部は、
外面に直弧文風の文様を施し、上端面は３点一括刺突文を施す。収納部外面には勾玉状金具の可
能性がある貼り付けがあり、収納部外面上端には紐状の結び目が貼り付けられる。胡籙形埴輪5-2（図
5-39）は、下半部を欠損する。5-1 と類似しているが、矢羽の線刻は７本である。外周部の刺突文
は、左側・上側には 5-1 と同様のやや大きめの刺突、右側には小さい刺突を用いて３点一括で施文
される。裏面には縦方向に３条の補強突帯が貼り付けられる。同一個体と推測できる収納部があり、
外面には直弧文風の文様、上端面には２点一括刺突文が確認できる。
　靫形埴輪 5-1（図 5-40・41）は、欠損部が多いものの、全体が把握できる個体である。矢尻を上
に向けた５本の矢の線刻があり、外周は２条一括沈線と２点一括刺突文で施文する。上半部の内
部は直弧文風の文様で、下半部は格子状の文様となる。裏面には補強突帯が確認できる。
　蓋形埴輪の立飾部は、３条一括沈線で、胎土は明褐色のもの（図 5-42 ～ 48）と、１条ずつの沈線で、
外周は２条帯、内部は３～４条帯で構成し、黄褐色の胎土で、表面にハケ目を残し、幅広のもの（図
5-49・50）の２種類が確認できる。笠部（図 5-51・52）も東造出と同様の形態である。

第５節　不明形象埴輪・形象埴輪基部（図 5-53）
　線刻のある細長い板状の個体（図 5-53-1 ～ 4）は、人物埴輪などの帯と推測できるが、屈曲部が
ある１は人物の垂髪の可能性もあり、２・３は一端が三角形状で、帯の先端部と推察できる。図
5-53-5 は細い帯状の粘土を輪にして押しつぶして作り出すもので、人物や馬などに取り付く部材
であろう。図 5-53-6 ～ 8 は美豆良の可能性があり、６・７は形状から同一個体と推測できる。図
5-53-9 は家形埴輪の基部の可能性がある。図 5-53-10・11 は２点一括刺突文を施す個体で、10 は尖っ
た帽子の先端、11 は馬形埴輪の壺鐙の可能性が考えられる。西造出では形象埴輪の基部は現地調
査で複数確認されたが、実測できたのは３点のみである（図 5-53-12 ～ 14）。
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図 5-1　西造出　家形埴輪 5-1①
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図 5-2　西造出　家形埴輪 5-1②
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図 5-3　西造出　家形埴輪 5-1③
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図 5-4　西造出　家形埴輪 5-1④
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図 5-4　西造出　家形埴輪 5-1④
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図 5-5　西造出　家形埴輪 5-2、5-4
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図 5-6　西造出　家形埴輪 5-3、5-5
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図 5-5　西造出　家形埴輪 5-2、5-4
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図 5-6　西造出　家形埴輪 5-3、5-5

20 cm

(S=1/4)

0

1

5

8

12

13 14

15

16

17

19

20

18

9

10 11

6

7

2 3 4

裏面

側面

側面

側面

平面

平面

平面

平面

平面

平面

裏面

 1 ～18：家形埴輪 5-3
19・20：家形埴輪 5-5

-~

△ 

-GJ-
こ；

ロ
見’’

9, 

,＇ 

,＇ 

一ロ―
;、こ；

：＇い
い

ー勾’
△

ー：ー：＇ ＇ 
＇ ＇ 

二

ニ＿＿
三` □

昌 P□
l i 

ーエ~- b --I 

:[＇門｀一
ー

/
 

ば戸
臼

—
¢

臼ー
バ]

□ ロ
こい| 

--•--... ：、、、`口
| 

、

、

一

、

｀

．

．□
 

ロ
』

`

□
 

一 9 -／'（（/ ` `、
~~-) -(J~: 

文二ニ―― 文ニニ



− 158 −

20
 cm

(S
=1
/4
)

0

図 5-7　西造出　人物埴輪（双脚輪状文形冠帽をかぶった人物 5-1）
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図 5-8　西造出　人物埴輪（双脚輪状文形冠帽をかぶった人物 5-2）

ぃー、
l

＇` 

•99, 

し

-• 
.
 
‘
 

4
9
 

＇ 

覆t
,
 

‘

‘

、

‘

、

1

、ヽ

ヽ

『
｀

9

n

-

)

[

-

，

 

ヽ
‘
、
‘
;
‘
‘

、

,’

ヽ

,
‘
‘
、
’
ヽ
I
‘
,

＼ご '.,．．

’
 ‘,‘ 
'ヽ

,'’
 9ヽ

し

`•9

999

99,

'
‘ 

．
 

＇、

9
9
9
,
＇
‘̀ 

‘
`
 

,‘
 

r-

.|．,
|
．,．,
'‘、
,．,
．r‘

1
r
1
9
1
,
1
 



− 159 −

20
 cm

(S
=1
/4
)

0

図 5-7　西造出　人物埴輪（双脚輪状文形冠帽をかぶった人物 5-1）
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図 5-8　西造出　人物埴輪（双脚輪状文形冠帽をかぶった人物 5-2）
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図 5-9　西造出　両面人物埴輪
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図 5-10　西造出　人物埴輪（武人頭部）
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図 5-11　西造出　人物埴輪（盛装男子・大刀）
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図 5-11　西造出　人物埴輪（盛装男子・大刀）
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図 5-13　西造出　人物埴輪（武人草摺）
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図 5-14　西造出　人物埴輪（人物埴輪基部①）
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図 5-15　西造出　人物埴輪（人物埴輪基部②）
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図 5-16　西造出　人物埴輪（両手をあげる人物①）
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図 5-15　西造出　人物埴輪（人物埴輪基部②）

20 cm

(S=1/4)

0

a

側
面

a’

b

c

b’

c’

図 5-16　西造出　人物埴輪（両手をあげる人物①）
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図 5-17　西造出　人物埴輪（両手をあげる人物②）
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図 5-18　西造出　人物埴輪（巫女頭部）
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図 5-17　西造出　人物埴輪（両手をあげる人物②）
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図 5-18　西造出　人物埴輪（巫女頭部）
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図 5-19　西造出　人物埴輪（巫女）
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図 5-20　西造出　馬形埴輪 5-1①

20 cm

(S=1/4)
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図 5-21　西造出　馬形埴輪 5-1②

20 cm

(S=1/4)
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図 5-22　西造出　馬形埴輪 5-1③

20 cm

(S=1/4)
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図 5-23　西造出　馬形埴輪 5-1④

20 cm

(S=1/4)
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図 5-24　西造出　馬形埴輪 5-1⑤

20 cm

(S=1/4)
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図 5-25　西造出　馬形埴輪 5-1⑥

20 cm

(S=1/4)
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図 5-26　西造出　馬形埴輪 5-1⑦

20 cm

(S=1/4)
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図 5-27　西造出　馬形埴輪 5-1⑧

20 cm

(S=1/4)
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図 5-28　西造出　馬形埴輪 5-2①

20 cm

(S=1/4)
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図 5-29　西造出　馬形埴輪 5-2②

20 cm

(S=1/4)
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図 5-30　西造出　馬形埴輪 5-2③

20 cm

(S=1/4)
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図 5-31　西造出　馬形埴輪 5-2④

20 cm

(S=1/4)
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図 5-32　西造出　馬形埴輪 5-2⑤

20 cm

(S=1/4)
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図 5-33　西造出　馬形埴輪 5-2⑥

20 cm

(S=1/4)
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図 5-34　西造出　馬形埴輪 5-2⑦
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図 5-35　西造出　馬形埴輪 5-2⑧
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図 5-36　西造出　翼を広げた鳥形埴輪
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図 5-35　西造出　馬形埴輪 5-2⑧
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図 5-36　西造出　翼を広げた鳥形埴輪
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図 5-37　西造出　胡籙形埴輪 5-1①
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図 5-38　西造出　胡籙形埴輪 5-1②（裏面・断面）
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図 5-38　西造出　胡籙形埴輪 5-1②（裏面・断面）
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図 5-39　西造出　胡籙形埴輪 5-2
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図 5-40　西造出　靫形埴輪 5-1①
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図 5-41　西造出　靫形埴輪 5-1②（裏面）
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図 5-42　西造出　蓋形埴輪①
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図 5-42　西造出　蓋形埴輪①
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図 5-43　西造出　蓋形埴輪②
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図 5-43　西造出　蓋形埴輪②
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図 5-45　西造出　蓋形埴輪④
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図 5-45　西造出　蓋形埴輪④
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図 5-46　西造出　蓋形埴輪⑤
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図 5-47　西造出　蓋形埴輪⑥

20 cm

(S=1/4)

0

7-4

図 5-48　西造出　蓋形埴輪⑦

20 cm

(S=1/4)

0

7-5

‘―-ヽ， 
’ 

‘‘̀ ¥ ヽ I

｀` `̀ 

｀ ` 
， 

--̀---
し

1
9
9
1

,
＇
’Fd"
＂1
,＇いいいいμ,＇

，
 ．． 
，I
I
_
‘

、,

,

＼
I

I
4
"
'
 

1
1
9

1

,

"

"

i

 

ヽ

、
\
,
I
I

I

I

I
I

I

I

I
I
I
I
I

,
•
I

ム

9
9
,
 

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 



− 199 −

図 5-47　西造出　蓋形埴輪⑥
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20 cm

(S=1/4)

0

7-5

｀
 

ーヽ

ヽ

＼
 

＼
 

＼
 

ヽ
ヽ、``

 

、‘

・
'

，＇ 

＼
 

,' 

II 

1

9

1

 

.`
 

9

1

1

 

9
1
 

r
l
,
．¥
 

｀
 

｀
 

9
1
9
 

、
'
ー

J
 

,‘
 

J
 ，
 

l

、

I
,'’’

、’
＇、

/

9

,

．
 ,
 

ー

/

’

 

ー

ー

ー＇ 
ー

ヽ
ー

＇ 
/

‘

 

ヽ
ヽ

/

1

 

ー
ー

/

／

 
1
,'

／
 

‘,＇’

ノ

ー

ー

ー

ー

グ
ノ

ク
)

/
 

ヘ
ー
9
1
1

1

1

/

＇ 

／ヽ
 ／

ノ
/
 

、-／ 
1
1
9
ー

1
ー

J

/

/

/
-

ー
'‘
 

ノ

一

/
．
 ク

~

t-

＇， 

一一一一



− 200 −

図 5-49　西造出　蓋形埴輪⑧
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図 5-50　西造出　蓋形埴輪⑨
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図 5-49　西造出　蓋形埴輪⑧
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図 5-50　西造出　蓋形埴輪⑨
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図 5-51　西造出　蓋形埴輪⑩
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図 5-52　西造出　蓋形埴輪⑪
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図 5-51　西造出　蓋形埴輪⑩
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図 5-53　西造出　不明形象埴輪・形象基部
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図 5-53　西造出　不明形象埴輪・形象基部
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第６章　円筒埴輪・朝顔形埴輪

第１節　円筒埴輪（図 6-1 ～ 6-5）
　円筒埴輪は、原位置の基部は限定的にしか取り上げていないため、全体を復元できたのは図 6-4-
19 のみである。大日山 35 号墳出土の円筒埴輪は、形態や製作技法、胎土などの違いから大きく２
つに分類できる。一方は、２次調整に横ハケを施し、明橙色の胎土で、Ⅳ群系あるいは紀伊型（環
畿内型）と称される円筒埴輪である（図 6-1 ～ 6-3）。もう一方は、横ハケ２次調整を施さず、黄褐
色の胎土で、Ⅴ群系あるいは畿内型と称される円筒埴輪である（図 6-4・6-5）。
　Ⅳ群系円筒埴輪は全体を復元できたものはないが、図 6-1-2 や図 6-2-6 などから４条５段以上で
あることは確実である。復元できたⅤ群系円筒埴輪の器高は約 60cm で、それと同じ器高を想定す
ると５条６段に復元できる。ただし口径が大きい図 6-1-1 などは５条６段以上になる可能性も考え
られる。スカシ孔は下から２・３段目にあるものがある（図 6-1-4）が、２段目にスカシ孔がなく、
３段目以上にあるものもある（図 6-2-9）。上からは２・３段目にあるもの（図 6-2-5・6）と、３・
４段目にあるもの（図 6-1-2）がある。突帯は断面が低いＭ字形で、ほぼ水平に貼り付けられ、突
帯の間隔はほぼ一定である。突帯はほとんど剥離していないので確認できないが、突帯設定技法
を用いた可能性が高い。Ⅳ群系円筒埴輪は、さらに色調の違いにより、橙色（図 6-1-1 ～ 4）とに
ぶい橙色（図 6-2-5 ～ 9）を呈するものに分類することができる。ただし、橙色の方がやや口径が
大きい傾向にあるものの、段数やスカシ孔の位置など他に大きな違いを見出せず、製作方法など
は共通している。Ⅳ群系円筒埴輪は、１段目テラスや造出の円筒埴輪列の大部分に設置されていた。
また、２段目斜面からも破片が出土することから、墳丘上にも設置されていた可能性が高い。
　Ⅴ群系円筒埴輪は、全体を復元できた図 6-4-19 などから、４条５段で構成されることがわかる。
底部高（１段目）が比較的高く、２段目と４段目にスカシ孔がある。突帯貼り付け前の縦ハケ（斜
めハケ）１次調整のみで、横ハケ（２次調整）は確認されない。突帯は断面台形で、突帯設定技法
は用いておらず、突帯が水平に貼り付けられていない箇所がある。焼成は、土師質のものが多いが、
一部は須恵質になっているものがある。底部は板状工具によるナデで調整される。口縁部付近に
波状の線刻を有するものがある（図 6-4-19）。Ⅴ群系円筒埴輪は基壇テラスの円筒埴輪列のすべてと、
造出や１段目テラスの円筒埴輪列のごく一部に設置されていた。また、２段目斜面からも破片が
出土することから、墳丘上にも設置されていた可能性が高い。　

第２節　朝顔形埴輪
　朝顔形埴輪も円筒埴輪と同様にⅣ群系（図 6-3-17・18）・Ⅴ群系（図 6-5-26・27）が出土している。
Ⅳ群系の朝顔形埴輪は、縦ハケ１次調整・横ハケ２次調整が確認でき、明橙色を呈し、突帯の形
態も断面が低いＭ字形である。体部や底部だけでは円筒埴輪と区別できないため、Ⅳ群系朝顔形
埴輪の底部は特定できておらず、全体を復元できたものはない。
　Ⅴ群系の朝顔形埴輪は、黄渇色を呈し、Ⅴ群系円筒埴輪に類似する形態や特徴を有する。ただ
し 26・27 は調整が不明瞭でハケ目が観察できないが、おそらく縦ハケ１次調整のみと推測できる。
一部欠損するものの全体を復元できたのは図 6-5-27 のみである。
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図 6-1　Ⅳ群系円筒埴輪
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図 6-2　Ⅳ群系円筒埴輪
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図 6-3　Ⅳ群系円筒埴輪　朝顔形埴輪
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図 6-4　Ⅴ群系円筒埴輪
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図 6-4　Ⅴ群系円筒埴輪
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図 6-5　Ⅴ群系円筒埴輪　朝顔形埴輪
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図 6-5　Ⅴ群系円筒埴輪　朝顔形埴輪
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第７章　東造出・西造出の須恵器・土師器

第１節　東造出出土の須恵器（図 7-1・2）
　１～ 11・17 は東造出出土の須恵器である。１は壺類かはそうで、肩部に僅かに稜があり自然釉
が付着する。２は高杯で３方にスカシを穿つ。３・４は器台杯部で、３は波状文が施文され、下
半には平行タタキ、内面にも同心円文タタキが残る。４はカキメの後に波状文が施文され、中位
には沈線があり、下位にはタタキ目が残る。５～ 11 は器台脚部で、２～３条の沈線を境に上下に
波状文が施文され、長方形および三角形のスカシが穿たれている。11 は器台脚裾部で、カキメの
後に２条沈線と波状文が施文される。17 は大甕で、口頸部上部には２段の沈線と波状文が施される。
体部は縦方向の平行タタキで調整され、内部には同心円文タタキが顕著に残る。
　12 ～ 16 は東造出側の２段目斜面で出土した須恵器で、墳丘上から転落したものである可能性が
ある。12・13 は器台裾部で、12 は１条沈線が施されている。13 は３条沈線が施され、上方には三
角形スカシが穿たれている。14 は器台の杯部と脚部の接合部で、接合部の貼り付け凸帯端部には
刺突文が施文される。15 は壺の口縁部で、頸部に２段のカキメが施される。16 は甕の口頸部の破
片で、器面はタタキ調整の後、カキメ調整、内面には同心円文タタキが残る。

第２節　西造出出土の須恵器・土師器（図 7-3 ～ 6）
　１・３は有蓋高杯の蓋で、つまみ部分が残る。２は壺の蓋の可能性があり、天井部には沈線を挟
み刺突文が施文される。天井部と口縁の境には僅かに稜線を残す。６は有蓋高杯の蓋で、天井部
と口縁の境の稜はあまい形状を示す。４・５・７～ 10 は蓋杯の蓋と考えられ、天井部に回転ヘラ
ケズリが確認できる。８・９は、天井部と口縁部の境の稜は沈線風で、９の天井部にはヘラ記号
がある。11 ～ 14 は杯身で、11 は見込み部には同心円タタキの痕跡が遺存する。12・13 は口縁部
を欠損し、12 は推定口径が 12cm 前後。13 は口径が 18.0cm を超える。14 は口縁部の立ち上がり
が小さく、高杯の可能性もある。15 ～ 34 は高杯の脚部で、15・16 は長脚２段の高杯脚部で、３方
に長方形スカシを持つ。17 ～ 22・31 ～ 34 は形状がほぼ同じタイプである。２段スカシで上方が
長方形、22・31 ～ 34 には下段に三角形スカシが確認できる。23 は 15・16 に類似する可能性があ
る。24 ～ 27 は法量が類似するが端部の形状がやや異なる。28 ～ 30 はやや大形の脚裾部で、28 は
三方スカシで長方形と三角形のスカシが認められ、裾部には波状文が施文される。29・30 は三角
形のスカシが穿たれる。35・36 は子持ち装飾壺あるいは装飾器台に取り付く小壺で、両者とも体
部に長方形スカシがある。37 は器台杯部、38 ～ 40 は器台脚柱部、41 は器台裾部で、いずれも波
状文が施文される。42 は直口壺か広口壺の頸部である。43 ～ 46 は甕で、口径はそれぞれ 18.3cm、
19.3cm、22.6cm、45.4cm をはかる。いずれも内面は同心円タタキの痕跡が顕著である。43 ～ 45
はタタキの後にカキメで調整されている。46 は口頸部上部に２段の沈線と波状文が施されている。
　図 7-4- １～ 7 は西造出出土の土師器で、１は椀か高杯の杯部、２～５は高杯の脚部、６は壺の
口縁部、７は壺の体部である。
　東造出・西造出出土の須恵器の所見としては、高杯及び器台が蓋杯を凌駕する。肉眼観察では、
黒色砂粒、片岩を含む個体が多く認められ、岩橋丘陵南側に展開する吉礼砂羅谷窯の製品である
蓋然性が高い。吉礼砂羅谷窯の開始が６世紀初頭であることとも矛盾しない。
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図 7-1　東造出　須恵器①
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図 7-1　東造出　須恵器①
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図 7-2　東造出　須恵器②
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図 7-3　西造出　須恵器①
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図 7-4　西造出　須恵器②・土師器
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図 7-5　西造出　須恵器③
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図 7-6　西造出　須恵器④
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第８章　総括

　岩橋千塚古墳群中で最大規模の前方後円墳である大日山 35 号墳の墳丘規模や構造を確認する目
的で発掘調査を実施した。調査の結果、以下のことが判明した。

①墳丘　墳丘は３段構成となり、最下段は総長約 105 ｍの盾形の基壇で、その上に２段築成で墳
長約 86 ｍの前方後円墳形の墳丘を構築している。
②円筒埴輪列　基壇テラスおよび１段目テラス、東西造出で円筒埴輪列を検出した。円筒埴輪は、
２次調整に横ハケを施し、明橙色の胎土で製作されたⅣ群系（紀伊型）を称されるものと、横ハ
ケ２次調整を施さず、黄褐色の胎土で製作されたⅤ群系（畿内型）と称されるものが出土し、前
者は１段目テラスや造出に多く使用され、後者は基壇テラスに使用されている。両者が１つの古
墳で出土するのは県内で唯一の例となる。円筒埴輪列中に５～６本に１本程度朝顔形埴輪が含ま
れる。朝顔形埴輪にもⅣ群系・Ⅴ群系の２種類が出土している。
③造出　基壇上の墳丘１段目の東西くびれ部に造出が取り付き、両造出から多量の形象埴輪が出土
した。東造出では基部が据え付けられた状態で見つかった埴輪はほとんどなく、家形埴輪の屋根
などがひっくり返されたような状況で出土し、水鳥や力士の一部が造出外の墳丘側で出土するな
ど、人の手が加わって大きく動かされたと考えられるものがある。しかし、ある程度まとまりをもっ
て出土する傾向があり、出土地点に近い場所に樹立されていたと推測することができる。東造出
中央部には３分割焼成の家形埴輪や盛装男子が、東造出西側には翼を広げた鳥や水鳥、力士などが、
東造出北側では犬、猪、牛などが出土している。家形埴輪の一部や巫女などは東造出南東側で集
中して出土しているが、本来の樹立地点はもう少し中央部寄りであった可能性がある。基壇テラ
ス付近で馬が出土しているが、東造出内にあったものが転落したと推察している。
　西造出では馬や人物の草摺 ･ 人物基部など一部で据え付けられた状態を保って出土した埴輪があ
る。西造出中央部では人物埴輪が集中しており、それを囲むように馬や器財が出土する傾向にある。
翼を広げた鳥は西造出西斜面で出土しており、本来は西造出北西部付近に樹立されていた可能性
がある。
④形象埴輪　家形埴輪、人物埴輪（盛装男子、武人、力士、巫女ほか）、動物埴輪（馬、牛、猪、犬、
水鳥、翼を広げた鳥）、器財（大刀、胡籙、靫、蓋）埴輪が出土した。このうち、両面人物埴輪や
翼を広げた鳥形埴輪、胡籙形埴輪は全国初例となる。３分割焼成された高床式入母屋造の家形埴
輪は、今城塚古墳（高槻市）に類例がある。水鳥形埴輪はツル・サギ類を模したもので、西日本
では初例となる。横座り用の短冊形水平板を取り付けた馬形埴輪は、西日本では音乗谷古墳（木
津川市）に次いで２例目となる。牛形埴輪も今城塚古墳や音乗谷古墳などに類例があるが、全国
的にも数十例しか確認されていない貴重な発見である。このように今城塚古墳などと共通する要
素がある一方で、ここだけのオリジナルな埴輪が出土したことは特筆すべき点である。
⑤須恵器　両造出とも須恵器の甕が据え付けられた状態で出土した。甕のほかに器台や高杯、杯
なども出土している。須恵器周辺には埴輪の出土が少ないため、造出には埴輪を樹立する空間と
は別に須恵器を置く空間を作り出していたと推測できる。
⑥時期　出土した埴輪や須恵器から大日山 35 号墳は６世紀前半に築造されたと考えられる。
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遺物観察表
報告書番号 器種 特徴 登録悉号 トレンチ

法量幅x奥行X尚／厚 胎十（片岩片，半透明粒透，白色粒白，赤色粒赤，黒色粒黒，霙母雲，
色調 【色調分類】外面・内面・断面の色調／く焼成＞ 地区・層位（取り上げNo) 出土位置みcm ( 9中 9斗呻七結 チャ ・土し

図41~2 家11（人母崖造高床建物）
3分割焼成の ミ ロ ，仮風上部欠狽のた ～` ＇、くか介明，哭行 73OX復元廊68OJX即 127OJcm 

1トレ東造出中央部
→各部位の説明は各項目参照

3分割焼成の入母屋造の上屋根（切妻部），やや大形の堅魚木が4箇所のる（中実，3木残存，長約30cm・径約40cm)，屋根に鰭飾り状の棟覆を格子状に取り

付ける，破風・棟覆・堅魚木に未貫通の小孔（一辺06cmの方形工具による穿孔，一部貫通），大株部分・破風上部欠損（千木が取り付くか不明），破風板に突
1238, 1239,1241,124 7,1250,1334, 1371,1427,1438/9 

図4-3~8家1-1（切妻屋根） 起状の鞭懸および2条一括沈線による線刻，両妻側壁に円形スカシ2箇所ずつ，方形棟持柱は妻側の壁に取り付く(1本残存，中空，下屋根の棟持柱にのる 1トレ
構造渾面に小孔l箇所，布面の縦方向に棟木に取り付く方形の粘土板貼り付け，12本／1cmのハケ目残存），棟持柱の上端に棟木が貼り付いていた刺離

05,913,915,957 ~959/80, 188,209,217,272,309/138 

面あり（棟木は欠担，方形粘土板上端にも剥離痕），破風帳498cm，堅魚木までの高さ350cm，整理時は切妻B（家2)

屋根幅33OX長(62O)X やや密やや砂粒目立つ～7mm／片多量，透多量，白中量，赤少量，雲微量， ［橙1外・内5YR6/6橙～5YR6/4にぶい橙断5YR4/2灰褐く良好＞ S12E16G4~6・ 13・ 14・21 ・59（医面20・ 21)/S12E16G5 ・ 
東造出中央部

屋根高280 黒（チャか沙母 ' 6・13~15・62/S12El6(2・3層）／S12E0~4(2層）

3分割焼成の入母屋造の入母屋下屋根（寄棟屋根），本来は身舎l!i!)と一体成形だが直接接合していない（壁上部欠損），屋根上端部は上屋根をのせるた

め平坦な面を作り出す（上屋根設置部分若干lllJむ，平坦面上面に刺突工具痕多数あり，棟持柱はこの平坦面作り出した後に貼り付け），妻側の屋根上端部

（棟持柱裏）は障泥板状の粘土貼り付け(2条一括沈線による施文，棟持柱裏は施文なし），平側の屋根上部側面に障泥板貼り付け(2条一括沈線・1点刺突
1254(t:体）／1252,1345,1359~

図1-9~12家1-1（寄棟屋根）
による施文），障泥板両端に1辺06cmの斜め上方からの小孔（一部末貫通），軒先に帯状粘士貼り付け(2条一括沈線による施文），屋根に1辺07cmの小孔

1362/ 1432/7 2,307,721,893,901,908,962,971,978, 1 1トレ
（上側と下側の2列），B面の屋根に円形の線刻あり，屋根に方形棟持柱接合（上端は面をもち上屋根に接合している棟持柱をのせる構浩），棟持柱は中空(A

145 
面側の棟持柱と屋根の間は空llllができる），棟持柱に浅い1条沈線と1点刺突文で盾の文様を腺刻（棟持柱正面外郭の縦方向の沈線は鋭い上具で施文），

棟持柱正面2箇所と側面l箇所に1辺06cm小孔あり（一部末貫通），外面に細かいハケ目残存(12本／lcm)，屋根裏面の壁接合部は面（段）を作り出していな

い．屋根裏而の四隅と中央に補強突帯あり整理時は寄棟A

73 ox復元幅68ox高
S12E16G 1 ・2,S12E12G57 • 58（因面20)/S12E12G41・

24 8（棟持柱までの高さ やや密やや大きめの砂粒目立つ～12mm／片多量，透多量，白多量，赤少 ［橙1外・内5YR6/6橙～75YR6/4にぶい橙，断10YR6/2灰黄褐く良好＞ 42,S12E16G 19 ・20・ 27 ・28（図面20・21)/S 12E12G50・ 
東造出中央部

312) 
量，黒（チャ）少量忠微量 58,S12E16G 1・19・29・ 35,S8E16G 16,S12E16(3 

層），S12E20(2層）

3分割焼成の入母屋造の身舎部分（堅），入母屋下屋根（寄棟）とは一体成形だが直接接合していない（壁上部欠損），出入口が各壁面に2箇所ずつ（下部に

半円状の即みがある），壁四隅と壁中央に1酎広の柱表現（角柱？）の粘土貼り付け頃壮埠；よびX字状の文様を2条一括沈線と1点刺突文で施文，剥離面に 1249, 1256,1355,1356,1357,1358/1433, 1440/188,90 
図1-13~18家l-l（身令壁） は9本／1cmのハケ目残存），柱部分に斜め上方から小孔（一辺06cmの方形工具で穿孔，未頁通），出入口周囲にも2条一括沈線による施文（一部の出入口 3,955,963,969,1144 

1トレ

下側は1条沈線に見える，D面のみl点刺突文あり），外面ハケ目調整(8本／lcm)，内面の四隅と中央に縦方向の補強突帯（柱表現の可能性あり），整理時は

家2

53 8X60 OX高(260) 密やや大きめの砂粒目立つ～10mm／片中量，透多量，白多量，赤少量，雲 ［橙1外・内5YR6/6橙，断5YR5/3にぶい赤褐く良灯＞ S12E16G3・9・10・19~21（図面20)/S12E16G13 ・30（図
東造化中央部

微量，黒（チャか）中量 面21• 22)/S12E16(2~3層），S12E16G8• 11 • 20 ・27 ・60 
3分割焼成の入母屋造の高床部(9本柱の朽柱），H柱下部欠損（木来は円柱と基部は接合して一体成形，H柱中位の径18cmの小孔を中心とみなして高

図4-19~23家l-l（高床部）
さ想定），床部側而に横方向と縦方側は2条一括沈線と2点一括刺突文（小形正方形刺突）・斜め方向は2条一括沈線と1点刺突文（大形長方形刺突文）によ

る施文(C面は2条一括沈線・2点一括刺突文のみ），床部OO面端部は併状粘土を貼り付け(1条沈線による縦・斜め方向の施文），円柱上端にあたる床部に 1365, 1366,1368,1433/80,821,972,1615 1トレ

径21~30cmの小スカシ孔あり，床部裏面の縁辺部と円柱部の間・円柱部どおしの間にそれぞれ補強突帯あり，円柱部にハケ目残る(7本／1cm)，整理時は

家2

69 OX68 5X高340 密やや大きめの砂粒目立つ～!Omm/片中量，透多量，白中量，赤少量，雲微量［黄橙(or黄褐）】外・内75YR7/4にぶい橙，断75YR5/l褐灰（良好＞ Sレ12S1E21E61G62G13・02（2'2図面9'3400)（,2図0面072年0度・21)表/採S12E16(2溜），2ト 東造出中央部

3分割焼成の入母屋造高床の某部（向床の円柱の土台となる某部，本来は高床部と一体成形，円柱と接合せず），9本の円柱部（径109~135cm)とその間 1365, 1368,1373,1375/913,962,964,965,966,972,97 
図1-21~26家l-l（基部） に4つの小スカシ孔（径25cm)あり，最下部の円柱部は欠損，文様なし，裏面に縁辺部と円柱部をつなぐ補強突帯あり（柱間をつなぐ補強は確認できず），裏 4,980/80, 147,148, 188,209,214,309/1,35,386/2/13 1トレ

面の小スカシ孔周囲は粘十盛り上がる（上面から穿孔），調整はナデと指オサエ，整理時は家2 2 

S12El6G22 ・ 30（圏面20)/S12El6G5 ・ l 9・22~24 30 ・ 
68 4X64 9X高(70) 密～5mm／片中量，透多誠白中量，赤少泣雲微量，黒チャ少量 1橙(oc黄褐）】外内5YR6/6橙～10YR7/4にぶい黄橙，断!OYRS/2灰黄褐く良好） 32 ・ 40/S 12E 16/S 12E20 /S 12E 10~ E20/2トレso~ 東造出中央部

4E-

分割焼成の切妻屋根（入母屋の上屋根か），破風上部欠損但：対側の屋根と・破風も欠損），現状で大棟に堅魚木設置部分が5箇所，屋根表面に格子状の

図4-27・28家1-2（切妻屋根）
線刻(2条一括沈線を2つ並べて4条の線刻），棟・屋根・破風正面破風側面に径07cmの小孔多数（斜め上方から穿孔，破風側面以外は貫通，沈線の後），

1345（主体），67,139,380,978 1トレ
破風に突起（鞭懸）2箇所あり（破風に文様なし），要側の壁一部残存，一部ハケ巨あり(7本／lcm)，屋根側面中央部の割れ口にスカシ状の部分あり，人棟から

屋根の接続部の一部に破断面のない箇所あり（スカシ状？閉塞箇所？），整理時は切妻A（家1)

(67 l)X(30 O)X高(308) やや密やや砂粒目立つ～5mm／片多量，透多量，白中量，赤少量，冥微量 【黄褐(orにぶい薮褐）】外・内10YR7/4にぶい黄橙，断10YR6/2灰黄褐く良好＞
S12E16G26~28・35~37（図而

東造出中央部
20),S12E24,S12E16,S 12E20（医面9),S12E16G35

図4-29-1家1-2債根）
寄棟の屋根軒先（隅部あり，入母屋下屋根か），軒先に幅25cmの帯状の粘土貼り付け(2条一括沈線による縦・斜め方向の施文），屋根に小孔4箇所残存（一

1345, 1360, 1362 1トレ
辺06cm，貫通），内外面調整不明瞭，隅部内面に補強突帯あり，図4-29-2と同一個体か

(49 7)X(l9 8)X(ll 5) 密大きめ砂粒含む～12mm／片やや多量，透多量，亡やや多葦，赤中量，雲微葦，黒少呈 I［黄褐 外内75YR7/4にぶい橙断75YR6/1褐灰くやや良女＞ S12E16G19・27 " 20 東造化中央部

図4-29-2家1-2国根）
寄棟の屋根軒先（隅部あり，入母屋下屋根か），軒先に幅25cmの帯状の粘土貼り付け(2条一括沈線による縦・斜め方向の施文），屋根に小孔3箇所残存（一

1359, 1361 1トレ
辺07cm，貫通），外面ハケ調整(9本／lcm)，隅部内面に補強突帯あり屈14-29-1と同 個体か

(34 l)X(21 7)X(ll 5) 密人きめ砂粒含む～8mm/片中量透やや多量，白中量，赤少量，雲微量，黒少量 I【黄褐1外・内75YR7/4にぶい橙，断75YR6/1褐灰くやや良好） S12E16G20（図面20) 東造出中央部

図4-30-1家1-2（堅魚木）
家1-2に取り付く堅魚人（直接接合せず），完形，中実，両小口面から小孔穿孔（やや斜めに穿孔して側面に貫通），側面から小口にむかう穿孔あり（小孔穿孔

1345, 385 1トレ
の失敗か），小口面に未貫通の小孔痕跡あり（径03X深05cm，穿孔しかけて中止か），屋根の部材に取り付けた際の貼り付け残る（剥離部もあり）

長175X帳36X46 密やや砂粒目立つ 5mm／片中量，透中量，白中量赤少量，雲微量，黒微量 I【黄褐1外75YR6/6橙くやや良好＞ S12E16G35l~面20).S12E20G10（闊面g) 東造出北東部

図4-30-2家1-2（堅魚木）
家1-2に取り付く堅魚木（直接接合せず），完形，中実，両小口面からそれぞれ小孔穿孔（やや斜めに穿孔して側面に貫通，やや直線的ではない穿孔），屋根

1341 1トレ
の部材に取り付けた際の貼り付け残る

長185X幅43X40 密やや砂粒目立つ～5mm／片中贔，透多量，白中贔，ぷ少贔，雲微贔，黒（チャか）中品 1［黄褐1外 75YR7/6橙くやや良好＞ S12E16G50（図面20) 東造出北東部

図4-30-3家（障泥板）
家1-2の入母屋下屋根に付属する障泥板（端部）か，雌部の上側は半円状にえぐりとった形状，2条一括沈線と1点刺突文で施文，一辺07cmの小孔あり（未

1345 1トレ
貫通，深14cm)，裏面には突帯状の貼り付け2本あり（補強か），内外面調整不明瞭

12 0 X高88／厚23 密やや大きめの砂粒目立つ～1mm／片中呈，透やや多葦，白中呈，赤中呈，雲微呈，黒少呈 I［黄捉i(or ) 外・内75YR7 /6嗚断10YR6/2灰 ＜艮好） S12E16G26忽l血20 東造tll北口

図4-30-4家（障泥板）
家1-2の入昆屋下屋根に付属する障泥板（端部）か，端部の上側は半円状にえぐりとった形状（えぐり小さい），2条一括沈線と1点刺突文で施文，一辺07cm

963 1トレ
の小孔あり（貫通），内外面調整不明瞭

(79)X高75／厚20 密～3mm／片中呈，透中星，白少呈，赤少母，雲微埜，黒（チャか）少基 |［黄褐(or黄橙）】外・内75YR7/6橙，断10YR5/2灰黄褐く良好＞ S12E16G20 東造出中央部

図4-30-5家（障泥板） 家1-2の入母屋下屋根付属の障泥板（端部）か，端部の上側は半Pl状にえぐりとった形状，2条一括沈線,j点刺突文で施文，一辺06cmの小孔（貫通），内外面調整不明瞭 1364 1トレ

(6 5)X高76／厚17 密やや砂粒目立つ～5mm／片多量，透中量，白少量，赤少量，雲微量，黒少量 I【黄褐(or黄橙）】外・内5YR6/6橙，断75YR5/2灰褐く良好＞ S12E16G21（図面20) 東造tll中央部

家1-2の入母屋下屋根に取り付く棟持柱か（方柱状，中空），下部は屋根に接合するように側而斜めの端部あり（剥離而），上端部～片側の側而欠損，裏側は

図4-30-6家（棟持柱） 接合面（剥離面）ではない端部（壁や屋根に直接接合しない部分，壁との間に空間できる），正面は2条一括沈線による X字状の文様，正面中央に一辺 1345（主体），859 1トレ
0 6cmの小孔僚斗め上方から貰通），側面にも斜め上方からの未貫通の小孔（一辺05X深30cm)，外面調整不明瞭

1(10 O)Xll OX(15 O) 密～3mm／片やや多量透中量白中量赤少量震微量黒少量 |【黄褐(or黄橙）】外：75YR6/4にぶい橙，内5YR6/6橙，断10YR6/2灰黄褐く良好＞ S12E16G26凍l血20)1トレ排土 東造出央部

家1-2の入昆屋下屋根に取り付く棟持柱か（方柱状，中空），下部は屋根に接合するように側面斜めの端部（剥離面），上部は上屋根の棟持柱をのせる面（側

図4-30-7家（棟持柱） 面斜めの端部），上端と裏側と側面の一部欠損，裏側は接合面（剥離面）ではない端部（壁や屋根に直接接合しない部分，壁との間に空間できる），正面は2 140,905,1247 /957?,958?,1566? 1トレ
条一括沈線によるX字状文様，正面中央に一辺07cmの小孔2箇所像収）上方から貫通），両側面にも斜め上方からの小孔（貫通l，未貫通l，一辺07X深

3 2cm)，外面ハケ調整(7本／1cm)

10 8X9 9X22 0 密～5mm／片やや多量，透やや多量，白中量，赤少量，竺微量，黒少量 灰［黄褐褐～(o7r.黄5Y橙R6）】/外 25YR6/6橙～5YR6/6澄，内5YR6/6橙，断75YR5/2 S12E16(2~3層），S12E 12G62,S 12E 16G5（医而
東造出中央部

4にぶい橙く良好） 20)/S12E16G 13・ 14,S12E12G54（図面22)

平屋の身舎（壁）壁上部～屋根部欠損，壁面は1点刺突文と綾杉文風の沈線による施文，A面とC面に出入口部あり（出入口部下側中央は半円形に胆む），

壁而中央（縦方向）と出入口部に外周 1条ずつの沈線と内側2点一括刺突文(A而は方形刺突•C面は円形刺突で異なる）を施した帯状の粘土貼り付け（剥
1432・1437（主体）／1345,1358,1362,1363,1384?

図4-31~35 家1-3（平屋の身舎） 離部にはハケ残存），限部は粘土を貼り付けて角を作り出す，屈曲した裾廻突帯あり（裾廻突帯の四隅下側に補強突帯），A面,c面（出入口部）の裾廻突帯上 1トレ
にのみ帯状の粘土貼り付け（貼り付け部の剥離面にハケ目残存），基部外面にハケ目あり(7~9本／lcm)，某部に半円形のスカシあり(C面には円形のスカシ

/902,95 5,963,969, 1126,3 07 ? 

2箇所あり），内面の四隅と中央に補強突帯貼り付け（柱表現の可能性もあり），内面の調整はナデ・指オサエ

密やや人きめの砂粒目立つ～10mm／片中量，透多量，白中量，赤少量，雲 良［橙好l外・内5YR6/4にぶい橙～75YR7/4にぶい橙，断75YR5/2灰褐＜
S12E16G 19・ 20 ・27 ・28（図面21),S12E16G 19・ 20 ・ 27 • 

67 1 X 56 5 X(29 5) 
微量，黒色～赤色チャ多量 ＞ 

28・34（屈面20),S12El2G59,S12El6G11 ・20 東造出中央部

27,S8E16G40,S20E16(3図）

図4-36-1家1-4（寄棟屋根） 寄棟屋根（隅部），粘十を貼り付けて棟覆を表現，径09cmの小孔（員適），文様確認できず，外面調整不明瞭，内面ナデ指オサエ 1328 1トレ

(16 3)X(l2 9)X(l0 3) 密～10皿 n／片中贔，透中旦，白少品，赤少塁，雲微贔，黒微贔 II橙(oc黄橙）】外：75YR7/6橙，内5YR6/6橙，断：10YR7/3にぷい黄橙くやや軟質） S16E16G51（図面20) 束造出南束部

図4-36-2家l-4（壁） 屋根と壁の接合部，壁上端部に屋根をのせる（屋根の接合箇所には小さな平坦面を作る），屋根・壁間には粘土充填による補強，屋根に文様確認できず，調整不明瞭 1331 1トレ

(15 7)X(10 7)X(l0 1) 密若千人きめの砂粕含む～7皿 1／片やや多呈透やや多呈．白少呈．赤中呈，雲微且．黒少呈 I【橙】外75YR7/6橙，内5YR6/6橙，断10YR6/3にぶい黄橙くやや軟質＞ S16E16G58（図面20) 東造出南東部

図4-36-3家1-4（壁）
屋根と壁の接合部，堅上端に屋根をのせる侮ま根の接合箇所には小さな平坦面を作る），屋根・壁間には粘上充填による補強，屋根には小孔3箇所あり(1つ

80,93,986,1063,1064,1165,1331 1トレ
は径08cmで貫通，1つは未貫通で半分欠損，1つは半分欠損で貫通か），展根には文様確認できず

(43 5)X(8 0)X(l3 3) 密やや大きめの砂粒含む～10mm／片中量，透やや多量，白中量，赤やや多 ［橙l外・内5YR6/6橙，断10YR6/3にぶい藁橙く良好＞ S12816(2層），S12E20(2層），S12E16G41・48 ・55 ・ 
東造出南東部

量，雲微量，黒微量 56,S12E16G47（医面20)

図4-36-4家1-4（壁）
壁の隅部，出入口部l箇所あり（平側の壁か，出入口がない方が妻側），隅部は粘士を貼り付けて角を作り出す，横方向の突帯l条あり，3条一括沈線による横・

1332（主体），1166 1トレ
斜め方向の線刻あり，調整不明瞭，天地不明

(15 3)X(7 8)X(23 4) 密大きめの砂粒目立つ～5皿 n／片やや多晟透中母，白中母，赤やや多長，芸微呈，黒少母 I【橙1外内5YR6/6橙，断10YR6/2にぶい灰黄褐く良好＞ S16E16G58（図面20)/S16E16G42 東造出南東部

屋根（寄柚の屋根か，軒先欠損）～壁（隅部），推定復冗幅480cm，壁上端部に屋根をのせて製作か儘許艮の接合箇所に小さな平姐面を作る），屋根と壁の間

図4-37-5家1-4（壁） は粘土充填して補強偉根下に補強材貼り付け1箇所），屋根に小孔2箇所(1つは未貫通・径09X深36cm,!つは半分欠損），円形スカシ孔2箇所（径約 1327, 1328, 1332 1トレ
7 0cm，ヘラ状工具痕残る，妻側の壁か），壁隅部あり（粘土を貼り付けて角を作る），横方向の突帯l条僅げ）中央か），横・斜め方向の3条一括沈線の施文0愛杉

文風），内外面調整不明瞭整理時は家傍「）

(31 5)X(212)X(46 l) 密大きめの砂粒あり～10mm／片やや多量，透やや多量，白やや多量，赤や ［橙1外・内5YR6/6橙，断10YR6/4にぶい黄橙（良好＞
や多量，雲微量，黒微量

S16El6G2•43•59（囮面20) 東造出南東部

図4-37-6家l-4（壁） 家形埴輪の壁か，円形スカシ孔2箇所あり（径07cm程度），家1-4の妻側の壁に類似（同 個体か），天地・表裏不明，表面やや剥離した痕跡，内外面調整不明瞭 923 1トレ
1(16 O)X高(110)/2 0 密～5mm／片中量透やや多星白中量赤やや多星雲微量黒少量 |【橙1外 75YR6/3にぶい褐内5YR6/6橙断10YR6/3にぶい黄橙（良好＞ S8E12~E16 東造出
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図4-38-7家1-4（壁）
家形埴輪の壁（図1-38-8の上部か），出入n部1箇所残存，横方向の突帯剥離痕1条あり（壁中央の突帯か），3条一括沈線による施文（横・斜め方向），外面に

1332 1トレ
上具による刺突痕3箇所佐漬通i)，外面は斜めハケ調整(9本／1cm)，内面はナデ・指オサエか，天地逆の可能性もあり

(332)X高(206)/2 4 密大きめの砂粒目立つ～18mm／片やや多量透やや多量，白中量，赤やや ［橙l外・内5YR6/6橙～5YR7／橙断10YR6/3にぶい黄橙く良好＞
多暑，霙微最黒少畏 ' 

S16E16G57（図而20) 東造出南東部

図4-38-8家1-4（壁） 家形埴輪の壁，線刻不明瞭(2条一括沈線？），図4-38-7の下部か，出入口 1箇所あり，内外面調整不明瞭 1328 1トレ

18 8)X;ll;(!O 8)/2 0 密大きめの砂粒E立つ～10mm／片多量，透多量，白中量，赤やや多量，雲微量，黒微量 I［橙】外・内5YR6/6橙 断10YR6/3にぶい黄橙く良好＞ S 16E 16G50(lll:I面20) 東造出南東部

図4-38-9家1-4（壁） 家形埴輸の壁裾，底部付近に一部剥離痕跡あり（裾廻突帯の可能性あり），底部に面あり(JIi艮もしくは上具痕あり），内面はナデ・指オサエ例、面調整不明瞭） 882 1トレ
(9 3)X向(110)/2 0 密やや砂粒目立つ～5mm/片やや多量透中量，白中量，赤中量，雲微量，黒少量 1【橙l外・内5YR6/6橙，断75YR5/3にぶい褐く良好＞ S16E16（機械掘削） 東造出

図4-38-10家1-4（壁） 家形埴輪の壁裾，底部付近に剥離痕跡（裾廻突帯の剥離か），底部に圧痕もしくはエ具痕，内外面とも調整不明瞭（指オサエ多い），他の家1-4に比べて器壁やや薄い 1164 1トレ

(10 3)X;ii;(l0 0)/1 3 密人きめの砂粒あり～10mm／片やや多量，透やや多量，白中量，赤やや多 ［橙】外・内5YR6/6橙，断75YR6/3にぶい褐く良好＞
量，宴微量，黒微量

S16El6G35・36 東造出南東部

図4-38-11家1-4（聴） 家形埴輸の壁裾，3条一括沈線による施文，内外面とも調整不明瞭（指オサエあり），裾廻突帯の痕跡確認できず，底部に面あり但：痕もしくはエ具痕あり） 19 1トレ
(157)X高(224)/2 2 密人きめの砂粒目立つ～13mm/片多呈，透多蛍白やや多里，赤やや多蛍雲微垂，黒微里 1r1登］ 外雫・内5YR6/6橙断75YR6/3にぶい褐く良好＞ S12E20(1-2層l 東造出東側斜面

圏4-38-12家1-4（壁）
壁裾（隅部あり），3条一括沈線による横方向の線刻像収め方向の線刻は現状で1条しか見えない），隅部は粘上を貼り付けて角を作り出す，裾廼突帯なし⑯｀

1457 1トレ
部付近は指オサエ，一部変色箇所あり），内外面調整不明瞭

(26 7)X(4 4)X(l9 5)/2 0 密大きめの砂粒目立つ～13m四片多蘊透多呈白やや多量，赤やや多呈，雲微呈，懇微呈 1［橙l外・内5YR6/8橙，断75YR6/4にぶい橙く良好＞ S12E20G4（医面32) 東造出東端部

圏4-39-1家1-7僭根軒先） 屋根（寄棟の隅部），家1-1に類似するが出土地点が若干違うことから家1-7としておく，軒先に幅15cmの帯状粘土の貼り付け(3条一括沈線による施文） 19,885 1トレ

(15 5)X(l3 7)X(4 8) 密～5mm／片やや多量，透やや多量，白中量，雲微量 |［橙(or黄橙）】外・内75YR6/6橙，断10YR7/4にぶい黄褐くやや良好＞ S12E20(1 ・2層），S12E24 東造出東側斜面

圏4-39-2家1-7@根軒先） 家1-4に類似するが出土地点が若丁違うので家1-7とする，小孔2箇所（員通，径07cm・O 6cm)，軒先に1屑35cm(l)拍状粘土の貼り付け，調整不明瞭，線刻確認できず 5087,Noなし 1トレ

(27 6)X(l2 6)X(5 6) 密やや砂粒目立つ～5mm／片やや多量透やや多量白中量赤中垂，雲微垂，患微垂 I［橙】外・内5YR6/6橙，断75YR7/41こぶい褐（良好） 表採(1トレ周辺），東造出南側表土(2002年の表採） 東造出東側斜面

図4-39-3家1-7（屋根軒先）
屋根（寄棟の隅部あり），家1-4に類似するが出土地点が若干違うことから家1-7としておく，貫通する小孔2箇所あり（径09cm)，軒先に幅30cmの帯状粘土

36,584 1トレ
の貼り付け(3条一括沈線による線刻）

(40 0)X(ll 9)X(8 4) 密やや大きめの砂粒目立つ～5mm／片中量，透やや多量，白中量，赤巾量，褐［橙，断(or．5黄YR橙5）/】3外 75YR6/6橙～75YR5/3にぶい褐，内5YR5/4にぶい赤

雲微量 にぶい赤褐くやや良好＞
S12E24,S12E24（図面9) 東造出東側斜面

図4-39-4家1-7偉根軒先）
屋根（寄棟の隅部），家1-4に類似するが出土地点が若干違うことから家1-7としておく，貫通する小孔3箇所あり（径08cm)，軒先に幅30cmの帯状粘土の貼

35, 350,583 1トレ
り付け（不明瞭だが現状では2条一括沈線による線刻を確認）

(34 9)X(30 0)X(9 0) 密やや大きめの砂粒あり～5mm／片やや多量透やや多量，白中葦，赤中量，雲微量 I［橙】外・内25YR6/6橙 断10YR7/4にぶい黄橙く良好＞ S12E20 S12E20（図面9).S12E24（図面9) 東造出東側斜面

図4-40-1家1-5（破風）
破風部分か（やや小形の家か），破風板に1辺06cmの小孔あり（貫通），破風側面に半円状のえぐりあり，屋根側面に晶さ25cmの突帯状の貼り付けあり（棟押

1110 1トレ
さえか？），妻側の壁の一部残存，胎土は医4-40-2に類似（同一個体か）

(6 5)X(l4 l)X(l9 8) やや粗い～5mm／片多景透やや多最亡やや多呈赤少最雲微景黒中母 I【桃(or橙）】外25YR6/6橙，内25YR5/4にぶい赤褐，断：25YR5/2灰赤く良好＞ S12E12G25叉l而11) 1段 Hテラスより西側

図4-40-2家1-5（棟木） 中空の棟木（やや小形），中央に径05cmの小孔（貫通），内外面調整不明瞭，胎土や大きさから図4-40-1と組み合う可能性 1207 1トレ

56X82X50 やや粗い～3mm/片やや多量涵多量，出やや多量，赤やや多量，雲微量，黒中量 I【橙(o,桃）】外・内・断5YR6/6橙く良好＞ S12E20 東造出東側斜面

圏4-40-3家1-6（棟木） （中家実1-の8や棟家木1（や-4やとは小や形や），中似央たに胎未土貫）通の小孔（径05・深15cm)，上面・下面とも大きな剥離面（接合面）あり，他の家形埴翰とは違う胎士なので家1-6とする 51 1トレ

5 6X(10 2)X3 8 密砂粒ほとんどなし～3mm/片中量透中量白少量赤微量雲微量黒微量 (or ) 外 5YR6/6橙，断10YR7/4にぶい黄橙くやや軟質＞ S12E20 1層 東造出東側翁面

図4-40-4家か 家形埴翰の破風か9（または器財），家1-8に近い(1-4や1-6の可能性も），斜めからの穿孔あり（径05cm)，両面ナデ調整か 80 1トレ
(8 2)X向(159)/4 0 密～4mm／片中量透中量由中量赤中量，雲微量黒少量 |【黄褐(or黄橙）】外・内75YR7/4にぶい橙断75YR6/2灰褐くやや軟質） S12E16(2層） 東造出

図4-40-5家1-8（棟覆）
屋根を押さえる棟覆の押縁・符部分（帯状の押縁に平面Pl形・断面台形の件貼り付け），縦4条・横4条の線刻(1条ずつ施文），裏側は剥離面，上下左右不明，

1332 1トレ
胎土は家1-6（医4-40-3)や 家1-4に近い

4 7 X 3 2 X (9 9) 密～4mm／片中量，透少量，白少量，赤中量，霙微量 |［黄橙(or黄褐）】外75YR6/6橙，断・剥離面10YR6/2にぶい黄橙くやや軟質＞ S16E16G58（図面20，家1-4集中部周辺） 東造出南東部

図4-40-6家1-8（棟覆） 棟覆の押縁悴部分（帯状の押縁に平面円形断面合形の竿貼り付け），縦4条？の線刻(1条ずつ施文），裏側は剥離面，上下左右不明，胎土は家1-6（図4-40-3沢コ家1-4に近い 1162 1トレ

4 4X3 2X(8 8) 密～5mm／片中量，透少量，白少量，赤中量，雲微量 |［黄橙(or黄褐）】外75YR6/6橙，断・剥離面10YR6/3にぶい黄橙くやや軟質＞ S16E16G25~36 東造出南東部

因4-40-7家1-8（棟覆） 棟要の押縁竿部分（帯状の押縁に平面円形断面台形の竿貼り付け），縦4条横4条の線刻(1条ずつ施文），裏側は剥離面，上下左右不明，胎上は家1-6（医4-40-3)や家1-4に近い 80 1トレ

4 9X3 4X(7 8) 密～5mm／片中量透中量泊少量赤中量，雲微量 |［黄橙(or黄褐）】外75YR6/6橙，断・剥離面10YR6/3にぶい黄橙くやや軟質＞ S12E16(2層） 東造出

図4-40-8家1-8（棟覆） 棟櫻(J)押緑等部分（帯状の押縁に平面円形断面台形の等貼り付け），縦3条・横4条の線刻確認(I条ずつ施文），哀側は函l離面，上下左右不明，胎土は家I-6（図4-40-3)や家I-4に近い 1162 1トレ

4 9 X3 0X(7 2) 密～3mm／片中量，透少量泊少量，赤中量，雲微量 |【黄橙(or黄褐）】外75YR6/6橙断・剥離而10YR6/3にぶい黄橙くやや軟質＞ S16E16G25~36 東造出南東部

図4-40-9家1-8偉根？）
屋根または基部の裾廻突帯？，縦と横方向の線刻(1条ずつ施文），表面に縦方向の変色部ほ占り付けた部材の剥離痕か），裏面は剥離面，図4-40-10・11と

210,1375 1トレ
同一個体（胎土は家1-4に近いが家1-4の屋根には線刻なし，家1-2にも胎土近い？），調整不明瞭

(18 6)X3 5X4 6 
密大きめの砂粒含む～14mm／片やや多量，透やや多量，白中量，赤やや多良【黄好橙＞(or黄褐）】外75YR7 /4にぶい橙，断・剥離面75YR6/2灰褐くやや

量忠微量，黒少量
S12El2(3層），S12E16G30（図面20、家1-1基部周辺） 束造出中央部～西側

圏4-40-10家1-8（裾廻突帯 9) 屋孔根ありも，し裏く面はは基剥部離の面裾返廻]突1-帯10-？9，・51条0との同横一方個向体の催線i土刻はあ家り(11-1条ずにつ近施い文が）家，表1-1由のに粘屋根土のにはは線み刻出なしあしり，家傭1疋-方2向にもの胎貼土り付近けい痕か跡？か），調？整），径不0明6瞭cmの貫通する小 35 1トレ

(72)X32X(58) 密大きめの砂粒あり～16皿 n／片やや多呈，透中量，白少量，赤少量，雲微最，県微量 I【黄橙(or黄褐）】外75YR7/1にぶい橙，断・剥離面75YR6/2灰褐くやや良好＞ S12E20(1-2層） 東造出東側斜而

図4-40-11家1-8（裾廻突帯？）
屋根または甚部の裾廻突帯？，4条の横方向の線刻(1条ずつ施文），表面に縦方向の変色部（貼り付けた部材の剥離痕か），裏面は剥離面返14-40-9・10と

1326 1トレ
同一個体（胎土は家1-4に近いが家1-4の屋根には線刻なし，家1-2にも胎土近い？），調整不明瞭

(15 l)X3 1X5 2 密～5mm／片やや多量，透中量，白中量，亦やや多量，雲微量，黒少量 |［黄橙(or黄褐）】外75YR7/4にぶい橙，断・剥離面75YR6/2灰褐くやや良好＞ S16E16G60（図面20，家1-4集中部周辺） 東造出南東部

図4-40-12家（壁か） 家の壁裾部か屋根？（家1-8か），沈線3条あり，図4-40-13-14と同一個体か，家1-2•1-4-1-6の可能性もあり 383 1トレ

(9 3)X向(89)/2 0 密～8mm／片やや多量，透中量庄少量赤中量，雲微量黒少量 |【黄褐(or黄橙）】外・内75YR7/4にぶい橙，断75YR6/2灰褐くやや良好） S12E20（図面9) 東造出東側斜血

図4-40-13家（壁か） 家の腔据部か屋根？（家1-8か），沈線5条あり返14-40-12·14と同一個体か，家1-2•1-4•1-6の可能性もあり 1162 1トレ

(8 8)X向(94)/2 3 密～8mm／片中量，透中量泊中量，赤中量，雲微量，黒微量 |【黄褐(or黄橙）】外・内75YR7/4にぶい橙，断75YR6/2灰褐くやや良好） S16E16G25~36 東造出南東部

図4-40-14家（壁か） 家形埴輪の壁裾部か（もしくは屋根）？，表面に5条の線刻あり(I条ずつ施文），調整不明瞭，特徴などは家1-8に近いか屈14-40-12・13と同一個体か 不明(Noloc2oc8) 1トレ

(152)X高(130)/2 0 密やや砂粒あり～4mm／片やや多量，透やや多量，白中量，赤中量，雲微量 1,黄褐(or黄橙）】外内・95YR6/4にぶい橙～5YR6/6橙扉lOYR6/3にぶい黄橙くやや軟質ン 注記不明（注記03-01・185-132のみ） 東造出か

上端部中央に切り込みあり，千木の交差部分には両面とも突起（栓）あり，おそらく千木交差部分は段差なし，両面に施文（いずれの文様も2条一括沈線で施

文），表面は外周は2条・内帯横方向は2条・同心円文は2条の沈線，同心円文の中心は径12cmの竹管文，上端部付近に鋭利な工具による深い沈線あり(1
因4-41-1家（千木1-1) 条ずつ施文），裏面は外周は2条・内帯横方向は4条・斜め方向（若干円弧状）は2条の沈線，両面とも4箇所ずつ斜め上方からの小孔あり（計8箇所，径09cm,1248（主体），956,1247 1トレ

貫通3・未貰通5，線刻の後に穿孔），不明瞭だが一部ハケ目あり，家1-1あるいは1-2に取り付く可能性があるが同じ文様ではないため不確定，千木幅

11 7cm 
20 7X高(360)/3 0 密やや砂粒目立つ～10mm／片多葦，透中量，白多量，赤少量，雲微量，黒（チャ）少量 I【黄橙l外 75YR7/4にぶい栂～25YR6/8橙，浙：25YR5/3にぶい赤褐く良好＞ S12E16G12叉l而20).S12E16G5(1叫面20) 東造出中央部

下半部欠損，上端部中央に切り込みあり，両面に施文（いずれの文様も2条一括沈線で施文），表面は外周は2条・内帯横方向は4条・同心Pl文は2~4条の

図4-42-2家（千木1-2)
沈線，同心円文の中心は径12cmの竹管文，上端部付近に鋭利な工具による深い沈線4条あり(1条ずつ施文），裏面は外周は2条・内帯横方向は4条・斜め

1433（主体），1354 1トレ
方向は2条の沈線，両面とも2箇所ずつ斜め上方からの小孔あり（計4箇所，径09X深2lcm，未貫通，線刻の後に穿孔），不明瞭だが一部ハケ目あり(8~10

本／lcm)，家1-1あるいは1-2に取り付く可能性があるが同じ文様ではないため不確定

13 5X高(300)/3 2 密やや砂粒目立つ～4mm/片多量，透多量，白中量，赤中量，雲微量，黒（チャ）中量 1［黄橙l外 25YR6/6橙～75YR6/6橙，断75YR5/3Iこぶい褐く良好＞ S12E16G21（図面21),Sl2El6G28（圏面20) 束造出中央部

下半部欠損，上端部中央に切り込みあり，両面に施文（いずれの文様も2条一括沈線で施文）屈14-41-1・医4-42-2と違い表裏面とも同心Pl文（一面は文様

図4-42-3家（千木1-3)
不明瞭だが外周は2条・内帯横方向は4条？・同心円文は2条の沈線，同心円文の中心は径12cmの竹管文，上端部付近に鋭利な工具による深い沈線あ

1247（主体），956,1370 1トレ
り(1条ずつ施文，片面は鋭利ではなく他と同じ2条一括沈線による施文），計3箇所の斜め上方からの小子しあり(1箇所は未貫通，線刻の後に穿孔），調整不明

瞭，家1-1あるいは1-2に取り付く可能性があるが同じ文様ではないため不確定

13 ox高(230)/3 3 密やや砂粒H寸つ～5皿 n／片多量，透中量，白少量，赤中量，黒中量，雲微量 I［黄褐l外 25YR6/6橙～75YR6/6橙，断10YR5/2灰褐色く良好＞ S12El6Gl3（図面20)/S12El6G12（因面20) 東造出中央部

図4-43-1家（棟木）
巾空の棟木か（家1-1か，C面ではなくA面に取り付くか），中央に小孔あり（一辺07cm，貫通），下部に板状のものが貼り付いていた痕跡あり，畏面の剥離部に

1460 1トレ
は長方形の小形工具痕多数あり（貼り付けのためのキズ？），先端部径72cm

103X100X両125 密～8mm／片多旦透中は白中贔赤中贔雲微贔黒（チャか）少品 |［橙】外25YR6/6橙内・断25YR4/2灰赤く良好＞ S12E16G13炎l而30) 東造出中央部

圏4-43-2家（棟木） 中空の棟木か（家1-1と同一個体か？），円形の面ありほ．対側は剥離面），調整不明瞭 1367 1トレ

(9 6)X(8 0)X(4 0) やや粗い～5mm／片やや多量透やや多量，白やや多量，赤少量，雲微量黒少量 1［橙l外 5YR6/6橙，断75YR7/4にぶい橙くやや良好＞ S12E16G29（図面20，家1-1基部周辺） 東造出中央部

函4-43-3家（大棟の部材か）
大棟上の堅魚木をのせる部材か（棟覆いの鰭飾り・棟押さえの可能性もあり），半円形のえぐり部分あり僭g魚木をのせる部分か），下部は本体との刺離血医 80 
4-43-4-5と同一個体か（家1-1あるいは家1-5か）

1トレ

(6.4)X2 5X2 7 密～2mm／片中量，透中量，白中量，赤少量，霙微量，黒中量 |【橙〈or桃）】外5YR6/6橙，断・剥離面5YR5/3にぶい赤褐く良好＞ S12E16(2層） 東造出

圏4-43-4家（大棟の部材か）
大棟上の堅魚木をのせる部材か（棟覆いの鰭飾り・棟押さえの可能性もあり），半円形のえぐり部分あり僭苔魚木をのせる部分か），下部は本体との剥離面，圏

985 1トレ
4-43-3'5と同一個体か（家1-1あるいは家1-5か）

(9 3)X 1 8 X3 6 密～3mm／片中呈，透やや多母，亡中呈，赤少母，雲微呈，黒（チャか）中最 I［橙（or桃）】外5YR6/6橙，断・剥離面5YR5/3にぶい赤褐く良好＞ S12E16G47 東造出中央東側

図4-43-5家（大棟の部材か）
大棟上の堅魚木をのせる部材か（棟覆いの鰭飾り・棟押さえの可能性もあり），乎円形のえぐり部分あり僭茎魚木をのせる部分か），下部は本体との剥離而，医

353 1トレ
4-43-3'4と同一個体か（家1-1あるいは家1-5か）

(9 7)X2 0X4 0 密～3mm／片中量，透やや多量，白中量，赤少量，雲微量，黒（チャか）中量 I［橙（or桃）】外5YR6/6橙，断・剥離面5YR5/3にぶい赤褐く良好＞ S12E20（図面9) 東造出東側斜面

圏4-43-6家儘根大棟？） 屋根頂部（大棟）か，家1-1または家1-5と同一個体の可能件，中央に剥離部（幅狭いが堅魚木がのる部材の剥離か），調整不明瞭 957,913? 1トレ

(12 0)X(7 2)X(3 0) 密～2mm／片少量，透中量，白中量，赤少量，雲微量，黒（チャか）中量 |【桃(or橙）】外・内25YR6/6橙，断・剥離面25YR4/3にぶい赤褐く良好） S12E16G 13,S12E16G5 東造出中央部

圏4-43-7家か（壁か歴根） 端部に面あり嘩裾か屋根端部），縦および横方向の剥離痕跡あり，一部小孔の可能性がある箇所あり（不明瞭），医4-43-10と同じコンテナ収納（同一個体？） 不明(Noloc2oc8) 1トレ

(12 O)X闇(121)／厚22 密やや大きめの砂粒あり～5mm／片やや多量，透中量，白少量，赤中量，雲微量 I【橙(orにぶい黄褐）1外沐］5Y"6/6橙，断剥離面：75Y"5/2にぶい赤褐くやや良好＞ 注記不明（注記03-01・185-132のみ） 東造出か

図4-43-8家か（裾廻突帯？） 屈曲部のある個体で端部に若干面あり僧粒居の裾廻り突帯か），表面に剥離痕（補強突帯が剥離か） 51 1トレ

(9 l)X(5 5)X(4 l) やや粗い～5mm／片中嵐，透やや多贔，白中贔，赤少贔，雲微贔，黒～灰色（チャか）少量 面［に：7ぶ.5いYR黄5/褐2(灰or褐黄橙く）良】外・内5YR5/4にぶい赤褐～5YR6/6橙，断取I離
好＞

S12E20(1層） 東造出東側斜面

図4-43-9不明形象（家？）
家形埴綸の基部の裾？（基部の覇に近い部分？据廻突帯？），直角に屈曲する個体，上面に突帯貼り付け，側面下部に半円形のえぐり，調整不明瞭（ナデ

か），他の家形埴輪とはが1個体か 35 
1トレ

(12 5)X(7 6)X(4 7) 密（やや粗い）～5mm／片中量，透やや多量，白中量，赤少量，黒少量，雲微量 1【桃(or橙）】外25YR6/6橙～5YR4/2灰褐，内25YR6/6，断5YR4/2く良好） S12E20(1-2層） 東造出東側斜面

図1-13-10不明形象（家？） 家（某部の裾 9大棟？）か器財？，側面に沈線を施した面(1本ずつ施文），天地不明，図4-43-7と同じコンテナ収納（同一個体？） 不明(Noloc2oc8) 1トレ

(9.4)X(l4 O)X(4 8) 密～5mm／片中量，透中量，白少量，赤少量，雲微量 |【にぶい黄褐1外・内・断75YR6/6橙くやや軟質＞ 注記不明（注記03-01・185-132のみ） 東造出か

図4-43-11不明形象（家千木？）
両側辺は面あり（若干丸み），U字状のえぐりあり，中央に径06cmの小孔傍げめ方向から貫通），片面に径05cmの未貫通の小孔2箇所（深25，深28cm)，両面と

35,860 1トレ
もナデ調整か，形状から千木の可能性があるが出土した他の家形埴輪とは別個体か

16 6X高(165)/2 8 密～5mm／片中量，透やや多量，白少量，赤中量，雲微量，黒少量
【にぶい黄褐(or黄橙）】外25YR6/6褐～75YR6/4にぶい橙，

S12E20(1-2層），1トレ南（表採） 東造出東側斜面
内75YR6/4にぶい橙～lOYRS/2灰黄褐，断lOYRS/2灰黄褐く良好＞
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・貝部・左腕・r ．つ^ 訊・ 』999 3条 ロ こ6粂沈線で施文，襟B̀9』 ヽ仁月IJの で区胆lして内

図4-44 人物（盛装男子1-1) 部上半は3点一括刺突文＝小さい正方形の刺突，下半は2点一括刺突文＝小さい長方形の刺突），手は指を表現して籠手（手甲）を付ける（指は貼り付け 1440 1トレ
か），腰部には2重の帯（無文の帯と2条一括沈線で施文した帯），帯中央の下に帯が垂れ下がる，両脇に円形スカシ孔，襟部分の剥離箇所にハケ目残存(9
本／lcm)

302)X17 5X(354) 虚 ～5mm／片中量透やや多量白中量赤中量雲微量黒少量 |［黄橙(or橙）】外内5YR6/6橙～75YR6/6橙，断：10YR6/3にぶい黄橙く良好＞ S12E16G12 ・ 13 ・20・ 21（図面22) 東造出中央部

囮4-45-1人物（冠）
人物がかぶるー山式冠，全体の1/3残存（復元径130cm程度），外面に2条沈線（おそらく1条ずつ施文）と2点一括刺突文で施文，内面には突帯状の貼り付

1207, 367 1トレ
けひ物の頭にかぶせる際の設置点か），調整不明瞭，復元高105cm 

(12 3)X(61)X(9 5) 密～8mm／片中量，透中量，白やや多量，赤多量，雲微量，黒少量（チャか） 1【黄橙(or橙）】外5YR7/6橙，内・断75YR6/6橙く良好＞ S12E20,S12E20（図面9) 東造出東側斜面

屈4-45-2人物（転か） ドーナツ状の部材，人物埴輪装着の鞘か，表面に沈線による文様，側面には刺突文（一部沈線あり），内径部分は剥離面か(!iiiこ装着9)，調整不明瞭，内径50cm 1332 1トレ

径91X(6 4)X3 5 密砂粒中量～5皿n／片中量，透中量，白中量，赤少量，雲微量，黒少量（チャか） 1 【黄橙】外•内・断5YR7/6橙く良好） S12E16G64（図面20) 東造出南東部

医4-45-3人物（草摺か） 草摺か巫女の衣の端部，沈線による綾杉文か，調整不明瞭屈14-45-4と詞一個体か 414 1トレ

(52)X(33)X(33) 密～2mm／片中量，透中量，白中量，赤少量，雲微量，黒微量 II橙l外・内5YR5/6明赤褐，断5YR5/4にぶい赤褐く良好＞ S12E24（図面9) 東造出東側斜面

圏4-45-4人物（草摺か） 阜摺か巫女の衣，沈線による綾杉文，調整不明瞭屈14-45-3と同一個体か，傾きや天地不明のため平面に置いて図可 446 1トレ

(68)X曲(56)/1 3 密～3mm／片中量透中量，白中量赤中量，雲微量黒少量 I[橙】外・内5YR5/6明赤褐，断5YR5/4にぶい赤褐く良好＞ S12E24（図面9) 東造出東側斜面

因4-45-5人物（帯） 人物埴翰の草摺の帯か，沈線による綾杉文（中央に2条の沈線），裏面剥離面，天地不明 1375 1トレ

長(55)X幅47/1 0 密～2mm／片中量透少量，白中量赤中量雲微量黒少量 I[橙】外・内5YR5/6明赤褐，断10YR6/3にぶい黄橙く良好＞ S12E16G29（図面20家1-1基部付近） 東造出中央部

圏4-45-6人物（大刀部分）
盛装男子に装着する大刀か，盛装男子1-1と同一個体の可能性もあるが接合せず（該当箇所の傾きが違うため別個体を想定，盛装男子1-2とする），大刀

1432, 1345 1トレ
は柄頭と鞘の先端欠損（沈線と2点一括刺突文で施文），人刀を吊り下げる帯あり（刺突文），人刀の上に剥離痕跡ありCJ1占り付け前の沈線状のキズあり，腕が貼り付く？）

(14 2)X(6 5)X(l2 6) 密～5mm／片やや多量，透中量，白中量，赤中量，雲微量，黒（チャか）少量 1［橙（or黄橙）】外・内5YR6/6橙～75YR6/6橙，断75YR7/4にぶい橙く良好） S12E16G27'28（医面2l)・G35・36（図面20) 東造出中央部

圏4-45-7人物（巫女頭部） 巫女の島田まげ部分（後ろ半分），板状の粘土を折り返して製作（空洞部あり），中央に髪をとめる帯あり，下部は頭部との剥離面偵占り付け時の沈線状のキズあり） 581,697 1トレ

12 OX(ll O)X(3 5) 密砂粒ほとんどなし～3mm／片中量，透少量，白中量，赤少量，黒少量，雲微量 I【黄褐(or黄橙）】外75YR7/6橙内・剥離面10YR5/2灰黄褐，断：75YR7/6＜良好＞ S12E24（図面9)S12E24（図面9) 東造出東側斜面

i:!14-45-8 人物（巫女袈裟状衣） 断面U字状の形状，3条一括沈線で施文，下部にヘラ状工具による穿孔あり，内外面調整不明瞭 1332 1トレ

(15 9)X(9 9)X(7 7) 密砂粒ほとんどなし～3mm／片中量，透少量，白中量，赤中量，黒微量，雲微量 II橙1外25YR6/6橙～75YR7/6橙，内：5YR6/6橙，断75YR6/4にぷい橙くやや軟質〉 S16E16G57-58（医面20家1-4集中部） 東造出南東部

屈4-45-9人物（巫女肩） 人物（巫女）の右開部か，間部にタスキ（粘土紐貼り付け），首部の剥離部残存 1614 表採

(12 2)X(4 7)X(l5 5) 密やや砂粒日立つ～4mm/片中澁透やや多呈，白中世，赤中呈黒（チャか）少呈，雲微呈 II橙】外5YR7/6橙，内5YR6/6橙，断75YR6/3にぶい褐く良好＞ 東造出表採 東造出周辺

医4-46-1人物（巫女腕1-1)
器を持つ巫女の右腕，手首側は中実傭f付近は中空），手首部分に2連の屯を貼り付け（屯6伺残存，計12~14個の玉を想定できる），巫女腕l-3•4•6と同一

1331, 1070 1トレ
地点出土だが同一個体ではなさそう

(22 O)X6 5X5 0 密仝体的に砂粒小さい～8皿］／片少量，透少籠，内少量，赤微量，雲微量，黒微量 II薮褐(or菟橙）】外内10YR7/1にぶい菟橙，翫10YR6/3にぶい貸橙くやや良好＞ S12E16G55（図面20),S12E16G63 東造出南東部

圏4-46-2人物（巫女腕1-2) 器を持つ巫女の両腕，中実，ソケット状に接合する箇所で剥離（一部中空部分残る），手首部分に玉の剥離の可能性がある痕跡あり，全体的にナデ調整 1342 1トレ

(20 5) X 4 0 X 5 2 密砂粒中量～6皿n／片中量，透少量，白少量，赤少量，雲微量，黒（チャか）少量 I［黄橙】外75YR6/6橙～5YR6/6橙，断10YR6/4にぶい黄橙くやや良好） S12E16G41（図面20) 東造出北東部

医4-46-3人物（巫女腕1-3)
器を持つ巫女の右腕，手首側は中実（中空部分とゾケット状に接合），手首部分に玉の剥離痕跡あり，図4-46-4と同ー地点出土で胎土類似（同一個体か），

1331 1トレ
巫女腕1-6と同一地点出土だが同一個体ではない

17 2 X5 2X3 7 密砂粒巾量～5皿n／片中量透巾量白少量赤巾量雲微量黒少量チャか 外 5YR6/6栂内・断75YR6/4にぶい溶くやや良好＞ S12E16G55'20 東進出南東部

囮4-46-4人物（巫女腕1-4)
巫女の左腕か？，剥離しているがおそらく器を持つ腕，手首側は中実（中空部分とソケット状に接合），手首部分に2連の玉を貼り付け(4個残存，剥離痕跡を

1331 1トレ
合わせると計12~14固の玉を想定できる），巫女腕1-3と同一地点出土で胎土類似（同一個体か）

(15 5)X5 5X1 6 密砂粒中量～8mm／片少量，透中量，白少量，赤少量，雲微量，照微量（チャか） I[黄橙】外5YR6/6橙，内断75YR6/1にぶい橙く良好＞ S12El6G55（図面20) 東造出南東部

屈4-46-5人物（巫女腕1-5) 巫女の右腕，剥離しているがおそらく器を持つ腕，手首OOは中実（中空部分とソケット状に接合），玉の剥離痕跡は確認できない，胎土は巫女腕1-6に近い 1069,1070, 154 1トレ

(18 2)X6 2X4 8 密砂粒巾量～8皿n／片少量，透巾量，白少量，赤少量，雲微量，黒少量（チャか） 1［黄橙】外・内5YR6/6橙～75YR6/6橙，断75YR6/4にぶい橙くやや良好＞ S 12 E 16G62,S 12E 16G63,S 12E 16(2～3層） 東造出南東部

屈1-16-6人物（巫女腕1-6)
巫女の左腕か，剥離しているがおそらく器を持つ腕，手首側は中実（中空部分とソケット状に接合），玉の剥離痕跡は確認できない，胎士は巫女腕1-5に近

1062, 1063, 1331 1トレ
い，1-3と同一地点出土だが同一個体ではない

157X19X31 密砂粒中量～10mm／片中量透中量白少量赤中量雲微量黒少量（チャか） ［黄橙(or黄褐）】外75YR7/6橙内・断75YR6/6橙くやや良好＞ S 12E16G54 St 2E16G55 S 12E16G551 I文1面20 東造出南東部

圏4-46-7人物（巫女？腕1-7) 巫女の右腕か？，玉類などの貼り付け確認できない，中実（ソケット状の差込部分あり），手先端部分欠損 1423 1トレ
(ll 8)X4 0X4 2 密～3mm／片巾量透巾量，白巾量赤巾量，黒少量雲微量 |［黄橙(or橙）】外5YR6/6橙，断75YR7/4にぶい褐～75YR6/2灰褐く良好＞ S12E20 東造出東側斜面

囮4-46-8人物（力士？腕）
人物の右腕か（力士の可能性あり），中実（ソケット状の差込部分あり），玉類など装着部品なし，手先端は手のひら状に作り出すが指の表現確認できず屈14-

1343 1トレ
46-9と同一個体か，胎土などから力士1-1と同一個体の可能性あり

113X39X42 やや粗砂粒目立つ～4mm／片やや多旦，透やや多旦，白中旦，赤中旦，黒中量，雲微量 or橙）］外5YR66橙断75YR6 4にぶい班＜艮好＞ S12E16G34 20 東造出（大甕北側

医4-46-9人物（力士？腕）
人物の左腕か（力士の可能性あり），中実りケット状の差込部分あり），玉類など装着部品なし，手先端は手のひら状に作り出すが指の表現確認できず，図4-

1439 1トレ
46-8と同一備体か，胎土などから）J士1-1と同一個体の可能性あり

(11 2) X 1 7 X 1 7 やや粗やや砂粒目立つ～4皿ni片やや多量透中量，臼中量，赤中量，黒少量，雲微量 1【黄橙(or橙）】外75YR7/6橙，断10YR1/l褐灰く良好＞ S12El6G60（図面21) 東造出（力士周辺）

まわし貼り付け，左腕をあげる姿勢（頭部・両腕・右脚欠損），胸部に円形の貼り付けでふくらみを出す（上半身裸），左腕に綽い帯状の貼り付け促結いと同様

図4-47~50人物（力士1-1) のものか），脚部に突帯l条伯t状の足結いか，側面には逆U字状の結び目を貼り付け），脚部卜部に径2cmのPl形の剥離痕（玉貼り付け痕か），腕部は板状エ 1439 1トレ
具によるナデで若干面取り状になる，脚部は板ナデ後に縦ハケ調整(8本／1cm)，両脇下と腹部（径22cm)にスカシ孔，脚部下半部の内面に補強突帯あり，胴

部幅240cm 

39 1 X 23 0 X 71 3 密多量の砂粒目立つ～10mm／片多量，透多量，白多量，赤中量，宝微量，黒少量（チャか） I磁 外・内5YR6/6哨～75YR6/6梯情祈75YR6/4にぶい緻＜艮好） S12E12G51 52・60 S12E16G4 21 東造出 ロ

囮4-51-1人物（力士1-1 脚）
人物脚（ふくらはぎからくるぶし，くるぶし状のふくらみ2箇所あり（くるぶしの位置から左脚か），くるぶし上に足玉貼り付け(2箇所残存，複数個剥離痕跡，一部

1276(-t体），1603 1トレ
縦方向にも？），外面ハケか（ごく一部残存，内面もハケか？），内面に補強突帯確認できず，力士1-1（図4-47~50)と胎土類似で同一個体か（図4-51-2と接合か）

ll 8Xll 8X(20 5) 密やや砂粒日立つ～3mm／片中量，透少量，白中量，赤少量，雲微量，照少量 I[橙l外・内25YR6/8橙，断25YR5/3にぶい赤橙く良好＞ S8El2G39（図面20)，東造出周辺表採 1段目テラス円筒67四側

因4-51-2人物（力士1-1 脚）
人物脚（足先），指の表現はヘラ状工具で切り込み（素足，左脚），裏面は剥離面（台部との接合面），左側面も剥離面か（台部円筒の突帯に貼り付く 9)，玉状の

1276 1トレ
表現なし，力士1-1（医4-47~50)と同一の胎土で同一個体か（図4-51-1と接合か）

6 3X(ll 5)X(2 0) 密～5mm／片中量，透中量，白中量，赤中量，雲微量，黒少量 II橙】外5YR6/6橙，剥離面5YR5/4にぶい赤橙＜艮好＞ S8E12G39（圏面20) 1段目テラス円筒67西側

圏4-51-3人物（力士1-2脚）
人物脚（くるぶし部分貼り付け，左脚），足玉貼り付け(3箇所残存，その他貼り付け痕跡2~3箇所），足の田に続く部分の貼り付け一部残る，台部円筒の突帯あ

1460,912 1トレ
り，内外面ナデと指オサエ，図4-51-4・5と同一個体か（力士1-1と少し違う胎土），脚部径110cm

(14 5)X(9 3)X(l2 9) 密砂粒目立つ～10皿n／片多量，透中量，白中量，赤中量，雲微量，黒中量（チャか） II橙(or桃）】外・内25YR6/8橙，断25YR5/4にぶい赤褐くやや軟質＞ S12E16G4・5（因面3l),S12E16G64 東造出中央部

医4-51-4人物（力士1-2脚）
人物脚（足先），指の表現はヘラ状T具で切り込み（素足ふ脚か），屯状の突起貼り付け2個残存（剃離痕は4箇所），裏面は剥離面（台部との接合面）屈14-51-

1241 1トレ
3•5と同一個体か（力士1-1 とは少し違う胎士）

6 5X(ll 9)X(4 5) 密やや砂粒目立つ～3mm／片中量，透中量，白中量，赤中量，雲少量，累少量（チャか） 11橙(or桃）】外・内5YR6/6橙剥離面5YR6/4にぶい橙くやや軟質＞ S12E16G5（医面20) 東造出巾央部

囮451 5 人物（力士12脚） 人 足先），指の表現 認刺離か，玉状の突起』りヽけj 子，側面褒側は剥離面ロロとの 口面，図451 3・4と国 か力士llとは少し違う胎土 1374 1トレ
6 9 x(51)x(4.0) l螂～,. ／片中量 i秀少量•内中量．沫少量•里（チ砂‘\9)＞暑雫磁星 |（橙(or桃）1外・内：25YR6/6橙．剥離面：25YR5/3にぶい赤褐断：2.5YR4/2灰赤くやや款質＞ C1り口1Cで 刃面90) 吐と江中占巾血

頭横部座り用の短冊形水曳平存板）（，た水て平が板み上は面断に由2点T字一状括で刺前突万文邪，鞍に上はに杓吊柱り状下のげ結る帯ぴ師2本りあ（たりて），左が側み面側は血輪に鐙転貼刻りあ付り）け，頬(2は点板一状括に刺作突り文出），す鞍，は右2憫点加一の括障刺泥突上文に，板は 1064（たてがみ結び飾り）／36,37,49,99,130,483,574~ 
図4-52~56馬1-1（頭部～体部） 状の障泥貼り付け(2条一括沈線・2点一括刺突で施文，裏面に補強突帯あり），胸繋の帯は2条一括沈線と2点一括刺突文で施文催＂急に鈴貼り付け），鞍前 580,587,588,590,594,595,624,626,627,680,684,98 7( 1トレ

輪は円形浮文・竹管文・2点一括刺突文・沈線で施文，後輪は直接接合せず，胴部側面と腹部中央にスカシ孔，胴部内面に補強突帯，尻部（図4-54)と脚部 頭部～体部）

1本（図4-56)は同一個体だが匝接接合せず

41 7X(68 2)X諏60O) 
密やや砂粒目立つ～8mm／片やや多量，透多量，白やや多量，赤少量，黒 1黄褐(or黄橙）】外・内5YR6/4にぶい橙～75YR7/4にぶい橙，断・剥離

S12El6G56/S12E24（図面9) 東造出東側斜面
（チャか）少量，雲微量，赤色チャ微量 面 10YR5/2灰黄褐く良好＞

図4-54 馬1-1侃部） 体部とは接合せず，尻尾先端欠損⑮i尾を巻く帯の貼り付け一部残存），尻尾下にスカシ孔（径30cm)，上面に杏莱あり(Pl形浮文・刺突文竹管文で施文） 578, 588, 595,680 1トレ

(15 9)X(22 3)X(20 6) 密やや砂粒目立つ～8mm／片やや多量，透多量，白やや多量，赤少量，黒 面【黄：1褐0YR(or5黄/2橙灰）】黄褐外・内5YR6/4にぶい橙～75YR7/4にぶい橙，断・剥離

（チャか）少量，霙微量，赤色チャ微量 く良好＞
S12E24（図面9) 東造出東側斜面

図4-56 馬1-1(111］部） 脚部は1本残存（右前脚と想定，体部と接合せず），脚端部はハ宇状に開く，脚部内面に縦方向の接合痕（切開再接合技法か），調整不明瞭，脚端部径80cm 580（主体）／578,49,36 1トレ

最人径173X高(436) 密やや砂粒目立つ～8mm／片やや多量，透多量，白やや多量，赤少量，黒 面【黄：1褐0YR(or5黄/2橙灰）】］ 外・内5YR6/4にぶい橙～75YR7 /4にぶい橙，断・剥離

（チャか）少量，雲微量，赤色チャ微量 黄褐く良好＞
S12E24（図面9)/S12E24 東造出東側斜面

目・耳・角の穴あり（現状では両角部が1つにつながるが、間の部分は欠損していて本来はつながっていなかったと想定），目の上端やや盛り上がる，頭部先

図1-57~62牛1-1
端欠損，足先欠損（図4-67-4~6は同一儲体の可能性あり），差込式のん耳・右角残存，尻尾一部残存（差込式），スカシは側面3筒所と尻部1筒所残存（径 1257,1258, 1259,1260（主

1トレ
4 0cm，本来は5箇所），胴部左側下部⑱［部分の側面）に板状粘土の剥離痕あり（形状不明，一部貼り付けた粘土残る，右側面では確認できず），内面の両脚 体）／1124,1125,1143,1144, 1145,1250 

遮結部には粘土をかぶせた補強あり（補強下に空洞できる）

27 0X68 8X(39 0) 密～10mm／片多量．透中量，白少量．赤少量，宴微量 【黄掘］外・内5YR6/6橙～75YR6/8橙，断10YR6/3にぶい黄橙くやや軟質＞
SSE 12 G63 ・ 64,S8 E 16G7 ・ 8（図面20)/S8E12G63・ 

東造出北西部
64,S8E16G7 ・8・ 16,S 12E16G3（図面20)

頭部～胴部残存園］•尻部接合せず），頭部完存，鼻先は平らに整形償↓作時に一悉最後に閉塞か），鼻はヘラ状工具で突き刺して穿孔，差込式の耳欠損，背
1038（頭部主体），1336傭同部主

図4-63・64猪1-1 中にたてがみの剥離痕跡（馬の可能性もあり），口は沈線状に描き口先はヘラ状工具で切り込む，左側の口の一部に小さな粘土貼り付け（牙？，右頬には剥 1トレ
離した可能性がある胆みあり），頬に板状粘土が剥離した痕跡あり債籾涙目と同じ製作方法か），脚部の卜にスカシ孔あり（径43cm)，ナデ調整か（一部板ナデか） 体）／1142,922,923,960,961,967

(31 0)X25 5X(56 2) 密やや砂粒目立つ～15mm／片多呈，透多呈，白少呈，赤中呈，雲微星： 【黄褐l外・内5YR7/6橙～5YR6/6橙，断10YR6/2灰黄褐＜軟質）
S12E12G41(1段目テラス円筒10付近），S12E16G17（圏

東造出北半部
面20，北辺円筒9付近）／S8E12G56,S12E16G17 • 18 ・25 

胴部下半部は接合せず（頭部はほぼ完存），鼻部は平らに作り出す（鼻の穴は径lcm程度の先端が丸い上具で突き刺す），口はヘラ状上具で即り込み（下あ

図4-65•66 犬1-1 ご部分は少し切り込みを広げて牙を表現か），耳先端は欠損，脚部上恨加 1249（頭部）／970,12 55,135 3, 13 57 1トレ
開再接合技法か），両脚の接合部内面は粘土をかぶせるように貼り付け，全体的にナデ調整，図4-67-7傭］部）と同一個体か，脚端部径75cm

20 5 X (27 5) X 53 8 密一部大きめの砂粒あり～10mm／片多量，透中量，白中量，赤少量，雲微量 I[橙l外・内25YR6/6橙，断25YR5/4にぶい赤褐く良好＞ S12E16G4（医面20)/S12El6G9 ・20 ・ 28（医面20) 東造出中央部

圏4-67-1動物（耳） 猪か牛の耳？（馬より小さい），牛1-1や猪1-1に比べて焼成はしっかりしている，調整不明瞭（ナデか），天地不明 987 1トレ

(6 5)X31X(2 6) 密～5mm／片少量，透中量，白少量，赤中量，雲微量 |【黄褐】外75YR7/6橙，内•断75YR6/4にぶい橙（良好＞ S16E16~E20 東造出

~4-67-2 動物（頭部？） 1牛の頭部か（牛の頭部なら牛11とは別個体），差込式の部品を差し込むスカシか2箇所残る（おそらく耳と角即万心法謡分か），調整不明瞭，胎士は牛111こffilJ'l 1335 1トレ
(65)X尚(85)/1 5 密～8mm／片少星透少凪と白少は赤微贔雲微は |【黄褐l外・内75YR6/6橙 断10YR6/2灰黄褐くやや軟質＞ S8E16G24{1如而20) 東造出北辺円筒9付近

医4-67-3動物傭同部か） 牛ののど袋か（のど袋なら牛1-1と別個体，四足動物の足のつけ根の可能性もあり），胎土は牛1-1猪 1-1に類似，円筒状部伯に半円状の粘土貼り付けか（内部空洞） 357, 358, 400 1トレ

(15 l)X(8 O)X(7 6) 密～12mm／片中量，透中量，白少量，赤少量，翌微量 I[黄橙l外・内75YR6/6橙，断10YR6/3黄橙く良好＞ S12E20（図面9) 東造出東側斜面

医4-67-4動物園］部）
四足動物の脚部，脚端部は突帯状に貼り付け，図4-67-5と同一地点出土（同一個体か），胎土は牛1-1と猪1-1に類似，内面の一部に縦方向の接合痕（切

1337（主体）， 926 1トレ
閲再接合技法か），調整不明瞭，脚端部径68cm

8 5 X 8 5 X (17 5) 密大きめの砂粒が数個あり～14皿n／片中是透中量白中量亦中是雲微最 II黄褐l外・内75YR6/6橙 断10YR6/3にぶい黄橙くやや軟質＞ SSE 16 G40 • S 12E 16G2 5炎l而20).S12E20(3屈） 束造出北辺円筒9南束側

閾4-67-5動物頃］部）
四足動物の脚部，脚端部は突帯状に貼り付け，図4-67-4と同一地点出土（同一個体か），胎土は牛1-1と猪1-1に類似，内面の一部に縦方向の接合痕（切

1337 1トレ
開再接合技法か，外面にも一部痕跡残る），潤整不明瞭，脚端部復元径74cm 

10 2 X 10 2 X (25 5) 密やや大きめの砂粒数個あり～15皿n／片中量，透中量，白中量，赤少量，雲微量 【黄褐l外・内75YR7/6橙 断10YR7/4にぶい黄橙くやや軟質＞ S8E16G40・S12E16G25'20 束造出北辺円筒9南束側

1@4-67-6 動物頃］部）
四足動物の脚部(1本分完存），脚泄部は突帯状に貼り付け，，調整不明餃だが一部ハケ目残る⑯tハケ），胎土は牛1-1と猪1-1に類似，内面は粘土積み上げ

1258 1トレ
痕跡残る，内面一部に縦方向の接合痕（切開再接合技法か），脚蛸部径71cm
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106X106X(308) 密やや大きめの砂粒含む～12mm/片多量，透多量，白多量，赤少量，雲微量 ［黄褐］外和10YR6/6明黄褐～10YR7/6朋黄褐，断：10YR6/4にぶい黄橙くやや軟質＞ S8E16G8（図面20) 東造出北辺円筒列付近

図4-67-7動物頃］部）
四足動物の脚部，犬l-l（図4-65・66)と胎土類似（犬1-1の後脚か），脚端部は突帯状に貼り付け，調整は内外面ともナデのみか，内面の一部に縦方向の接

1255 1トレ
合痕（り」開再接合技法か），脚端部径68cm

8 OX8 OX(20 9) 密人きめの砂粒Hすっ～IOmm/片多呈，透中呈，白少呈，赤多呈，雲微且，黒少呈（チャか） ［橙l外・内・断5YR5/6明赤褐く良好＞ S12E16G9（医面20) 東造出中央北側

左羽欠損以外ほぼ完存，羽は広げた状能，尾羽は水平尾，頭部・胴部羽・尾羽に径約07cmの小孔多数あり（頭部胴部は頁通，頸部のみ未貫通，羽・尾羽 1566（頭

図4-68~74翼を広げた烏形1-1
側面は未貫通），口はヘラ状上具で切り込み，羽下面に補強突帯3条貼り付け，胴部前面・後面にスカシ孔，羽のごく一部にハケ残存，円筒某部は4段(V群 部）／1244,896（羽）／1566,11400)/ 1566,897, 904, 905( 

1トレ
系円筒埴輪に類似，調整不明瞭，底部に突帯l条あり，最下段は押しつぶれて突帯が2条に見える）， Pl筒基部2•3段目にスカシ孔，胴部幅28Scm,Pl筒部 体部）／1566,896,904,905,913,12 36, 1240, 1242（円筒
高610cm，体部高25Ocm,Pl筒底部径260cm，調査時は翼を広げた烏A 部）

長512X翼復冗幅(570)
S12E12G54（図面22)/S12E12G53（圏面

密大きめの砂粒目立つ～10mm／片多量，透多量，由巾量，赤巾量，雲微量 ［橙l外・内5YR6/6橙．断10YR6/2灰黄褐く良好＞ 20)/S12E12G54,S12El2(2層）／S12E12G54・61・ 東造出中央西側x高860 
62/S12E12G53 ・54・61 62,S12E16G5 ・6 

頭部大きく欠損（側面の小孔残存），左羽は左半分欠損，左羽下面に補強突帯の剥離痕2条あり，右羽は中央部欠損，右羽下面に補強突帯l条残存(1条は

剥離痕），胴部側には羽下面の補強突帯剥離痕が3条分残る，羽上面～胴部上面に補強突帯や剥離痕あり(2条分確認泣卵闘輝i•後面•両側面にスヵシ 907,1148（頭
図4-75~82翼を広げた烏形1-2

孔あり（側面やや人きい），頭部・羽・尾羽に径約08cmの小孔多数あり（羽・尾羽側面は未貫通），尾は水平尾羽(2枚の粘土板を重ねて製作），胴部上面にハ
部）／917,1235（羽）／906,907,917（尾）／114,897,899,9041トレ

ケ目残る(7本／lcm)，円筒基部は4段(V群系円筒埴輪に類似，スカシ孔は2•3段目），円筒基部の底部に突帯あり(2条貼り付けか，沈線状の凹みあり），円筒 ,906,913,950,964,1244（体部）／904,913,1161(Pl筒部）
基部外面は8~9本／1cmの縦～斜めハケ1次調整（内面は指オサエ顕著），復元幅618X復元長62ox復元高830cm，底部復元径218cm，底部復元高
10 O~-如坦；呻四1 (¥～ (¥＾-茎 と自 lコ

S12E12G64,S16E12G49(1段目テラス円筒

密やや砂粒目立つ～10mm／片中量，透少量，白中量，赤中量，雲微量，黒微 ［黄褐(or黄橙）】外・内25YR6/8橙～75YR7/6橙，断10YR7/3にぶい黄 2 2)/S 12E 16G8,S 16E 12 G5 7（図面
(64 8)X(55 O)X(80 0) 

量 橙～10YR5/3にぶい黄褐（軟質＞ 20)/S12E12G63/S12El2(2層），S12E12G46・54・56 東造出中央西側

61 ・63,S12E16G5 • 
22/S12E12G61,S12E16G5,S16El 6Gl 

図4-83-1翼を広げた鳥暉部） I翼を広けた烏13または11の頭部片，右頬か（左頬の可能性も），径12cmの小孔（翼を広げた烏の頭部側面の小孔か），ヘラ状工具による切り込み（口の切り込みか） 1461 1トレ南サプトレ

8 7)X嵩(44)/1 7 やや密砂粒目立つ～3mm／片中量，透多量，白多量，赤少量，雲微量，黒（チャか）少葦 ＇圭碑 外 75YR7/6椅内5YR6/6橙．断75YR6/4にぶい橙（良奸＞ S20E16G20(3層南壁 東造出南側斜面

図4-83-2翼を広げた烏1-3備耶部）
翼を広げた鳥の胴部と推定(1-3とする），スカシ孔一部残存（翼を広げた鳥の首の下あるいは尾の下のスカシ孔か），外面一部ハケ目残存(8本／1cm，内面は

1432（主体），969 1トレ
ナデと指オサエ），突帯l条あり(Pl筒基部と胴部の間の突帯か），胴部径推定225cm，図4-83-3•4と同一個体か

(20 0)X(8 0)X(22 7) 密やや砂粒目立つ～8mm／片多量，透中量，白中呈，赤少呈，雲微呈，黒（チャか）少量 ［栂】外・内25YR6/8橙，断25YR6/8橙～25YR5/2赤灰く良好＞ S12E16G28（図面21家1-3の内側），S12E16G27 東造出中央部

図4-83-3翼を広げた鳥庫部～羽）
胴部上而～羽部分（左右不明），翼を広げた鳥1-3（因4-83-2•4)と同一個体か（図4-83-6と同一個体の可能性），胴部上面は平坦（やや反る，胴部の屑は

1235（主体）／881,924 1トレ
角張る形態），羽下面に補強突併の貼り付け痕跡（羽上面には補強突掛なし），前後に羽の側面一部残存（径08深 l.2cmの小孔2箇所残存），羽接合部の内面に指オサエ顕著

(16 O)X(26 6)X(7 0) や宴や微密量少黒し～大褐き色め粒の（チ砂ャ粒か目）中立量つ ～10mm／片多量，透中量，白少量，赤少量'【橙】 外：75YR7/6i登，内25YR6/6橙断25YR6/6~10YR6/3にぶい黄橙く良好＞ S16El2G57（図面20)/S16E16機械掘削，S16El2 東造出南西部

図4-83-4翼を広げた烏偶羽）
翼を広げた烏の尾羽か，翼を広げた烏1-3（屈4-83-2・3)と同一個体か，尾羽は2枚の粘土を重ねるように製作（内部に一部空洵あり），中央に貰通する小孔

1575 1トレ南サプトレ
あり（径09cm，斜め上方からの穿孔），側面に未貫通の小孔3箇所（径08cm・深2lcm)，全体に調整不明瞭

(118)X(l50)/2 0 や少や是密，雲微やや最大黒き（チめャのか砂）粒中量目，立砂つ岩1～個10mm／片やや多量，透中量，白少量，赤 ［橙l外 5YR6/6橙，内25YR6/6澄，断75YR6/3にぶい褐 く良好＞ 1トレ南側サプトレンチ(4b層） 東造出南側斜而

図4-84-5翼を広げた鳥1-4（右羽）
翼を広げた鳥の右羽（翼を広げた鳥1-1-1-2・1-3とは違う胎土なので1-4とする），羽下面に断面二角形の補強突帯1条，羽上面には未貫通の小孔l箇

411 1トレ
所，（径09cm・深22cm，斜め上方から穿孔），羽上面に線刻あるいはエ具によるキズ，羽側面に小孔2箇所残存（径07・深17~20om)，胎土が違う部分あり

(15 0)X(20 8)/2 7 
密～10mm／片多誠透多量，白中蘊赤少量，雲微蘊，黒（チャか）中呈，非常 【1こぶい黄褐1外 75YR7/4にぶい橙，内10YR7/4にぶい黄橙，

S12E24（図面9) 東造出東側斜面
に細かく密な部分と粗い部分がある 断 10YR6/3にぶい黄橙くやや良好＞

凶4-84-6翼を広げた鳥（羽）
翼を広げた烏の羽（右羽か？），翼を広げた烏1-4（図4-84-5)に胎士類似(1-3の可能性もあり），裏面に断面三角形の補強突帯一部残存（上面には補強突

1107, 1573, 1575 1トレ
帯なし），側面に小孔1個残存（径08cm•深18cm)

(23 6)X(l5 0)/3 9 やや密少し砂粒目立つ～!Omm/片中量透多量，白中糞赤少量，雲微量，黒赤チャ中呈 や［に良ぶ好い＞黄褐1外 75YR7/6橙，内75YR7/6橙，断10YR5/2灰黄褐くや S12El2G26（図面11,1段目テラス円筒埴輪列より西），1ト
東造出南側斜面

レ南側サブトレンチ(3•4a•4b屈）

図4-84-7漢を広げた鳥（羽か）
翼を広げた烏の右羽か（左羽や尾羽の可能件もあり，尾羽の場合ほかの個体にない補強突帯が貼り付く尾羽となる），側面に小孔2箇所残存（径08cm)，下

916 1トレ
面に補強突帯と推測する剥離痕跡あり，上面にも一部剥離痕跡あり（補強突帯9)，翼を広げた烏1-2に胎士類似(1-2と同一個体なら左羽となる）

(8 4)X(9 8)/14 
密やや砂粒目立つ～10mm／片多量，返少量，化中量，赤少量，雲微量，赤 ［橙l外 5YR6/6橙，内75YR7/6橙，断10YR7/3にぶい黄橙，剥離

S20E16G7 東造出南西部
チャ微量 部 10YR6/3にぶい黄橙くやや軟質）

くちばし欠損するが根元の形状から丸く尖る水鳥1-3と同形態（ツル・サギ類），目は径08cmの竹管で施す，頸部は輪積みで積み上げ．体部・頸部はハケ調 1257暉部）／1144,1254償り／1120(Pl筒部主

図4-85~87水鳥1-1 整（頸部は若干面取り状），粘土を貼り付けて段差を付けて羽を表現，尾は水平尾羽，円筒基部は3段(V群系円筒埴輪に類似，最下段は欠損，スカシ孔は2 体）／1108,1109,1111,1112,1115,1117,1118,1119,1121トレ
段目，8本／lcmの縦～斜め方向のハケもしくは板ナデ），復元長557cm，復元高650cm，突帯間隔90~10 5cm，幣理時は水鳥A 6, 1206,1456,132 

S8E12G64（囮面20)/S8E16G8,S12E16G1（図

23 5X(47 7)X(55 7) 密砂粒少し目立つ～22mm／片多是透中景，白少量，赤中是，雲微是，黒微量 【橙】外・内5YR6/6橙，断5YR4/3にぶい赤褐く良好）
面20)/S12E12G 17 • 18 ・ 25 ・26（図面11)/S12E12G17 • 

1段Hテラス～束造出中央部
18 25・26（図面ll・30),S8El2G10,Sl2El2G61 62,2ト

レS0~4(2-2恐）

体部大きく欠捐⑱i部～頸部・尾・円筒基部残存），くちばし欠損するが根九の形状から丸く尖る水鳥1-3と同形態（ツル・サギ類），目は径08cmの竹管文，頸 1567（主体）／12510,頁
図4-88~90水烏1-2 部輪積みで積み上げ，頸部外面は板ナデか（ハケの可能性，若干面取り状），尾は水平尾羽，羽は粘土を貼り付けて段差を付けて表現，円筒基部は3段(V 音附）／567?,900,1120?,1124,1141,1142,1143,1144,11トレ

群系円筒埴輪に類似，3段目に楕円形のスカシ孔，1次調整は6本／lcmの縦～斜めハケか板ナデ），内面は指オサエ多い，底部径201cm・底部高約 14 7,1169,1185,1189,125 l 
100cm・突帯11l1隠約110cm，整理時は水鳥B

20 5X(48 l)X64 2，復元
S8E 12G54 • 56,SSE 12 G49 ・ 5 7（脳面23)/S12E16G3（脳

長538cm 
密大きめの片岩粒含む～21mm／片多量，透中量，白少量，赤中量，霙紘量 【橙】外・内5YR6/6橙，断75YR7 /4にぶい橙く良好＞ 面20)/SBE12G36 ・ 5 5 • 56 • 64,SBE 16G 7 • 8 • 東迭出北西部

24,S l 2E24,S l 2E l 2G34 

図4-91-1水鳥1-3（頭部）
水鳥頭部のみ，水鳥1-1,1-2と同形態（くちばしは長く尖る，中実，くちばしの上下の境は沈線で表現，ツル·サギ類），目は竹管であける（径08cm•深0.4cm),

900, 911, 1256 1トレ
全面ナデ謁整，輸積みで頸部を作る，整理時は水烏C

(15 2)X(6 0)X(7 2) 密～5mm／片多量透中量泊少量赤中量．雲微量 ［橙l外 5YR6/6橙断・内10YR6/3にぶい黄橙く良好＞ S12E12G57,S12E16G3,S12E16G9・10（囮面20) 東造出中央部

圏4-91-2水烏債9
水烏の尾（水平），水烏1-3（医4-91-1)と同一個体か，水烏1-1・1-2に形態類似（これらよりやや幅広），上面にハケ目残る（上面の一部剥離で欠損，下面はナ

1439 1トレ
デのみ），側面は面あり(3方とも）

13 4X 9 6 X /2 2 密やや砂粒目立つ～8mrn/片多量透少量白少量赤中量雲巾量 量 ：加 外・内25YR6/6哨 断25YR6/4にぶい焙く良好＞ S12E12G60 21 東迭出 ＂西側

圏4-91-3形象円筒部仇く鳥か）
形象円筒部（水烏1-1•1-2の円筒部と厠形態，おそらく水鳥1-3),V群系円筒埴輪に類似，突帯2条残存，3段目にスカシ（径52cm)，底部両85cm・突帯間開

1454 1トレ
110~120cm，外面は斜め方向の板ナデ（内面は斜め方向のナデか）底部は重みで若干ひずむ，側面に帳lcmのエ具痕5箇所あり，整理時は水鳥D

ワ＼ ”~  占 9」>甚 如 r士型し が．n・ E 咀みにVDC:/ワァ ｀ ヽ E3わ― ,o~o. • I 

凶492 6 人刀頃即I 大刀形埴諭の右側眉部，中央に斜9上万からの小孔（径08cm，貰迪），外周は2条牙古江線ど1点 つの面l突 ，内側は2条 -1古沈緑で匡叫 C風に施 360 1トレ

幅(142)X高(265)/3 7 密やや砂粒目立つ～3mm/片多量，透多量，r'7中量，赤中量，黒色チャ少量，雲微量【橙(o,黄橙）】表・裏・断75YR7/6橙～25YR6/6橙く良好＞ S12E20（図面9) 東造出東側斜面

圏4-92-7大刀ぽ部）
大刀形埴輪の左側盾部，中央に斜め上方からの小孔（径08cm，貫通），外周はおそらく2条一括沈線と1点ずつの刺突文，内側は2条一括沈線で直弧文風

572 1トレ
に施文，外而の一部に縦ハケあり（不明瞭）

幅(108)X高(205)/4 0 やや密やや砂粒目立つ～5mm／片少星，透中塁，白中星，赤中呈，雲微星 ［橙(or黄橙）】表・裏25YR6/6橙，断75YR6/4にぶい橙く良好＞ S12E24（図面9) 東造出東側斜面

医4-92-8戦1-1
靱の左膀部，外周は2条一括沈線と2点一括刺突文で施文，内側は2条一括沈線（一部2点一括刺突文）で直弧文風の施文，裏側に円筒部へ続く補強突帯

427,438,573 1トレ
あり，ナデ調整か（介明瞭）

幅(19l)X高(162)/5 9 やや密少し大きめの砂粒あり～8mm／片多量，透中是，白少量，赤多量，雲微最 【黄橙(or橙）】表75YR7/6橙，裏5YR6/6橙，断：!OYRS/3にぶい黄褐く良好＞ S12E24（図面9) 東造出東側斜面

図4-92-9大）」か靱 大刀右側盾部か靱右鰭部，2条一括沈線と2点一括刺突で施文，胎土は靱1-2（図4-92-12-13)に近い 1057 1トレ

幅(70)X高(88)/18 密砂粒目寸つ～4mm／片中量，透中量，白少量，赤少量，雲微量，赤色チャ少量，砂岩1点 ［橙l表・裏5YR6/6橙，断75YR6/3にぶい褐く良好＞ S12E16G49 東造出北東部

図4-92-10大刀か戟 おそらく大刀の盾部（左側），靱の可能性もあり，2条一括沈線と1点ずつの刺突文（正方形の刺突）で施文，9ヽ ケ調整(6本／lcm) 82,334 1トレ

幅(85)X両(117)/1 6 やや密やや砂粒目立つ～4mm／片多量，透中量，白中量，赤少量，照微量，雲微量 ［橙l表・裏5YR6/6橙，断10YR5/3にぶい貞褐（良好＞ S12E24,S12E20（図面9) 東造出東側斜面

凶4-92-11戦 靱の右鮨部か，戟l-l（図4-92-8)と同一個体か，2条一括沈線と2点一括刺突文で施文，調整不明瞭 209 1トレ

幅(65)X面(80)/14 密～5mm／片中量，透中量，赤少量，雲微量，砂岩l点 ［黄橙l表・畏5YR6/6橙．断10YR6/2灰黄褐くやや軟質＞ S12E16(3層） 東造出

図4-92-12靱1-2 靱の左鰭部分か，2条一括沈線と2点一括刺突文で施文，胎土は図4-92-9・13に近い 37 1トレ

幅(56)X両(82)/1 7 密～5mm／片多量，透多量，由少量，赤少量，黒色チャ中量，雲微量 ［橙l表・畏5YR5/6明赤褐，断75YR5/2灰褐く良好） S12E28(2層，馬形埴輪周辺） 東造出東側斜面

図4-92-13戦か 靱の一部か，盾の可能件もあり，2条一括沈線・2点一括刺突文で施文，弧状を描く沈線あり，横断面がやや円弧状，胎土は図4-92-12（戟1-2）や図4-92-9に近い 1058 1トレ
幅(67)X向(74)/19 密～5mm／片中量透中量白少量赤中量黒色チャ少量雲微量 橙 表・裏5YR6/6橙断75YR5/3にぶい褐く良好＞ S12E16G50 東造出北東部

図4-93-1大刀（柄頭部）
側面外周は細い2条沈線と2点一括刺突文，内側は弧状の沈線で施文，護拳部欠損（護拳部の剥離部には沈線状のキズ多数，沈線と同じ工具か），断面は

1131, 1261 1トレ
台形状で上端が開く

幅77X長(208)X高(66) 密～2mm／片少量，透中量泊中量，赤少量，雲微量 ［黄橙(or黄褐）】外・内75YR7/4にぶい橙く良好＞ S8E 12G46,S8E 12G62（医面20) 東造出

図4-93-2大刀（柄部～鞘口部）
柄部は6条の細い沈線によるX字状の文様と横方向の3条沈線（一部5条，すべて3条一括沈線か），鞘口（柄口）部は2条沈線による鋸歯文風の文様（一部沈

921, 1261, 1137 1トレ
線状のキズが付けられた護拳部が剥離した痕跡あり），調整不明瞭

復元径139X高(260) 密～3mm／片少量，透多量，白中量，赤中量，雲微量，黒微量 【橙(o,黄橙）】外75YR7/6橙く良好＞ S8E12,S8E12G54（医面20),S8E12G52 東造出北西部

圏4-93-3大刀（護拳部）
外周は2条沈線(1条ずつ施文）とやや大きめの刺突，内部は3条沈線と小さい刺突(2点一括刺突），側面にも小さい刺突(2点一括刺突），断面台形状の貼り

362,363 1トレ
付け2箇所あり（中央に竹管文），裏面は本体から剥離した痕跡あり，天地不明

幅(92)X高(141)/35 密大きめの砂粒あり～10皿n／片多量，透多量，白中量，赤少量，黒（チャか）微量，雲微量 【黄澄1外・内75YR7/4にぶい橙，断75YR7/4~10YR6/2灰黄褐く良好） S12E20（図面9) 東造出東側斜面

図4-93-4大刀（鞘部） 縦にやや太い2条沈線(1条ずつ施文）と3点一括刺突文（小さい円形刺突文），X字状に細い6条沈線で施文(3条一括沈線X2重か，刺突と同一のエ具か？） 1261, 1341 1トレ

径134X高(180) 密やや砂粒日立つ～2mrn/片中量，透多量，白中量，赤中量，雲微量，照少量 ［橙(oc黄橙）】外5YR6/6橙～75YR6/4にぶい橙く良好＞ S8E l 2G54,S l 2E l 6G50（図面20) 東造出北東部・北西部

図4-93-5大刀（円筒部） Pl筒部の突帯と円形スカシあり，2条一括沈線と1点ずつの刺突文（大刀盾部の施文に類似），大刀の左盾部が剥離した痕跡，復ェ径222cm 523 1トレ
R¥ l痴 ，J，約日 l十 昌亡 ~ゴ9h ＇艇 9外． '"↓ /,Cアば、 吉;" I 

図494 1 益 11 11.印11叩） 立飾部の先端，3条者廿沈線で鹿文，調整不朋瞭 衣 9太

(75)X高(84)/2 0 密～5mm／片中量，透中量，白多量，雲微量，黒色チャ少量 【黄褐】外75YR7/6橙，断10YR6/3にぶい黄橙くやや軟質） 昭和47年2月表採 東くびれ部

図4-94-2蓋1-2（立飾部） 現状では施文は2条一括沈線，立飾部先端付近か頃改：・胎士など他の蓋と異なるため別の形象埴輪の可能性あり），調整不明瞭 979 1トレ

(73)X向(54)/2 1 密～10mm／送中量赤少量雲微量．止少量片少量，灰色チャ少量黒微量［桃(or橙）】外5YR7/6橙，断75YR6/3にぶい褐く良好＞ S12E16G37 東造出中央

図4-94-3蓋1-3位飾祁） 立飾部の先端，3条一括沈線で施文（用形文か？）蓋1-5と同ー地点出土 1458 1トレ

(12 3)X品(195)/2 5 密やや砂粒多い～5mm／透多量白中量片中量赤少量黒微量，雲微量 ［黄褐】外75YR7/6橙～75YR6/8橙 断10YR5/1褐灰く良好＞ S12E24（図面32) 東造出斜面～基堵テラス

図4-94-4蓋1-4（立飾部） 3条一括沈線で施文（用形文か），調整不明瞭 1099 1トレ
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(13 4)X高(8.4)/21 
密砂粒やや多い～7mm／片中埜，白少堡，赤少星，透中塁，雲微星，黒 【橙(or黄褐）】外5YR6/6橙～75YR6/6橙，断75YR6/3にぶい褐く良好

S12E12（医面11) 2段目斜面
（チャ？）少量赤色チャ少品，砂岩1個

図4-94-5蓋1-5（立飾部） 3条一括沈線（用形文），蓋1-3と同ー地点出土 487,604, 1458 lトレ

(139)X両(275)/2 5 密砂粒やや多い～8mm／片中蛍透中垂，白少垂，赤少量，雲微呈，黒微呈砂岩少量 I【黄褐】外75YR7/6橙～75YR6/6橙，断10YR6/2灰黄褐く良好＞ S12824（圏面9),S12824，某壇テラス（圏面32) 東造用斜面～基坦テラス

図4-95-6蓋1-6（立飾部） 飾板は1枚のみ一部残存，軸部一部残存，3条一括沈線，調整不明瞭 1235, 881, 917 lトレ

(30 l)X(26 8)X(20 5) 密～10皿n／片やや多量，透やや多量，白少量，灰色チャ少量，赤微量，雲微量 【黄橙】外・内75YR6/6橙～5YR6/8橙，断10YR6/1褐灰くやや軟質＞
S16E12G57 ~S16E16G7（図面20),S16E12機械掘

東造出1段H'f"ラス円笥22東側
削，S12E16G8

図4-96-7蓋1-7（立飾部） 沈線は1条ずつ施文（外周は2条，内帯は3条か），内帯の沈線が弧状の箇所あり（直弧文系文様か） 1335, 1262 1トレ

(190)X渦(318)/1 8 密～8mm／片中量，白少量，透中量，赤中量，褐・灰チャ少量，雲微量，黒微量 I【橙(or桃）】外5YR7/4Iこぶい橙～5YR6/6橙，断10YR6/2灰黄褐く良好） S8E16G24 ・ 32,S8E16G 16 東造出北辺円筒8南側

図1-96-8蓋1-8（立飾部） 沈線は1条ずつ施文(2条沈線，用形文か），調整不明瞭 1612 表採

(9 5)X蘭(128)/2 2 密～12mm／片多量，透中量，白中量，赤少量，雲微量 |【黄渇］外・内75YR6/6橙～10YR7/1にぶい黄渇，断10YR6/2灰黄渇く良好＞ 2007年度表採 東造出北裾付近

図4-96-9蓋1-9（立飾部） 沈線は1条ずつ施文（外周2条・内帯3~4条，用形文，外周は内帯より深く施文），ハケ調整(8本／lcm) 1089 lトレ

(213)X両(155)/2 5 密やや砂粒多い～8皿］／片中旦，透中星，白少量，赤少星，雲微量，黒少旦（チャか） 1【黄橙(or橙）】外75YR6/6橙～75YR7/4にぶい橙，断!OYR6/2灰黄褐く良好＞ S1288（図面11) 2段目斜面

図4-97-10蓋1-10（立飾部） 沈線は1条ずつ施文(2条沈線，用形文？），調整不明瞭 987 lトレ

(118)X高(88)/3 1 密～5mm／片中量，白少量，赤少量，透中量，雲微量，黒微量 |【黄橙(or黄褐）】外75YR7/6橙，断10YR6/4にぶい黄褐くやや良好） S16E16・E20 東造出南側

図4-97-11蓋1-11（立飾部） 沈線は1条ずつ施文（外周2条・内帯2~3条，用形文，外周は内帯より深く施文），ハケ調整(8本／lcm) 34 lトレ

(25 3)X両(210)/2 0 密～10mm／片中景，透中畢直少毒赤微呈，黒微母 |【橙(or菟橙）】外75YR7/6橙，断10YR6/2灰菟褐く良釘＞ S12E8(2層） 2段目斜面

図4-97-12蓋1-12（立飾部） 沈線は1条ずつ施文（外周2条・内帯3~4条，用形文），ハケ調整(8本／lcm) 1093 lトレ

(106)X高(201)/2 4 密砂粒やや多い～5皿1／片中量，白少量，亦少量，透中量，雲微量，灰色チャ少量 I【橙(or貨褐）】外75YR7/6橙～75YR6/6橙，断10YR6/2灰黄褐く良好＞ S12E12（屈面11) 2段目斜面

図1-9B99-13 荼1-13（立飾部） 飾板3枚残存，沈線は1条ずつ施文（外周2条・内帯3~4条，用形文），ハケ調整(8~9本／1cm) 1567, 988,923,891 lトレ

(50 3)X(38 3)X(26 3) 密～3mm／片中量，赤中量，透中量，白中量，黒微量，雲微量，黒色チャ少量 【黄橙(or橙）】外5YR6/6橙～10YR6/1にぶい黄橙，断10YR6/2灰黄褐く良好＞
SE12E12G49~S8E12G56（図面

東造出北内部
23),S12E12G49,S8E12~E16，表採

図4-100101-14 蓋1-14（立飾部・軸部）
飾板2枚残存，沈線は1条ずつ施文（外周2条，内帯3条，用形文か），内帯の沈線が弧状の箇所あり（直弧文系文様？），軸部完存（巾空），軸部内面に飾板貼り

1335 lトレ
付け前の沈線状の刻み目あり，調整不明瞭，飾板受部径204cm，軸部長207cm，軸部径75cm

(28 7)X(35 5)X(44 8) 密～ mm／片中量透中母亡中畢赤少母黒少景，灰色チャ微母雲微景 【に桃ぶ(oいr橙赤）褐】外25YR6/6橙～75YR7/4にぶい橙，内25YR6/6~5YR5/3 
5 ，断5YR5/3~10YR6/3にぶい黄橙く良好＞

S8E16（図面20) 東造出北辺円院89南佃l

因4-102-15蓋1-15（等部軸受部口縁）
ロ縁部に突帯なし，外面は板状工具による斜め方法のナデ羞1-4•1-9 ・ 1-11 ・ 1-12-1-19 ・ 1-22と同一地点出士(19•22と同一個体の可能性あり），形象埴

1098 lトレ
輪基部の可能性あり，目縁残存25%〇叉転復元）

ロ径l83X尚(79 密砂粒やや多い～3mm／片少量透中量白中量赤少量雲微量黒微量 1【黄橙(or黄褐） 外・内75YR7/6にぶい橙断75YR6/4にぶい橙く良好） S12El2'11 2段目斜面
圏4-102-16蓋1-16（笠部軸受部） ロ縁端部のやや下がった部分と軸受部下端部に突帯，外面の一部にハケか（不明瞭），口縁部残存80%（一部反転復元） 592,593,596,675 lトレ

ロ径17OX向(226) 密～5mm／片中量返中量化少量，赤少量雲微量，黒微量 |［黄褐】外：75YR7/4にぷい橙内25YR6/6橙～75YR 7/4，断75YR5/2灰褐く良好） S8E24（図面9) 基壇テラス中央

医4-102-17燕1-17（笠部台部） スカシ一部残存，内外面は斜め方飼の強いナデ，底面は面あり（やや丸み），底部残存50％仮転；復元） 1352, 910,955 1トレ

底径20ox画(150) 密砂粒多い～lOmm/片やや多呈遥やや多最白中蚤赤中盈雲微呈，砂栄少呈，黒少呈（チャか） 1【黄湘易】 外・内5YR6/6橙断10YR6/4にぶい黄橙く良好＞ S12E16（医面20)S12E16G2 S12E16Gll 東造出中央部

因4-102-18蓋1-18（等部等縁部） 笠縁部の端部は肥厚（突帯貼り付け？），蓋1-71-14と組み合う笠部か 1335 lトレ
(171)X(70)X(15)/(28) 密 8mm／片中量白少量透中量赤少量笠微量黒少量 II橙(or桃）】外5YR6/6橙断5YR5/4にぶい赤褐く良好＞ S8E16G24・32{1叉商i20) 東造用北辺円篇89南{IIJl

國4-102-19蓋1-19（笠部笠縁部） 笠縁部肥厚（突帯状ではない），蓋l-4•l-9·l-ll•l-12•1-22と同一地点出士，l-15•l-22と同一個体の可能性 1100 lトレ
ll 6)X(6 6)X(4.3)/(2 3) 密砂粒やや多い～5mm／片中量．透中量白中量赤少量霙微量 II苗匹 外 75YR6/6橙～5YR6/6椅断75YR6/6桁くやや軟質＞ S12E12（凶由11) 2段目斜面

~4-102-20 蓋1-20（笠部笠縁部） 笠縁部に突帯状の貼り付け，蓋1-6（立飾部）と同一地点出土 1235, 114 1トレ

(19 7)X(7 5)X(4.8)/(4 5) 密砂粒中量～8mm／片中量，透中量，白少量，赤少量，雲微量，黒微量 |【黄橙］笠卜.面：75YR7伶橙，笠下面5YR6/6橙，断：5YR6厄橙～10YH6/2灰黄褐くやや軟質＞ S16E12G57（医而20),S12El2(2層） l段Rテラス円筒22東側

因4-102-21蓋1-21（笠部笠縁部） 竿縁部に突帯状の貼り付け，蓋1-16と同一個体？ 631 1トレ
(23 9)X(8 3)X (5 O)X/(3 0) 密砂粒中量～5mm／片中量，透中量，白少量，赤中量，雲微量，黒微量 |【にぶい黄橙】外75YR6/4にぶい橙，断10YR6/4にぶい黄橙く良好＞ S12828（医面9) 東造出斜面～基壇テラス

因4-102-22蓋1-22（笠部笠縁部） 笠縁部肥厚（突帯状の貼り付けなし），蓋1-15・l-19と同 儲体の可能袢，蓋1+1-9'1-11・1-12・1-19と同 地点出土 1092 lトレ
909 1¥9 ~ "‘‘99A n¥ 痴 J ～ヽ 勺辻号 嘩

丑 w桃）l"' YR6/4こぶい樗～ YR 10匹知・1YR6/6距苗褐～lYR6/4こぶい苗熔く自好＞ ‘‘9 1 ¥ '""日
図4103 1 不明形：＼ノ工？ 力士のま9? 

＂ 
とてがみなどの口巳l'土'b), こ‘の 1 i ?，下部は接合面で 1061 lトレ

(10 4)X高(46)/1 8 密～3mm／片少母，透中埜，白中世赤中世雲微塁 |【橙】表5YR6/6橙，裏5YR7/6橙，断5YR7/6橙く良好＞ S12E16G53 東造出東半部

図4-103-2不明形象（力士 9) )J上のまげ9（人物部材や器財，動物たてがみなどの可能性も），両面とも弧状の沈線l条，下部は接合面で剥離 1062 lトレ

(7 9)X醐(45)/2 3 密～5mm／片多量透中量，赤少量，雲微量 |【橙(or黄橙）】表5YR6/6橙，裏75YR7/6橙，断75YR7/6橙く良好＞ S12E16G54 東進出東半部

図4-103-3不明形象仏物 9) 人物服か馬障泥か器財9,3条一括沈線・2点一括刺突文で施文，幅17cmの帯の貼り付け痕跡，調整不明瞭，貼り付け剥離部にハケ目残る(8本／1cm)，天地不明 148, 1331 lトレ

(14 3)X高(97)/18 密砂粒細かい～2mm/片少量，透やや多量，白中量，赤中鼠，黒微旦，雲微量 I【黄橙(or橙）】外・内5YR7/6橙，裏10YR6/2灰黄褐く良好＞ S12E16(2~3層），S12E16G64（図面20) 東迄出南東部

図4-103-4不明形象Uヽ物 9) 人物服か馬障泥か器財？，2条一括沈線と2点一括刺突文で施文，天地不明 1064, 1070 lトレ

(109)X高(96)/16 密砂粒細かい～4mm／片中量，透少量，白中量，赤少量，黒微量，雲微量 I 【黄橙(or橙）】外•内5YR6/6橙，断10YR6/3にぶい黄橙くやや良好＞ S 12E 16G56,S 12E 16 G63 東造山東半部

図4-103-5不明形象Uヽ物 9) 人物服か馬障泥か器財？，3条一括沈線で施文，天地不明，調整不明瞭 985 lトレ

(108)X高(Bo)/14 密砂粒目立たない～3mm/片少量，透中量，白少量，赤やや多量，黒微量，雲微量 I【黄褐(or黄橙）】外・内75YR7/6橙，断75YR6/3にぶい褐くやや良好＞ S12E16G47 東造出東半部

図4-103-6不明形象Uヽ物 9) 人物服か馬障泥か器財？，幅1cm程度の帯貼り付け，2条一括沈線と2点一括刺突文で施文，天地不明 965 lトレ

(9 O)X商(51)/18 密～5mm／片やや多量，透中量，白中量，赤少量，黒微量，雲微量，砂岩1点 I【黄褐(or黄橙）】外・内75YR7/6橙，断25YR7/2灰黄くやや軟質＞ S12El6G23 東造出中央部

図4-103-7不明形象ひ、物？） 人物の足（胡坐人物のかかと）か？，（人物腕や鳥の頭部の可能性も），片而のみ線刻あり（沈線3条分，片而には文様なし） 1331 lトレ

(9 O)X(5 O)X(6 2) 密～4mm／片中量透少量，白少量，赤中量，黒少量，雲微量 |【橙】外5YR6/6橙，断75YR5/2灰褐く良好＞ S12E16G55（圏面20) 東造出南東部

図4-103-8不明形象（人物？） 人物（巫女）の服（スカート部分）か，文様なし，調整不明瞭，接合しないが同一個体片多数あり 1330 1トレ

(9 3)X(6 3)X(7 5) 密砂粒目立つ～2四 n／片やや多量，透中量，白やや多量，赤微量，黒少量，雲微最 I 【橙】外•内25YR6/6~ くやや良好＞ S12E16G40・48（図面20) 東造出南東部

図4-103-9不明形象（小円板） 小円板（埴輸片転用），縁辺部は円形に整形か（自然に摩滅した可能性もあり），外面に沈線残る 122 lトレ

31X29X20 密～2mm／片多量，透中量，白少量，赤中量，雲微量 |【橙】外・内5YR7/6橙，断10YR6/2灰黄褐く良好＞ S12El2(2~3層） 東造山

図4-103-10不明形象（小円板） 小円板（埴輪片転用），縁辺部は円形に整形か（自然に摩滅した可能性もあり） 122 lトレ

33X30X21 密～2mm／片やや多量，透少量，白少量，赤少量，雲微量 |【黄褐】外75YR7/8黄褐，内75YR7/4にぶい橙，断；25Y6/2灰黄くやや良好＞ S12El2(2~3層） 東造出

屈4-103-11不明形象（小円板） 小円板（埴輪片転用），縁辺部は円形に整形か（自然に摩滅した可能性もあり） 892 lトレ

36X33Xl5 密～3mm／片やや多呈，透少呈，白中世赤微呈雲微呈黒微呈 |【黄橙】外・内75YR7/8黄橙，断25Y6/2灰黄くやや良好＞ S12E12G49 東造出北西部

図4-103-12不明形象（小円板） 小円板（埴輪片転用），縁辺部は円形に整形か（自然に摩減した可能性もあり） 1253 lトレ

31X31Xl8 密やや砂粒廿寸つ～3mm／片やや多量，透中量，白やや多量，赤微量，雲微量 I【黄褐】外・内75YR8/4浅黄橙，断10Y5/2灰黄褐く良好＞ S12El6G50（医面20) 1段Hテラス門筒11東側

医1-103-13鈴 馬1-1装着の鈴より小さい，別の馬もしくは人物の鈴か，裏側は剥離血，巫女腕医4-46-2周辺から出土 1342 lトレ

33X28Xl7 密～4mm／片やや多量透中量，白中量，赤少量，黒（チャ 9)少量，雲微量 1【橙】外5YR6/6橙，剥離面75YR6/4にぶい褐＜艮好＞ S12E16G41 ・42（図面20) 東造出北東部

因4-103-14鈴 馬1-1装着の鈴より小さい，別の馬もしくは人物の鈴か，裏側は剥離面，巫女腕医4-46-1・3-4-6周辺から出土 1331 lトレ

30X28Xl8 密～2mm／片やや多最，透中是，白中量，赤少量，黒微是，雲微是，褐色チャl点 I【橙】外5YR6/6橙，剥離面75YR6/41こぶい褐（良好） S12E16G4 7 ・55 ・ 56（医面20) 東造出南東部

因4-103-15形象埴輪甚部 形象埴輪円筒基部，底部に突帯，外面一部ハケ目残存（不明瞭），内面指オサエと粘土紐接合痕確認，底部残存30％仮．転復元） 1333 lトレ

底部径23ox高(127) 密大きめの砂粒目立つ～7mm/片多量透多量，白中量，赤少量，黒微量，雲微量 1【橙】外・内25YR6/4にぶい橙，断5YR6/2灰褐く良好＞ S12E16G53（因面20) 東造出中央東側

圏4-103-16形象埴輪基部 形象埴輪円筒甚部，底部付近に突帯，周辺に大刀や靱の破片が出土しているためこれらの基部か？，調整不明瞭，底部残存20％ほ乾；復元），倒立技法か 881 1トレ

復元底部径26OX滴(123) 
密大きめの砂粒目立つ～5皿n／片中量，透やや多量，白やや多量，赤やや 好【黄＞褐(or黄橙）】外・内75YR7/4にぶい橙，断10YR6/3にぶい黄橙く良

多量，黒少量，雲微量
S12E20は測因下層） 東造出東側斜面

図4-103-17形象埴輪基部 人物か器財の円筒部か，細い円筒部の上部に板状の貼り付け（段ができる） 1332 1トレ
15.3X偏(17.9X高(25.。蕊～ 3 辻1号季 々・9 内．、） ＇即•') • IA9ァ ｀ 宍ヽ椒

分割焼成の上屋根（切妻屋根，入母屋の上屋根か），反対側の破風欠損，妻側の壁一部残存，断面円形の棟木接合（中窄，2条一括沈線による同心円状の

図5-1~4家5-1（切妻屋根）
線刻，中央に径09cmの貫通する小孔），破風に鞭懸状の突起3箇所あり，破風に同心円状線刻(2条一括沈線，中央に深07cmの未貫通の方形刺突），屋根

3214,3215,3217,3218,3219/3229,3230,3235,3169 5トレ
は格子状の線刻（棟覆表現？網代表現9,2条一括沈線で横帯2条・縦帯4条，施文は破風裏側に及ぶ），屋根や破風に斜め上方からの貫通する小孔多数

（一辺06cm)，大棟に大きな棟飾り取り付く(2条一括沈線による施又，末貫逓の小孔あり），一部ハケ目残る(7本／1cm)，破風復元幅418cm 

長(538)X屋根幅269X やや密やや砂粒目立つ～5mm／片多量，透多量，白中量，赤中量，雲微量， 断【桃．7】. 外・内75YR7/3にぶい橙～75YR6/3にぶい褐～5YR6/6橙， S16W16G19・20・27・28・35(No 111不明
西造出南西部

高446 黒チャ中量 5YR5/3にぶい褐く良好＞ G)/S16W16G 18 ・26 ・ 27 ・33 ・ 34(No 102 ・ 113) 

図5-2 家5-1（棟飾り）
家5-1と接合しないが同一個体，家5-1の残存する破風とは反対側の破風側に取り付く棟飾りか，下部は大棟との接合面，2条一括沈線で施文，両面とも斜

3024 5トレ
め上方から一辺06cmの方形工具による小孔あり（深28,m,10cm) 

(102)X高(75)/2 0 密～3mm／片中量透多量白多量赤少量雲微量黒チャ少量 |r桃］外5YR6/4にぶい断75YR6/2灰褐く良好＞ S12W16G40(No 11 2b層） 西進出南西部

図5-2 家5-1（棟持柱）
上屋根に取り付く方形椋持柱か（中空，天地逆で下屋根の可能性もあり），家5-1と接合しないが同一個体の可能性人，下部は下屋根の棟持柱の上端に接

3217 5トレ
地する面，側面に斜格子状の又様（正面か，又様がない面は側面か），調整不明瞭

(4 3)X(7 O)X(l5 2) 密やや砂粒目寸つ～lOmm/片中量，透多量，白多量，赤中量，雲微量，黒チャ少量 I［桃］外：5YR6/4にぶい橙，内：25YR5/3にぶい赤褐，断5YR5/3にぷい赤褐く良好＞ S16Wl6G27(No 111) 西造出南西部

医5-5-1 家5-4（障泥板） 入母屋下屋根に取り付く障泥板（家5-4か，家5-1の下屋根になる可能性も），胎土は家5-2に近い，上端隅部に半円状のえぐり，施文は2条一括沈線，調整不明瞭 3510 5トレ

(5 4)X高68/2 0 密～3mm／片やや多呈，透少呈，白少基赤中呈雲微呈，黒微呈 |（黄褐(or黄橙）］外内：5YR6/6椅～75YR7/4にぶい橙，断；10YR6/2灰黄褐くやや良好＞ S16W16G27(3a層） 西造出南西部

医5-5-2 家5-4澤根軒先） 入母屋下屋根の軒先か（寄棟の可能性もあり），軒先端部に帯状の貼り付け(2条一括沈線の施文），家5-2と同一個体の可能性 4717 5トレ

(3 9)X(3 9)X(3 4) 密～3mm／片中量，透少量，白少量，赤微量，雲微量，黒微量 |［黄褐(orにぶい共褐）】外：lOYR7/4にぶい共橙，内断：lOYR6/3にぶい黄橙く良好＞ S12W20（埋戻士） 西造出西側斜面

因5-5-3 家5-4償t根軒先） 入舟屋下屋根の車T先か（寄棟の可能性もあり），軒先端部に帯状の貼り付け(2条一括沈線の施文），家5-2と同一個体の可能性 3099, 4709 5トレ

(114)X(5 3)X(3 2) 密～8mm／片中量，透やや多量，白中量，赤少量，雲微量，黒微量 |【黄褐(or黄橙）】外・内75YR7/4にぶい橙，断10YR6/2灰黄褐くやや軟質） S16W12G63(No 77),S16W16（埋戻十．） 西造出阿側斜面

図5-5-4 家5-4信根軒先）
入母屋下屋根の軒先か（寄棟の可能性もあり），軒先端部に帯状の貼り付け(2条一括沈線による施文），縦方向に板状粘土の貼り付け（棟覆？，軒先の線刻

203,797 5トレ
の後に貼り付け），貼り付け上に方形小孔（一辺06,m•深l7cm)，外面調整不明瞭・内血ナデ調整か，家5-2と同一個体の可能性あり

(15 2)X(5 8)X(4 5) 密～5mm／片中量，透やや多量，白中量，霙微量，黒少量 断【黄•2褐.5(Yo7r黄/2橙灰）黄】外・内75YR7/4にぶい橙～10YR7/4にぶい黄橙，
くやや軟質）

S16W16(1~3層） 西造山南西部

囮5-5-5 家5-4儘根軒先） 屋根軒先（寄棟屋根の隅部），入母屋下屋板か（寄棟の可能件も），軒先端部に帯状の貼り付け(2条一括沈線による施文），屋板に小孔残存（貫通），裏面に補強突帯 3230, 225 5トレ

(13 l)X(127)X(53) 密～5mm／片やや多呈，透中呈，白中世赤微呈雲微呈，黒微呈 断【黄：10褐Y(oRr6黄/3橙に）】ぶ外 75YR6/4にぶい橙，内10YR7/41こぶい黄橙，
い黄橙くやや軟質＞

S16W16G26(No 113,3,層），S16Wl6(3層） 西造出南西部

医5-5-6 家5-2（身舎墜） 家5-2の身舎の壁，出入口部l箇所，外面に沈線で横・斜め方向の線亥1I，天地不明，外面ハケ調整(9本／1cm)・内面調整不明瞭 3230 5トレ



− 225 −

(98)X高(66)/1 9 密～5mm／片やや多量，透やや多量，白やや多量，赤少量，雲微量，黒少量 断［黄10褐YR(or7に/2ぶ1こいぶ黄い褐黄）】橙外（や10やYR軟7/質4）にぶい黄橙，内10YR7/6明黄褐， S16W16G26(No 113,3a層） 西造出南西部

図5-5-7 家5-2（身舎壁） 身舎壁（隅部），隅部はゆるやかに曲がる，出入口部l箇所，外面に沈線で縦•横方向の線刻，線刻交点に方形刺突，外面ハケ調整（不明瞭）•内面ナデ調整か 3232 5トレ

(15 2)X(6 3)X(14 8) 密～5mm／片中量，透中量，白少量，赤少量，雲微量，黒微量
【黄褐(orにぶい黄褐）】外75YR7/6橙，内10YR6/4にぶい黄橙，

S16W16G27(No 113,3a層） 西造出南西部
断 25Y7/2灰黄くやや軟質＞

図5-5-8 家5-2（身舎墜） 身舎壁（隅部付近），出入口部1箇所，外面に横・斜め方向の線刻，線刻父点に方形刺突(01XO2cm・深06cm)，外面ハケ調整(9本／1cm)・内面ナデか，天地不明 3235/797,4689 5トレ

(16 4)X(3 8)X(l5 4) 密～5mm／片やや多量，透やや多量，白やや多量，赤少量，雲微量，黒中量 【薮褐(orにぶい黄褐）】外・内75YR7/6橙，断10YR6/3にぶい黄橙くやや良好＞
S16W16G33(No 113,3a層）／S16W16(1~3

西造出南西部
層），S12W16~S16W16（南畦畔，2b層）

身舎壁（隅部・基部付近），平屋の壁あるいは東造出家1-1のような分割焼成の高床部にのる身舎の壁，出入口部l箇所あり，外面に沈線で縦・斜め方向の

図5-5-9 家5-2（身舎壁） 線刻（もう一方の面は摩滅のため文様不明瞭），線刻交点に方形刺突(04XO 2cm・深04cm)，出入口部下側にも沈線，外面ハケ調整(6~9本／lcm)，基部 3230,32 31,323 3/ 3164,3169,4622 5トレ
は剥離か（接合部での割れ，わざと打ち欠いた可能性もあり），家5-4と同一個体の可能性あり（家5-1-5-3とは胎土違う）

密～5mm／片やや多量，透やや多量白やや多量，赤微量雲微量，黒少量 【黄褐(orにぶい黄褐）】外10YR7/4にぶい黄橙～75YR7 /6橙，
S16Wl6G26・27(No 113，据付

(315)X(l60)X(237) 坑）／S12W16G16(No99),S16W16G26・ 27 ・33・ 西造出南西部
’ ’ 内75YR7/6橙，断75YR6/3にぶい掲くやや軟質＞

34(No 102).S16W16G27(3e層）

図5-6-1 家5-3（棟覆）
屋根を押さえる棟覆の押縁・袢部分（帯状の押縁に平面円形・断面台形の鉾貼り付け），縦3条・横3条の沈線確認(1条ずつ施文），裏側は剥離面，上下左右

3028 5トレ
不明，家5-1・2・4とは別個体

5 5 X 3 7 X(5 4) 密砂粒やや目立つ～5mm／片やや多量，透少量，白少量，赤少最，雲微量，黒少量 橙 外 5YR6/6橙剥 離面75YR6/4にぶい橙断75YR5/2灰褐く良好＞ S8W20G55 No 15 3c層） 西造出西側斜面

図5-6-2 家5-3（棟覆） 屋根を押さえる棟覆の押縁等部分（帯状の押縁に平面円形・断面台形の竿貼り付け），沈線l条のみ確認，裏側は剥離面，上卜井右不明，家5-12 4とは別個体 3029 5トレ

5 OX3.1X(11) 密～5mm／片多量，透多量，白少量，赤やや多量，雲微量，黒少量 |［橙】外5YR6/6橙，剥離面断5YR5/3にぶい赤褐く良好＞ S8W20G61(No 16,3c層） 西造出西側斜面

図5-6-3 家5-3（棟覆） 棟覆の押縁・等部分（帯状の押縁に平面円形・断面台形の等貼り付け），沈線l条のみ確認，裏側は剥離面，上下左右不明，家5-1・2-4とは別個体 3030 5トレ

5 5X3 9X(4 4) 密～2mm／片中量，透やや多量，白中量，赤中量，雲微量，黒少量 |［橙】外5YR6/6橙，剥離面断5YR5/3にぶい赤褐く良好＞ S12W20G33(No 17,3c層） 西造出西側斜面

図5-6-4 家5-3（棟覆）
棟覆の押縁・竿部分（帯状の押縁に平面円形・断面台形の等貼り付け），沈線2条のみ確認，裏側は剥離面，剥離面にやや粗いハケ目残る(6本／lcm，接合

4188 5トレ
部に施されたハケか），上下左右不明，家5-1•2•4とは別個体

64X38X(48) 密～7mm／片やや多量，透多量，白少量，赤少量，雲微量，黒少量 |［橙】外5YR6/6橙，剥離面・断5YR4/3にぶい赤褐く良好＞ S12W20G57(2d層） 西造出西側斜面

図5-6-5 家5-3（棟覆） 棟覆の押縁・等部分（帯状の押縁に平面円形・断面台形の等貼り付け），沈線3条確認，裏側は剥離面，上下左右不明，家5-l•2•4とは別個体 4188 5トレ
44X48X70 密～3mm／片中量透中量白少量赤少量雲微量黒少量 橙外5YR6/6橙剥離面5YR5/2灰褐断5YR4/2灰褐＜艮好＞ S12W20G57 2d層 西造出西側斜面

図5-6-6 家5-3（棟覆） 棟覆の押縁・竿部分（帯状の押縁に平面円形・断面台形の等貼り付け），沈線2条のみ確認，裏側は剥離面，上下左右不明，家5-1・2-4とは別個体 3043 5トレ
4 0X2 7X(3 7) 密～7mm／片多量透巾量，白少量赤巾量雲微量黒少量 |【橙】外5YR6/6橙剥離面・断5YR5/4にぶい赤褐く良好） S12W16G52(No 31 2b層） 西造出北匝部

図5-6-7 家5-3（棟覆） 棟覆の押縁・等部分（帯状の押縁に平面円形・断面台形の竿貼り付け）縦2条・横1条ずつの，沈線確認，裏側は剥離面，上下左右不明，家5-l•2•4とは別個体 764 5トレ

50X40X(48) 密～5mm／片多量，透中量，白少量，赤中量，雲微量，黒少量 |【橙】外5YR6/6橙，剥離面・断5YR6/41こぶい橙〈良好） S12W16(2~3層） 西造出北西部

図5-6-8 家5-3（屋根軒先） 屋根軒先（入母屋下屋根か，胎土から家5-3か），軒先端部に帯状の貼り付け（不明瞭だが2条一括沈線の施文），内外面ナデ調整か 3097 5トレ

(ll 2)X(5 8)X(4 4) 密～14mm／片やや多量透中量，白中量，赤中量，雲微量，黒微量 |【橙】外・内5YR6/6橙，断10YR5/3にぶい黄褐くやや良好＞ S12W16G10(No 75,3a層） 西造出北西部

図5-6-9 家5-3（裾廻突帯 9)
裾廻突帯か屋根？，縦方向と横方向の線刻あり，中央縦方向に剥離痕債切付け前につけられた沈線状のキズと6~7本／1cmのハケあり），側面の裏は剥離

3075 5トレ
面偵り付け部に施されていたハケ目残る）屈15-6-10と同一個体(11とも同ーか）

(9 5)X(42)X(3 9) 密大きめの砂粒含む～5皿 1／片やや多量，透少量，白中量，赤中量，雲微最，黒少量 1【橙】外5YR6/6橙剥離面・断75YR5/2灰褐くやや良好＞ S8W12Gl4(No 57 3b層） 1段hテラス円筒7周辺

屈5-6-10家5-3（裾廻突帯？） 裾廻突帯か屋根？，横方向5条の線刻あり(1条ずつ施文），側面の裏は剥離面屈15-6-9と同一個体(11とも同ーか） 764 5トレ
(7 5)X(4 l)X(4 3) 密大きめの砂粒含む～5mm／片中垂透多垂，白やや多里，赤やや多量雲微量，烹少量 I【橙】外・内5YR6/6橙，断・剥離面75YR5/2灰褐くやや良好＞ S12W16(2~3屠） 西造出北西部

医5-6-11家5-3（身舎壁）
壁裾（底部に面あり，屋根の可能性もあるがおそらく壁），外面裾部分に剥離痕（裾廻突帯か），上部にも剥離痕（変色，何を貼り付けていたか不明），沈線4条あ

764 5トレ
り(1条ずつ線刻，文様か），図5-6-1~10・12~18と胎土が近いので家5-3の可能性が高い，調整不明瞭

(14 2)X蘭(116)/2 2 密大きめの砂粒含む～5mm／片多量，透やや多量，白巾量，赤やや多量，雲微量，黒少量 1【橙】外・内5YR6/6橙断・剥離面75YR5/2灰褐くやや良好＞ S12W16(2~3層） 西造出北西部

脳5-6-12家5-3(Pl柱） 高床部基部の円柱か（断面円弧状），底部は面あり（接地面か），胎土などが囮5-6-1~11に類似するため家5-3の可能件が高い，内外面ナデ調整 752 5トレ

(8 4)X(3 5)X(5 7) 密大きめの砂粒含む～10四 n／片多量，透少量，白少量，赤中量，雲微量，黒少量I【橙】外・内25YR6/6橙，断25YR5/3にぶい赤褐くやや良好＞ S12W16（撹乱） 西造出北西部

医5-6-13家5-3（基部）
高床部基部か（側面端部に面あり）•Pl形のスカシ部分は円柱部か（剥離面になっている），卜面は指オサエで少し11!1凸できる，医5-6-12·14~18と同一個

205 5トレ
体か，胎土などが図5-6-1~11に類似するため家5-3の可能性が高い，内外面ナデ調整

(6 O)X(B 9)X3 6 密大きめの砂粒含む～8皿 n／片中量透多量白中量赤多量，雲微量黒少量 1【橙】外・内25YR6/6澄断75YR5/3にぶい褐くやや良好＞ S 12Wl 6~ W20(3層） 西造出北西部～西側鉗面

医5-6-14家5-3（基部）
高床部基部か（側面端部に面あり）•Pl形のスカシ部分は円柱部か（剥離面になっている），図5-6-12·13·15~18と同一個体か，胎土などが図5-6-1~11

764 5トレ
に類似するため家5-3の可能性が高い，内外面ナデ調幣か

60X99X45 1密大きめの砂粒含む～5mm 量透少量、白少量， 量雲微量黒微量 外：5YR66椅内・断・剥 5YR5 4にぶいぅ くやや軟質＞ S12W16 2~3層） 西造出北西部

偲5-6-15家5-3（基部）
宜床部基部か（底部に面あり），円形のスカシ部分は円柱部か（剥離面になっている，段差部分は円柱をのせるためか），図5-6-12-14-16~18と同一個体

764 5トレ
か，胎土などが圏5-6-1~11に類似するため家5-3の可能性が裔い，内外面ナデ調整か

6 2 X 12 8 XS 0 l認～4mm 量 量．白少量赤中量雲微量黒微量 外・内5YR66概断・剥 7 5YR5/3にぶい磁くやや ＞ S12W16 2~3層） 西造出北西部

~5-6-16 家5-3（基郎）
高床部基部か，円形のスカシ部分はPl柱部か（剥離面になっている，下面に補強突帯貼り付け，図5-6-12~15・17・18と同一個体か，胎土などが図5-6-1

764 5トレ
~11に類似するため家5-3の可能性が裔い，内外面ナデ調整か

68X98X51 密大きめの砂粒含む～8四 n／片多量，透少量，白中量，赤やや多量，雲微量，黒微量 外・内・剥 5YR6/6糊．断75YR5/3にぶい蕊くやや ＞ S12W16(2~3層） 西造出北西部

屈5-6-17家5-3（高床部か甚部）
円柱ほど大きくない径53cmの円形スカシ孔あり（両床部の円柱上面のスカシ孔あるいは基部の円柱11l1のスカシ孔か），，図5-6-12~16・18と同一個体か，

3441 5トレ
胎土などが図5-6-1~11に類似するため家5-3の可能性が高い，内外面ナデ調整か（上面は平らにナデ，下面はほとんどナデ調整なし9[l1]凸残る）

(7 5)X(10 l)X2 2 密大きめの砂粒含む～13皿 n／片やや多呈，透少呈，白やや多呈，赤やや多 ［橙】外・内・断5YR6/6橙くやや軟質）
量，雲微量，黒少量

S12W16G10(3a層） 西造出北西部

囮5-6-18家5-3（高床部か基部）
やや小形の径36cmの門形スカシ孔（高床部の刊杜上面のスカシ孔または基部の日杜llllのスカシ孔か）屈15-6-12~17と同一個体か，胎十などが図5-6-

764 5トレ
1~11に類似し家5-3の可能性が高い，内外面ナデ調整かU:面は平らにナデ，下面はほぼナデ調整なし）

(5 4)X(5 7)X21 密～3mm／片やや多量，透少量，白中量，赤中量，雲微量，黒微量 |【橙】外・内5YR6/6橙，断75YR7/4にぶい橙くやや軟質＞ S12W16(2～3層） 西造出北西部

囮5-6-19家5-5（屋根軒先）
屋根寄棟部の軒先（隅部），家5-3の可能性もあるが色調などが違うため家5-5とする，軒先端部に帯状の貼り付け（不明瞭だが3条一括沈線による施文か），

764 5トレ
調整不明瞭，il<JS-6-20と同一個体

(48)X(5 3)X(5 l) 密～5mm／片やや多量，透中量，白少量，雲微量，黒少量
［にぶい黄褐(or黄橙）】外75YR7/1にぶい橙内5YR7/6橙，断10Y6/3

S12W16(2~3層） 西造出北西部
にぶい黄橙くやや軟質＞

医5-6-20家5-5⑮根軒先）
歴根寄棟部の軒先，家5-3の可能性もあるが色調などが違うため家5-5とする，軒先端部に帯状の貼り付け（介明瞭だが2条 括沈線による施文か， 部4

764 5トレ
条になる），調整不明瞭，図5-6-19と同一個体

(8 8)X(46)X(3 7) 密～7mm／片やや多塁，透中贔，白中は，雲微凪黒少品 【ににぶぶいい基黄磁褐(くoやr黄や橙款）】質外＞75YR7/4にぶい橙，内5YR7/6橙，断10Y6/3 S12W16(2~3層） 西造出北西部

双脚輪状文形冠帽をか
頭部に双脚輪状文形の冠帽むかぶる（双脚部欠損），頭部ほぼ完存（体部欠損），冠帽は外周と内側円形•それを結ぶ放射状に2条平行沈線による施文(1 345 5,3463,34 7 5,3482,4691（冠

図5-7 条ずつ施文），鼻の穴はエ具により刺突臼ミ貫通），口は大きく欠損するが良通，美豆良2本残存(X字状の線刻は髪を束ねる紐を表現か），美豆良に粘土の貼 帽）／3140,3141,3147,3 345,3388,3 397,34 70,3482,348 5トレ
ぶった人物5-1

り付けあり（髪を束ねる紐の結び目か），垂髪は線刻なし，5-2よりやや小形 4,3487,4691,5099 

S12W12G4 7 • 56(3a層），S16W12G49• 57 • 61 (3a層）

【橙】外・内・断5YR6/6橙く良好）
冠帽幅163X冠帽奥行

密～5mm／片やや多量，白少量，赤やや多量，透少量，雲微量
/S16W16Gl (No 97),S16W12G51・

西造出巾央部
(13 8)X商(195) 58(Nol 73・ 97),S12W16Gl ・64No 140 • 

180),S 12Wl 2 G64(3 a層）

双脚輪状文形冠帽をか
頭部に双脚綸状文形の冠帽をかぶる，冠帽は2条一括沈線と2点一括刺突文で外周と内側円形•それむ詰ぶ放射状に施文(1点刺突に見える箇所もある

3195,3361,3501（冠帽）／3362,3507,3510（垂髪・美豆
図5-8 がおそらくすべて2点一括，沈線は1条ずつの可能性もあり），側面に刺突文（おそらく2点一括），顔・頭頂部欠損，美豆良2本残存(X字状の線刻は髪を束ね 5トレ

ぶった人物5-2
る紐を表現か），美豆良に粘士の貼り付けあり慢fを束ねる紐の結び目か），垂髪に沈線7条で髪を表現（美豆良に比べ幅広で深い沈線），5-1より全体的にや 良）

や大きい

冠綱幅19!X冠帽奥行
密～5mm／片やや多是，亦中呈，透中量，白少是，宴微呈，黒色（チャ）やや多是 【橙】外・内・断5YR6/6橙く良好）

S16W16G19 (No 109・156),S16W16G11(3a 
西造出南半部

216X高(312) 層）／S16W16G19・27(No157,3,層）

頭部の両面に顔がある人物（体部以下欠損），頭頂部は線刻や貼り付けなどの装飾なし（帽子などを被る可能性もあるが剥離痕銀察できず），片方の頬には

脳5-9 両面人物 矢羽根•もう片方には矢尻の線刻は渓員の矢尻は独立片逆刺鏃か），両方の額にも線刻あり，矢尻側の口は上部に切り込みが入る（両面とも口は貰通），鼻の 3346,3434（主体）／3340,3353,3358,3444, 345 6,4595 5トレ
穴はエ具による刺突（木貫通），美豆良は両面で共有

S12W16G7(No 141),S16W12G53(No 207)/S16W12G 

140Xl64Xl95 密～5皿 n／片中量，透少量，白中量，赤中量，黒少量，雲微量 【黄橙(or黄褐）】外・内5YR6/6橙～75YR7/4にぷい橙，断：75YR5/3にぶい橙（艮好＞ 49(No 138),S 12Wl 2 G56 • 64 (No 149・ 西造出中央部
153),S12W16G14(3a屑），S12Wl 2G48(3a 

層），S16W16(3,層）

武人の頭部（ぽぽ完存，頸部以下欠損），眉庇と衝角付冑の両方の特徴をもつ（鍔あり，鍔端部は波状の形状，鍔上面に細い沈線l条，冑の前方は少し尖って

図5-10 人物（武人頭部）
稜線あり），頭頂部にスカシ状の穴（何か差し込んでいた可能性あり），頭頂部は2条一括沈線と円形浮文で施文僑該LJ後に浮文貼り付け），下半部は横方向 3372（頭部主

5トレ
に3条一括沈線で施文(iE面と下部の緑にはPl形浮文），横方向の幅13cmの帯状の貼り付け(Pl形浮文貼り付け），冑昂頸部分（あご部分）の間に補強突帯， 体）／3371,3373,3239,34 79,3514,4355,4514 
鼻の穴は径06cmの円形のエ具で刺突債：貫通），口はヘラ状工具で貫通，頭頂部内面は上方への強いナデ，整理時は武人A（頭部）

199X198X270 密～5mm／片中量，透中量，白中量，赤少量，黒微量，雲微量 ［黄橙l外・内75YR6/6橙～5YR6/6橙，断10YR7/4にぶい黄褐く良好＞
S16W12G52(N0 164武人頭部，3a層）／S16W12G18・

西造出南半部
51 • 52 ・58 (No 116・ 164) S12Wl2(3a層）

医5-11-1
人物（盛装男子頸部～ 盛装男子の頸部～肩部，襟部に段差を作り沈線と2条一括刺突文による施文（左前の衣服か）返15-11-2・3と同一個体か（図5-11-2の左腕と同一個体な

3365, 3501, 4606 5トレ
肩部） ら接合しないため右肩の可能性人），右肩から頸部にかけて横方向の帯貼り付け(2点一括刺突文），左肩部から頚部にも縦方胴の帯貼り付け(2点一括刺突文），整理時は武人B

(19 2)X(10 O)X(!O 8) 密大きめの砂粒目立つ～1皿n／片やや多葦透やや多呈，内中量，赤中盈黒少葦，雲微呈 1［橙】外5YR6/8橙，内5YR6/6橙，断10YR5/2灰黄褐く良好） S16W16Gll(No 160,3a層） 西造出南半部

盛装男了の左腕（あるいは武人），腕中位から肩は中空・手先部分は中実億汲、部分あり），手の甲に指貼り付け傷！指の形状わかる，一部剥離），手のひら若

脳5-11-2人物（盛装男子腕） 干11!1む，手の甲から手首に籠手（手甲）貼り付け，腕中位に帯状の剥離あり（帯か籠手の一部•もしくは朝の剥離），一部 Pl形の浮文残る，脇付近に沈線4条あ 3185,3363, 3365, 3366, 3506 5トレ
り(2条一括沈線か）屈15-11-1-3と同一個体か，調査時は腕H・腕J（接合）

8 1 X20 OX6 5 密人きめの砂粒目立つ～5mm／片多量，透中量，白やや多量，赤少量，黒少量，雲微量 1,m，外25YR6/8栢．内5YR6/6桁断5YR5/31こぶい赤褐＜艮奸＞ S16W16Gl0・ ll・18・19 (No 109 ・ 158•160・ 161 3a層） 西造出南半部

屈5-11-3人物（盛装男子腕）
盛装男子の腕（あるいは武人），右手力屯現指の形状あり），中実，接合部での割れ（差込部分残る），指貼り付け2木残存⑦初は剥離），手の甲に籠手（手甲）貼り

3442 5トレ
付け，腕中位に帯状の剥離痕あり（帯もしくは籠手の貼り付け），手のひら少し圃む脳5-ll-l•2と同一個体か，整理時は武人C右手

1(10 3)X51X3 2 密～4mm／片やや多量透中量白やや多量赤中量黒微量雲微量 II橙］外5YR6/6橙～25YR6/8橙 断75YR5/3にぶい褐＜艮好＞ S12Wl6G 11(3a層） ＊S16Wl6の間津いか 西造出北西部
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人物に装着する大刀（盛装男子か武人），先端欠損，柄n（鞘n）部欠損か，中実，柄頭部は十字に深い溝を作り縦・横方向の沈線を施す，柄部と鞘部に沈

図5-11-4人物の大刀 線による直弧文風の文様，鞘部先端側は1条ずつの沈線2条と長方形上具による2点一括刺突文で施文，鞘部の鞘口側は1条ずつの沈線2条と小形の上 3507, 3180 5トレ
具（ヘラ状工具？）による1点ずつの刺突文で施文，中央付近に帯状の剥離痕2箇所（剥離部には文様なし，文様は貼り付け後），側面に人物体部との剥離

痕，草摺（図5-13)周辺で出土

長256以上x幅40 密～2皿 n／片巾量，透やや多量，白やや多量，赤中量，黒（チャか）少量，雲微量 ［橙】外25YR5/6橙，断5YR5/4にぶい赤褐（良好＞ S16W16G19(3e層），S16W16G19(No108草摺，3a層） 西造出南西部

図5-12-1人物（武人甲）
武人の胴部（甲），上部と裾部欠損，前後不確定，縦方向に2条一括沈線・横方向に1条ずつ弧状の沈線・交点に2点一括刺突文（弧状の沈線はほとんど上

3120,3121,3123,3 l 24,3125/3402/3455,3456 5トレ
向きだが一部下向きあり），脇にスカシ孔あり，腰部分に断面三角形の突帯状の貼り付け（線刻より前），図5-12-2と同一個体か，整理時は武人F（小札）

181X141X(17 8) 密～5mm／片中量，透中量，白中量，赤少量，黒微量，雲微量 ［橙】外・内5YR6/6橙，断10YR6/3にぶい黄橙く良好＞
S 12Wl 2 G54~ 56 • 63 • 64(No 88小札，3a

西造出中央部
層）／S12W12G47(No 183)/S12W12G4 7 • 48(3a層）

図5-12-2人物（武人甲）
武人の甲（あるいは草摺）の裾部，縦方向の直線は2条一括沈線・横方向の弧状は1条ずつの沈線で施文，裾部と沈線の交点に2点一括刺突文，全体的に

3140 5トレ
表面がやや即む形状，図5-12-1と同一個体の裾部か（文様構成同じ，ただし弧状の沈線は下廊きで5-12-1とは向きが違う）

(158)X高(72)/1 4 密～2mm／片中量，透中量，白中量，赤中量，黒少量（チャか），雲微量 ［橙】外・内5YR6/6橙，断10YR6/3にぶい黄橙く良好＞ S16W16Gl(No 97,3a層） 西造出中央部

図5-12-3人物（武人草摺5-2)
武人の草摺か，図5-12-3-1と5-12-3-2は同一個体と考えられるが直接接合しない（他に同一個体片多数あり），横方向に沈線を施した後に綾杉文状に沈 12-3-1 3370,3487,3367,3136,3514/12-3-

5トレ
線を施す，上部外面は稜線を有し細い沈線で施文する，上部内面は剥離痕庫l部に接合する箇所か），整理時は武人E 2 3493,3138 

3-1 (21 2)X(10 O)X 
密やや細かい砂粒目立つ～5mm／片多量，透中量，白やや多量，赤中量，黒［橙〈or黄橙）】外25YR6/6橙，内上部75YR75/2灰褐，内下部25YR5/6 

S16W12G51 • 58 • 59 • 6l(No 162 • 163,3a 
(17 5),3-2 (16 O)X(5 5) 

微量，雲微量 明赤褐，断75YR5/2灰褐くやや艮好＞
層），S16Wl 6G2(No 95)/S 16Wl 6G3(3a 西造出南半部

X(8 9) 層），S16Wl2G61(N095)

図5-12-4人物（巫女の裳？）
巫女の裳か（あるいは男性の服・草摺の可能性もあり），上部に沈線あり（現状で3条確認，その他は文様なし），上部は接合部での割れ，同一個体片多数あり，

3220（主体）／3223,3224,4621 5トレ
調整不明瞭，調査時は不明形象F（巫女か）・整理時は人物その他L

(35 8)X(8 6)X(l8 l)，復
密量や黒や少大量き，宴め微の量砂粒含む～3mm／片多量，透やや多量，白中量，赤やや多 ［橙】 外 25YR6/6橙，内25YR6/6橙，断75YR5/2灰褐くやや良好＞ S16W16G 17(No 112不明形象r,3a層）／，S16W16G17・

西造出南西部
元径550cm 18(Ko 112) S16W16G26(3a層）

草摺部分ほぼ完存，3条一括沈線と2点一括刺突文で格子状に施文，上部は粘土貼り付け（段差作る，胴部か，横方向の2条一括沈線と2点一括刺突文・縦 3181,3182,3185,3186,3188~3190,3192,3194~ 

医5-13 人物（武人草摺5-1) と斜め方向の3条一括沈線と2点一括刺突文による施文），方形貼り付け部あり（粘土板を重ねて貼り付け，一部は粘土折り曲げか，粘土板の隙11l1に一部空 3196（主体）／3180債切付け 5トレ
洞できる，貼り付け部の卜には貼り付け時のキザミ目あり，2点一括刺突文と X字・弧状の沈線で施文），上部内面は剥離痕停同部に接合する笹所），外面調 音附）／225,3 216,35 06,415 3,4154,4613 
整不明瞭内面は板ナデ整理時は武人D

長径473X短径422X 
密～5mm／片中量，透中量，白やや多量，赤中量，黒少量，芸微量 ［橙l外・内25YR6/6橙，断5YR5/2灰褐く良好＞

S16W16G 11 • 19(No 109草摺，3a
西造出南西部

高196 屈層））／， SS1l66WWll66GGll89・ (N1 9o •. 1207 8(N) /oS. l 6 W l 6 ( 3 
lll,2c・3a層）

人物埴翰の某部（椅子の可能性もあり），前方両側に板状の張り出し（側面にスカシ孔あり），前方上部に庇状の張り出しあり，裾部と上部に突帯2条，円筒台部

側面にもスカシ孔あり，スカシ孔のまわりに粘土貼り付け（突帯貼り付け後か），板状張り出しとあわせてスカシ孔は計4箇所，後面右側に棒状の貼り付けあり 3203（主
図5-14•15 人物埴輸基部 （かかとの形状，細い帯状の剥離痕あり，かかとであればひざまづく形態），草摺5-1（図5-13)の下層より出十（この基部上に草摺5-1が組み合う可能性あり，た 体）／3183,3185,318 7,3197,3198,3200,3201,3202 

5トレ

だし草摺の形態からひざまづく姿というより座位の可能性もあり），外面ハケ調整(7本／1cm)，整埋時は形象円筒部D（草摺の台円筒），井辺八幡い古墳に類

例あり

29 5X38 6X(20 0) 密～5mm／片やや多量，透中量，白中量，赤少量，黒微量，雲微量 ［橙l外・内5YR6/6橙，断25YR5/3にぶい赤褐く良好＞
S16W16G19(No 109草摺の台円筒）／S16W16Gll• 

西造出南西部
19(No 109) 

両腕をあげる形態暉部・両腕・両脚先欠損，脚部の形状は力士に似る），粘土を貼り付けて段差を作り右前の衣服を表現（紐状の結び目2筒所，文様のない

比較的簡素な衣服），胸中央に未貫通の刺突あり，右ふともも脇に紐状の貼り付け，左ふとももには竹管状のエ具による未貫通の刺突2箇所あり，ふともも上
3132（主体）／3117,3128,3129,3131,3394,3482/3117

図5-16・17両手をあげる人物 半に段差作る（衣服の裾部か），腰に帯l条貼り付け(3条一括沈線で縦・斜めの線刻，一部4条に見える箇所あり，背面側は剥離，帯正面に下方に続くと推定 5トレ
できる横・縦力向の線刻あり），帯正面下力（ふともも上部）に大きな剥離部あり（下力に垂らす帯端部か），右脚接合後に左脚接合，内面はナデ調整，両脇にス

（帯破片）

カシ孔（径32cm)，頭部や手を欠損するため職掌不明（両脚を作り出し文様のない服装から鷹匠などが想定可能），整理時は人物その他C

30 4 X 15 5 X (52 6) 密～10mm／片やや多量，透少量，白多量，赤中量，黒微量，雲微量 ［橙】外・内5YR6/6橙，断5YR5/2灰褐く良好）
S16W12G5l(No 91,3a層）／S16W12G43• 50 • 51・

西造出中央部
57(1¥o 91・176)/S12W12G38• 46 • 4 7(No 87) 

体部以下欠損，頭頂部は粘土をなでつけた後にキザミ目をつけて島田まげ状の髪を貼り付け（頭頂部内面は粘土充填して強い指オサエ），島田まげ状の
3369,3370（主体）／，3137,3140~

医5-18 人物（巫女頭部） 髪は粘土板を折り曲げて製作（前方と後方に空洞できる），島田まげ状の髪の中央に横方向の剥離痕（髪どめの帯），口・目は貫通，鼻の穴は細い工具で刺 5トレ
突，耳は内側を即ませた円板状の粘十貼り付け（中央に刺突），頭部幅107cm，頭部奥行121cm，整理時は巫女A

3142,3145,34 7 8,3496 ~ 3498 

145Xl65X(l50) 密砂粒細かい～8mm／片少量，白少量，赤少量 ［にぶい黄橙1外・内・断10YR6/41こぶい黄橙く良好）
S16W12G5l(No 162巫女頭部，3a層）／S16W12G51・

西造出南半部
60(Ko 95,3a層），S16W16G1'2・9・lO(No97) 

図5-19-1人物（巫女脱5-1)
巫女の両腕，うすい板状のものを持つ（大きく欠拍するため種類不明），指の表現なし，玉貼り付け（左右とも4個ずつ残存），手首の玉より手先側に細い帯状の

3366,3080（左腕）／3359（右腕） 5トレ
貼り付けと剥離痕跡圏輪状のもの？），腕部中空・手先中実，全体的に丁寧にナデ調整，調査時は腕J・腕G，整理時は巫女B

(28 0)X(l2 9)X6 0 密～5mm／亡少呈，赤少呈，片少呈，霙微呈，透微呈，黒微呈 【にぶい黄橙(or黄橙）】外・内・断75YR6/4にぶい橙～5YR6/6橙く良好）
S16W16G18(No 161腕J,3

西造出中央部
層），S12W16G32(No62)/S16W16Gl(No 154腕G)

図5-19-2人物（巫女腕5-2)
巫女の右腕，中実（接合部での割れか，断面に差込部分の割れあり），手首やや折れ曲がる，手先に何か刺離した痕跡あり（器か棒状のものか不明），玉の痕

764 5トレ
跡確認できず，整理時は人物その他E

(9 S)X 4 1 X5 1 密やや砂粒目立つ～5mm/片多量，透中量，白中量，亦やや多量，黒少量，雲微量 ［黄褐(o,黄橙）】外75YR7/4にぶい橙，断10YR6/3にぶい黄橙く良好＞ S12Wl6(2~3層） 西造出北西部

図5-19-3人物（巫女腕5-3) 巫女の腕（左右どちらか不明），中実（接合部での割れ，差込部分残る），手のひら凹む（器の剥離痕），玉の痕跡確認できず，調査時は腕C・整理時は人物その他G 3354 5トレ

(5 9)X3 6X3 0 密砂粒繍かい～3皿 n／片中量，透巾量，白巾量，赤やや多量，黒微量，雲微量 【橙】外5YR6/6橙，断75YR7/4にぶい橙く良好＞ S12W12G56(No 149腕C) 西造出中央部

図5-19-4人物（巫女腕5-4) 坐女の左腕（中実），手先に器をのせていた痕跡，接合部付近での割れ（断面で差込部分を観察），玉の痕跡確認できず，調査時は腕A・披理時は人物その他F 3,351,727 5トレ
(11 4) X 4 1 X 2 6 密砂粒綿かい～4皿 n／片中量透中量，白中量，赤やや多量黒微量，雲微量 ［橙(or黄橙）】外5YR6/6橙断10YR6/3にぶい黄橙（良好＞ S12W12G40(No 146 3a層）.S8W12(3層） 西造出中央部

図5-19-5人物（巫女腕5-5) 巫女の左腕か，中実（一部空洞あり），手先付近一部lllJむ，玉剥離の可能性がある変色部あり，整理時は人物その他D 171 5トレ

(10 3)X4 7X4 9 密ややや多や量大，き黒め（チのャ砂か粒）少目量立，雲つ微～量7mm／片多量，透やや多量，白やや多量，赤 ［橙】 外 5YR6/6橙，断10YR5/3にぶい黄褐 く良好） S20W12~W20 西造出南側斜面

図5-19-6人物（巫女袈裟状衣）
巫女の袈裟状衣（意須比）の左下側部分，断面U字形，下面にヘラ状工具による幅06cmの穿孔あり，3条一括沈線による施文0'I-周および内側の文様），幅

3141,3142,3143,3144,3146,314 7（主体）／3137,3502 5トレ
2 6cmの帯貼り付け(2条一括沈線による施文，製面側は帯剥離），内外面ナデ調整か，調査時は不明形象E・整理時は巫女C（帯は巫女D)

(28 5)Xl0 6X(24 5) 密～3mm／片中量，透中量，佑少量，赤中量，黒少量，雲微量 ［橙】外・内5YR7/6橙．断10YR7/2にぶい黄橙くやや軟質＞ S16W16G 1 2 • 9,S16W12G57 • 58 (NoG.9670不(N明o形.95象J 
E 3a層lS 16W16G W3a層)S16W12

西造出中央部

ほぽ全身完存（尾部欠損），たてがみは断面T字形（側面にたてがみを表現した線刻は確認できず，たてがみ前方の結び飾り欠損），口はヘラ状工具で切り

込み，鼻は右穴は貫通・左穴は未貫通，鏡板欠損（剥離部から付：形の可能性），頬部は板状，面繋は竹管文と沈線で施文償i部分は細い沈線で外側のみ，

耳部分から額部分はやや太い2条一括沈線で内側のみ），胸繋は竹笠文で施文，胸繋に馬鐸3個（細い沈線で綾杉文風線刻），尻繋は2条一括沈線で施文
3138,3139,317 4,3186,3195,3215,3237 ~ 

（太い沈線），手綱は無文，スカシ孔は胴部側面4箇所頭部下側（のど部）2箇所（径55cm•径18cm)・胴部下側中央（腹部）1箇所（径25cm)，鞍は粘土を貼り

図5-20~27馬5-1 付けて体部と少しだけ段差をつける，鞍卜面に2点一括刺突文による施文（一辺035cm正方形工具），鞍iij輪・後輪は竹管文と2条一括沈線による施文（側
3 240,32 50,3 255 ~32 61, 3263 ~3 27 5,32 77 ~ 

5トレ
面と前面のみ施文，裏面には浮文貼り付け），尻部に杏菓3箇所(Pl形浮文·竹管文•細い沈線・太い沈線•2点 括刺突文で施文，鈴貼り付け），膵泥は板状

3 282,3284,33 36,337 2,3394,3 395,347 2,347 4,34 79,3 

(2条一括沈線と2点一括刺突文で施文，左側面の障泥だけ鞍や右側障泥と違う長方形の小さい刺突工具使用，裏面に補強突帯あり），障泥上に鐙の剥離
487,3493, 3514,4 706 

痕（剥離痕小さく壺鐙か，図5-53-11が取り付く可能性），鐙を吊り下げる帯貼り付け(2点一括刺突文，鞍と同じ正方形工具），脚部内面に縦方向の接合痕（切

開阿接合技法），脚端部はハ字状に広がる形態，胴部内面に補強突帯あり，整理時は烏B骨籾訳顔あり）

S16W12G25 ・28 ・ 35 ・42~45・ 50~53 ・ 57 ~59・
(101 5) X 39 1 X高880, 

密～5mm／片多量，透多量，白中量，赤多量，黒（チャ）中量，雲微量
［黄褐1外・内10YR6/4にぶい黄橙（～一部5YR6/4にぶい橙）， 61(1¥o 120南馬主体•95·114~117 136・ 164・ 177・ 西造出南東部

復元長1115 断 10YR6/2灰黄褐く良好） 179),S 16W16G2~4・ 11・19・ 20(No 95 ・96 ・ 105 ・ 109・

111 ・119) 

ほぼ全体復元（頭部欠損），たてがみは断面T字形（側面は線刻でたてがみを表現），たてがみ前方に柱状の結ぴ飾りあり，障泥は板状（裏面に補強突帯），障

泥外周は太い2条一括沈線と2点一括刺突文・内側は細い1条ずつの平行沈線と2点一括刺突文，障泥に細い沈線で輪鐙を表現（貼り付けでない，右側面 202,277,727,3054, 3119,3127,3 22 3,3226,3234,3 23 7, 

の鐙は2点一括刺突文・左側面の鐙は3点一括刺突文で施文，鐙の沈線後に障泥外周の沈線），尾を巻く細い帯あり，胸繋は無文，面繋は竹管文で施文，尻 3 286 ~32 96, 3298,3301 ~3303,3 30 5 ~ 

図5-28~35馬5-2
繋は3点一括刺突文で施文，胸繋に馬鐸2個（綾杉文風線刻）と逆V字形の取り付け3個(A字状の線刻）品”侭に環状の杏葉取り｛J1沢竹管文で施文准団iの 3 310,3320,33 35,3 341,334 7,3 348,335 2,33 57,3 364,3 

5トレ
杏葉中央は胴部側面のスカシ孔兼ねる，上面の杏葉中央は竹管文），鞍は粘士を貼り付けて体部と少し段差をつける（鞍は3点一括刺突文で施文），鞍前 382,3 383, 3386,3388,340 3,3404,3439,345 5,3456,34 
輪・後輪中央にスカシ孔あり（前輪・後輪は4が管文と細い沈線で施文，側而•前面・後而とも施文，前輪前而のみスカシ部分に細い沈線と2点一括刺突文の 60,3462,3467, 3469,34 76,3481,3495,3496,4 700,509 

施文あり），スカシ孔は胴部側面4箇所(1箇所欠損）・胴部下側（腹部）中央1箇所（径70cm)・背部1箇所（径3Oom)・尻部l箇所（径25cm)，脚部内面に縦方向 7 

の接合痕（切開再接合技法），脚端部はハ字状に広がる形態，胴部内面に補強突帯あり靡理

S16W12G12・33 34・41 ~43・48~51 53・57(No 121 

北馬主体・113・114・135・138・142・152・

(99 2)X42 OX高912，復
密やや大きめの砂粒含む～14mm／片多量，透多量，白巾量，赤少量，黒少量，雲微量 【黄褐1外内75YR7/4にぶい褐～5YR6/6橙，断10YR6/2灰黄褐く良好＞

171),S 12W12G27 ・40・4 7 ・48 ・55 ・ 56・63 ・ 64(No 88 ・89・
西造出中央部

元長1091 125・147・ 170・ 184・ 185),S12Wl6G6・ 

7(No 143),S16W16G4・9・11・17・18・25(No112・ 

159),S20W16G57(No 40),S8W12(3層），S12W20(2層）

図5-36-1翼を広げた、烏償羽）か
弧状を描く側面あり（形状から翼を広げた烏の尾羽の可能性大），側面に小孔あり（径06X深残28cm)，2枚の粘土を貼り合わせて製作，ナデ調整か，天地不

3059 5トレ
明図5-36-2・3・4と同一個体か（同一地点出土）

7 l)X(9 1)/2 5 1密やや砂粒目立つ～8mm／片中量透中量白中量赤中量雲微量 【にぶい黄掲］外・内75YR6/4にぶい橙，断10YR6/4にぶい黄褐くやや軟質＞ S8W20G45 46・53 54・61(No 45 3c層） 西進出西側斜面

図5-36-2翼を広げた烏傭厨部）
丸くふくらむ形態から翼を広げた鳥の胴部の可能性大（前後不明だが尻部か），径38cmのスカシ孔，下部はおそらく円筒基部との接合部，外面板ナデか・

785, 3059, 4714 5トレ
内面粗いナデ調整，図5-36-3'4と同一固体か（医5-36-1•3•4と同一地点出土），整理時は飛ぶ鳥c

(10 3)X(5 O)X(l 7 0) 密やや砂粒目立つ～5mm／片多贔，透中贔，白中贔，赤中贔，雲微贔，黒少贔（チャか） ぶ［橙い(o赤rに褐ぶいくや黄や褐良）】好外〉7 5YR6/4にぶい橙，内25YR6/6橙，断5YR5/3に S8Wl6(1 2層），S8W20G45・4653・54・6l(No 45,3c 
西造山西側斜面

層），S8W20埋戻土

図5-36-3翼を広げた鳥庫部）
丸くふくらむ形態から翼を広げた鳥の胴部の可能性大（前後不明だが頸部の下か），上部は頸部の剥離痕か，下部は円筒基部との接合部か，径25cmのス

3059 5トレ
カシ孔，斜め上方からの小孔（径09cm，貫通），外面板ナデ？・内面ナデ調整（一部接合痕残る），図5-36-2-4と同一個体か（図5-36-1•2•4と同一地点出土），整理時は飛ぶ鳥B

16 6)X(7 6)X(15 3) 密砂粒目立つ～8mm/片多量，透中量，白中量，赤多量，雲微量，黒少量（チャか） ［橙］外•内25YR6/6椿．断：25YR5/3にぶい赤渇くやや良好＞ S8W20G45・46・53・54・6HNo 45 3c層） 西造出西側斜面

図5-36-4翼を広げた烏傭伺部）
翼を広げた烏の胴部側面（丸くふくらむ形態），翼下側に趾り付ける補強突帯2本残存（翼は欠損），径4Oomのスカシ孔あり（補強突帯より前に穿孔），斜め上

3059, 1447 5トレ
方からの小孔あり（径08cm，貫通），図5-36-2-3と同一個体か（圏5-36-1-2・3と同一地点出土），整理時は飛ぶ鳥A

(20 4)X(8 5)X(l5 4) 密～10mm／片多量，透多量，白少量，赤中量，宴微量，黒少量
［にぶい黄橙(or橙）】外25YR6/6橙～75YR7/4にぶい橙，内25YR6/6 

S8W20G45 ・46・53 ・ 54•6 l(No 45,3c層），5トレ排士 西造出西側斜血
橙，断10YR5/2灰黄褐く良好＞
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矢5本線刻（やや太い2条一括沈線，矢羽根は杏イー形に描く），外周に帯状の貼り付1沢外側を1条ずつの細く鋭い沈線と3点一括刺突文で施文，貼り付け後

に矢を線刻），下半部は断面半円状の収納部を貼り付け（収納部底は空洞，外面は2条一括沈椋による直弧文風の弧状の文様，6本／lcmのハケ目残存），収
7 51, 7 64,3148 ~3153,3155,3156,3158 ~ 

図5-37・38胡録5-1 納部外面に紐状の結び目と勾玉状金具貼り付け（勾玉状金具は1箇所欠／員），収納部上端は帯状の貼り付け(3点一括刺突文と1条ずつの沈線，上端面も3 5トレ
点一括刺突文），収納部上端部の奥に横方向の2点一括刺突文による施文，裏面上半に縦方向の補強突帯3本（両端は円筒部につながる，中央補強突帯

3161,3445,348 5,3489（主体）／3381

から円筒部へつながる棒状の補強あり），円筒基部は2段で復元(V群系円筒埴輪に類似，スカシ孔不明，裏面～底部欠損），整理時は胡錬A

400X173X復元高
密やや砂粒目立つ～5mm／片多量，返巾量，白巾量，赤少量，黒（チャかllli:量雲徴蘊 ［橙l外・内・断25YR5/6明赤褐～一部75YR6/6橙く良好＞

S12Wl6G7 ・8 • 15 ・ 16 ・ 

(96 0) 
2 3,S 16Wl 6G 1,S 16Wl 2G59,S 12Wl 2G64(No 98主 四造出中央部

体）／S12W16G15(No169) 

図5-39 胡録5-2
胡録5-1と同形・同大，上半部のみ（円筒基部欠損），矢7本綜刻（やや太い2条一括沈線，矢羽根は杏仁形に描く），外周に帯状の貼り付け冽熊lを1条ずつの 3177,3179（主

5トレ
細い沈線と3点一括刺突文，上端～左側は大きい刺突工具・右側は小さい刺突工具），裏面に縦方向の補強突帯3本（両端はPl筒基部に続く補強突帯），整理時は胡簸B体）／203,2 25,317 3,3178,3497,3498, 3500,3501 

39 5X(5 O)X高(400) やや密砂粒目立つ～5mm／片多量透中董，白中量，赤中量，灰（チャか）少量，雲微量 し［黄橙(or枡川外・内75YR6/6橙～75YR6/4Iこぶい橙，断10YR6/3にぶ S16Wl6G 10・ 18(No 108,3a層）／S16Wl6G9~
西造出南西部

ヽ黄橙くやや良好＞ 1 l(No 104 • 108) 

医5-39 胡簸5-2（収納部）
胡鍍5-2の収納部（直接接合せず），2条一括沈線による施文（直弧文風，5-1に類似），上端面に2点一括刺突文による施文，表面中央に不明瞭だが桑11離痕

3496 5トレ
(5-1同様の紐状結び目 9)，調整不明瞭

(8 2)X(8 O)X高(128) 密やや砂粒目立つ～4mm/片多量，透中量，白中量，赤少量，赤色チャ1点，雲微量 1黄橙(or橙）】外内5YR6/6橙～10YR6/4にぶい黄橙，断：10YR5/2灰黄褐く良好） S16W16G9(3a層） 西造出南西部

奴凧形の戟，基部・体部大きく欠損，2条一括沈線と2点一括刺突文で外周を施文，上半内側は直弧状文風・下半内側は格子状に施文（格子の施文工具は

図5-40・41収5-1 やや細い），上端部に矢5本線刻（独立片逆刺鏃を表現，矢尻は矢印形・矢羽根は杏仁形・逆刺部を線刻，両面人物の線刻に類似），上端部裏面に補強突帯 203,3175,3212,3245,324 7,3376 3503,4164 5トレ
あり，不明腺だが一部ハケ目残存，調査時は不明形象B・整理時は靱A

復尤幅(415)X復冗奥行 や-や^密"-や-や"砂…粒ュ目寸つ～10mm／片多母，透多最，亡中呈，赤中母，赤色 【橙】外5YR5/6明赤褐～75YR6/6橙，断75YR6/6橙くやや良好＞ S16W16G4 • 11・12・20(No119主体・106・110・ 166) 西造出南西部
16 O)X徊元高(943) 

図512 1 蓋51 }L ロ 立~口 .'1,3条— っかり深い '，蓋t52 li " 5 19 ロ "-,咄K{ 1083 5トレ

(50)X高(103)/2 1 密～3mm／片多量，透中量，由中量，赤少量，雲微量 |［橙l外 75YR6/6にぶい橙，断5YR6/6橙く良好＞ S8W8G39(3d層） 2段目斜面

圏5-42-2蓋5-2（立飾部） 用形文•3条一括沈線，蓋5-19（笠部）•5-1（立飾部）と同ー地点出土，蓋5-4-5-5に胎土類似するが出土地点違う，調整不明瞭 3062 5トレ

(14 4)X高(181)/25 やや密人きめの砂粒目立つ～5皿 n／片多里透多呈白多垂，赤中垂，雲微里，黒チャ少里 1【橙】外5YR6/6橙，断10YR6/2灰黄褐く良好） S8W8G48(No 48) 2段目斜面

圏5-42-3蓋5-3（立飾部） 用形文•3条一括沈線，調整不明瞭，蓋5-7（立飾部）と同一地点出土 3168,3476 5トレ

(21 O)X闇(150)/2 5 やや密少し大きめの砂粒目立つ～5mm/JI中羞透多蓋．白●緻赤中羞．喪微蓋．黒チャ少蓋 1［橙l外 5YR6/6橙，断75YR5/3にぶい褐く良好＞ S 16Wl 6G 11 (No 10 l),S 16Wl 2 G50 西造出南半部

図5-42-4蓋5-4（立飾部） 用形文•3条一括沈線．飾板内側の鰭部はヘラ状工具で鋭く切り込む．蓋5-5（立飾部）に類似 3003,3004 5トレ

(19 7)X高(287)/2 7 やや密やや砂粒目寸つ～5皿 n／片多母，透多呈，白多母，赤多呈，雲微母 1［橙l外 5YR6/6橙，断10Y5/l褐灰く良好＞ S12W20(No3-4，埋戻土） 西造出西側斜面

図5-42-5蓋5-5（立飾部） 用形文•3条一括沈線羞5-4（立飾部）に類似，蓋5-6（立飾部）と同一地点出土 3058 5トレ

(24 O)X帯(270)/2 2 やや密やや砂粒目立つ～4mm/片多蔽涵中呈，白多呈，赤中呈，雲微敏，黒（チャか沙呈 1【橙】外5YR6/6橙，断10Y5/2灰黄く良好＞ S12W20G59・60~S12W24G3 4 12(No.44) 西造出西側斜面

函5-43-6蓋5-6（立飾部） 飾板受部完存（飾板は大きく欠損，軸部欠損），用形文•3条一括沈線，飾板受部外面にヘラ状のキズ，茎5-5（立飾部）と同一地点出土整理 3037,3058 5トレ

(24 2)X(28 0)X(l7 3) 密～3mm／片中量，透中量，由中量，赤中量，宴微量，赤色チャ微量
5 【橙〈or黄褐）】外5YR6/6橙～10YR7/4にぶい黄橙，断10Y5/2灰黄褐～ S12W20G53(No 24,3c層），S12W20G59 ・ 60~ 

西造出西側斜面
YR5/2灰褐くやや良好＞ S12W24G3 ・4 • 12(No.44) 

因5-44~48-7蓋5-7（立飾部）
一部欠損するが立飾部全体復冗（軸部完存），用形文•3条一括沈線(3条のうち 1本細い），調整不明瞭，飾板受部径l78cm，軸部径68cm，軸部長180cm，整

3167,3168（主体）／3324,33 26,347 8,3488,3 519 5トレ
理時は蓋軸部A，蓋5-3と同一地点出土

56 9X(53 O)X48 7 密砂粒やや多い～8mm／片やや多量，透中量，白やや多量，赤中量，雲微 ［橙(or黄橙）】外5YR6/6橙断25YR5/41こぶい赤褐く良好） S16W16Gll(No 101主体，3a層）／S16W12G51・52・58・ 
西造出南半部

量，黒（チャか）少量 ＇ 61(No 128'130,3a層），S8W12G15(3b層）

図5-49-8蓋5-8（立飾部） 立飾部上端，2条一括沈線（他に2条一括沈線は5-9だけ，同一個体か），3条一括沈線の個体と胎土違う(1条ずつ施文するグループに近い），調整不明瞭 195,3829 5トレ

(9 l)X高(132)/1 9 密～5mm／片中量，透多量，白中量，赤少量，霙微量 |【黄橙】外75YR7/4にぶい橙～10YR7/4にぶい黄橙，断10YR6/l灰黄褐く良好＞ S12W8（表土），S12W16(2・3層） 2段目斜面か

圏5-49-9蓋5-9（立飾部）
用形文・外周2条一括沈線・内郭4線帯(2条一括沈線を2段），3条一括沈線の個体とは胎士違う(1条ずつ施文するグループに近い），他に2条一括沈線は

3321 5トレ
5-8だけ（燕5-8と同一個体か），調整不明瞭

15 l)X高(122)/2 7 密やや砂粒多い～3mm／片中量透中量白中量赤中量．雲微量 |＇圭埒 外 75YR7/6椅断10YR6/3にぶい苗声く良好＞ S16W12G20(No 126 3a層） l段目テラス円筒5-29西側

図5-19-10蓋5-10（立飾部） 用形文・沈線は1条ずつ施文冽凋12線帯・内郭2~4線帯），沈線の前にハケ調整(9本／lcm) 3067,222 5トレ
(20 O)X品(223)/2 4 密～5mm／片中量透多量由中量赤少量，雲微量黒チャ少量 ［黄橙】外75YR6/6橙断25Y6/2灰黄くやや軟質＞ S16W8G33 No 50 3b層 S16・S20W123層） 2段目斜而

図5-50-11蓋5-11（立飾部） 用形文・沈線は1条ずつ施文（外周2線帯・内郭2~4線帯）．沈線の前にハケ調整(9本／lcm)．蓋5-12（立飾部）と同一個体か 3063, 193,837 5トレ
(12 6)X高(303)/2 4 密～5mm／片中呈透多呈白中呈赤少呈雲微星： |［黄橙l外・内75YR6/6橙 断25Y6/2灰黄く良女了） S8W8G5HNo 47 3b屑）．S16W16(3層）．5トレ排士 2段目斜面

図5-50-12蓋5-12（立飾部）
用形文・沈線は1条ずつ施文(2線帯のみ確認），沈線の前にハケ調整(8~9本／lcm)，軸部内面と飾板受部外面にヘラ状工具によるキザミ目（キズ）をつけ

3066 5トレ
る，軸部は内面の娠察から外傾接合か，飾板受部径200cm，軸部径最大96cm•最小50cm，軸部長210cm，整理時は蓋軸祁C，蓋5-11（立飾部）と同 個体か

(34 4)X高(411) 密～3mm／片少量，透中量，白中量，赤中量，霙微量 断［黄：10橙Y(oRr7枡/川21 外 75YR7/8黄橙～75YR6/6橙，内10YR7/4にぶい黄橙，
こぶい黄橙くやや良好＞

S12W12Gl ・2(No 49.3b層） l段目テラス円筒5-12東側

図5-51-13蓋5-13（笠部） 軸受部下部，貼り付け突帯あり，外面ナデ内面ナデ・指オサエか，蓋5-16（笠部）に胎土類似 3242 5トレ
(16 3)X(7 5)X(9 4) やや密大きい砂粒国＇1：っ～15mm／片多旦，透中且，白中旦，赤中且雲微且，赤色チャ1餌 W橙］外・内5YR6/6橙断75YR6/3にぶい褐く良好＞ S16W12G37(No 118! 西造出南東部

図5-51-14蓋5-14（笠部） 笠部端部に突帯状の貼り付け（やや低く小さい），全体に他の笠部に比べて薄くやや小さい，調整不明瞭 3328 5トレ
(8 7)X(5 9)X(3 0) 密～5mm／片多量，透中量，白多量，赤少量，霙微量 |【黄橙】外・内75YR6/6橙，断25Y6/3にぶい黄くやや軟質） S 12W12G59 ・ S12Wl 6G3(No 132，祭恵器北側大甕付近） 西造出北半部

函5-51-15蓋5-15（笠部） 笠部端部に突帯状の貼り付け（指オサエにより中央に稜線できる），調整不明瞭 3118 5トレ

(13 9)X(5 4)X(5 4) 密やや砂粒目立つ～3mm／片多量，透多量，白多量，赤少量，雲微量 |【黄橙］外内75YR6/6橙～75YR7 /6橙，断10YR7/3にぶい黄橙くやや軟質＞ S12W12G2l(No 88) 西造出北東部

図5-51-16蓋5-16（笠部） 笠部端部に突帯状の貼り付け（薄く扁平で幅広な貼り付け，指オサエで中央に稜線），蓋5-13（笠部）に胎土類似，調整不明瞭 3165 5トレ

(15 O)X(9 O)X(5 4) 密～3mm／片中量，透中量，白中量，赤中量，雲微量，黒（チャか）少量 |【橙(o,黄橙）】外・内5YR6/4にぶい橙，断75YR5/3にぶい褐く良好＞ S16W16G10(No 100) 西造出南半部

図5-51-17蓋5-17（笠部）
軸受部欠損，笠部端部に帯状の貼り付け，径50cmのスカシ孔あり，内面上半に笠部貼り付けの際のキザミ目（エ具痕，一部外面貼り付け部にもキザミ目），笠

3053,3054 5トレ
部外面ナデ調整（台部外面調整不明瞭），全体残存25%（底部残存25%），反転復元，整理時は蓋台部C

笠部径172X底部径
やや密やや砂粒目立つ～10mm／片多量，透中量，白多量，赤多量，雲微量 1茨橙(or薮褐）】外：75YR6／胡免，内75YR6/8橙断10YR6/2灰茨褐くやや軟質） S20Wl 6 G49 • 5 7 ~s 16Wl 6 G64~ S20W20G 1 (No.40) 西造出南側斜面

19 8X高(296) 

図5-52-18茜5-18（笠部）
軸受部欠損，笠部端部に帯状の貼り付け（指オサエのため稜線できる），径44cmのスカシ孔あり，内面に笠部貼り付けの際のキザミ目（エ具痕），笠部外面ナ

3103,3104（主体）／3100,205,727 5トレ
デ調整（台部外面調整不明瞭），全体残存40％偉：部残存50%），整理時は蓋台部B

笠部径44ox底部径 密やや大きめの砂粒目立つ～10mm／片多量，透多量，白中量，赤中量，雲 ［黄橙(or橙）】外・内75YR7/6橙～75YR6/4にぶい橙，断10YR7/4にぶ S 12Wl 2 G32 • 40(No 81,3a 
西造出東半部

17 OX高(311) 微量，黒（チャか）少量 ヽ黄橙くやや軟質＞ 層）／S20W12G58(No78),S12W16~20(3層），S8W12(3層）

軸受部欠損，頸部に突帯l条貼り付け，径50cmのスカシ孔2箇所（対面），笠部端部に帯状の貼り付け（指オサエのため稜線できる），笠部上に31X05cmの

図5-52-19蓋5-19（笠部） 長方形の穴あり（焼成前），台部外面・内面にキザミ目（ヘラ状のT具痕，笠部貼り付け時のキズか）併 3061, 1082, 1083 5トレ
オサ工，蓋5-l•2（立飾部）と同一地点出土，整理時は蓋台部A

笠部径44IX底部径
密大きめの砂粒あり～8皿 1／片やや多量透中董，白中量，赤少量，雲微量，黒（チャか）微呈 【黄橙】 外・休）・断75YR7/4にぶい橙～75YR7/6橙く良好＞ S8W8 G38 • 3 9 ・ 48 (No.48, 3d層） 2段目斜面

16 6X高(348) 

凶553 1 
＇ 

？ の 、mの F ' " iあるので のグこ力い，5~6条の 2条• 3182 5トレ

4 5 X (10 0) /1 1 密～3mm／片やや多量，透やや多量，白中量，赤中量，雲微量，黒少量 |【橙】外・内・断・剥離面5YR6/6橙く良好＞ S16W16Gll(No 109,3a岡草摺周辺） 西造出南西部

圏5-53-2不明形象（帯） 人物の帯か，片方の端部は二角形状になる（帯の端部），3条一括沈線と2点一括刺突文で施文晨 3476 5トレ

38X(l24)/10 密～3mm／片中量，透中量，白やや多量，赤中量，笠微量，黒微量 |［橙l外 25YR6/6橙，剥離面75YR4/2灰褐く良好＞ S16W12G50(3,層両手をあげる人物周辺） 西造出南半部

図5-53-3不明形象（帯） 人物の柑か，片方の端部は三角形状（枯の端部），4~5条の線刻(2条一括沈線の可能性大），裏面は剥離，上下左右不明，同一個体片多数（図5-3-1に似る） 3187 5トレ

4 4X(l3 7)/1 0 密～2mm／片やや多景，透中母工］やや多景，赤少母，雲微呈，黒微母 |［橙l外 25YR6/6橙，剥離面5YR5/6明赤褐く良好＞ S16W16Gl9(No 109,3,層，草摺周辺） 西造出南西部

図5-53-4不明形象（帯） 人物の帯か（馬の可能性もあり），1条ずつの沈線で綾杉文を施文，畏而は剥離而，上下左右不明，同一個体片複数あり 3136 5トレ

3 9X(5 2)XO 6 密～2mm／片中量，透中星，白中塁，赤微堡，雲微埜，黒微量 |［橙l外 5YR6/6橙，剥離面75YR5/2灰褐く良好＞ S16Wl6G2(No 95,3a層） 西造出南西部

函5-53-5不明形象債の部品？） 馬あるいは人物の部品，細い帯状の粘土で輸を作り押しつぶして製作，この部品は完存 3400 5トレ

52X21/21 密砂粒細かい～2mm／片少量，透少量，白中量，赤少量，雲微量，黒少量 I【黄褐(or黄橙）】外75YR7/6橙く良好＞ S12W12G48 (No 182,3a層） 西造出中央部

図5-53-6不明形象償：豆良？）
人物の美豆良か，2本の粘土紐をねじって製作，裏表不明（何かに貼り付いていたような平らな部分があるがはっきりとした剥離面には見えない），図5-53-7

3349 5トレ
と同一個体か（同ー地点出土，反対側の美豆良か），整理時は人物その他j

3 3X(9 O)X2 7 密やや砂粒目立つ～3mm／片中量，透やや多量，白やや多量，赤中量，雲微量，黒少量 I【黄橙(or黄褐）】外・断75YR7/6橙く良好＞ S12W12G56(No 144,3a層） 西造出中央部

[½]5-53-7 不明形象渓豆良？）
人物の美豆良か（先端部欠損），2本の粘土紐をねじって製作（うち1本の粘土紐欠損），裏表不明（何かに貼り付いていたような平らな部分があるがはっきりと

3349 5トレ
した剥離面には見えない），図5-53-6と同一個休か（同一地点出土，反対側の美豆良か），整理時は人物その他J

2 6X(7 O)X2 6 密やや砂粒日立つ～3mm/片中量，透やや多量，白中量，赤やや多量，雲微量 I［黄橙(o,黄褐）】外・断75YR7/4にぶい橙く良好＞ S12Wl2G56(No 144,3a層） 西造出中央部

函5-53-8不明形象償さ豆良？） 人物の美豆良か（中実），側面の一部に剥離痕あり，少しねじりながら指オサエで調整，特徴があまりないので美豆良とは決めがたい，図5-53-6'7とは違う形態 764 5トレ

2 7X(7 O)X2 3 密～2mm／片少量，透やや多量，白中量，赤微量，雲微量 |【黄橙(or黄褐）】外：75YR7/4にぶい橙，断剥離面10YR7/2にぶい黄橙くやや軟質＞ S12W16(2~3層） 西造出北西部

図5-53-9不明形象（家？） 家の基部か（両床の基部か），家基部なら隅部付近にあたる（隅部の稜線あり），家5-1と同ー地点出土（家5-1に胎土似る，同一個体の可能性），調整不明瞭 3217 5トレ

(13 6)X(8 5)X2 6 やや粗い～4mm／片多量透多量，白中量，赤中量溢微量，黒（チャか）少量 1【桃(or橙）】外25YR6/6橙，内25YR5/6明赤褐，断25YR5/2灰赤く良好） S16W16G27(No 111不明形象G家，3a層） 西造出南西部

図5-53-10不明形象（人物？） 不明形象（人物の帽子の頂部？），内側空洵，2点一括刺突文で縦方向に3列施文（正面に施文，裏面には施文なし） 3140 5トレ

(4 l)X(5.4)X(4 6) 密砂粒ほとんどなし～2mm/片中量，透少量，白中量，赤少量，雲微量，黒少量 1【橙】外5YR6/6橙，内25YR5/4にぶい赤褐く良好＞ S16W16Gl(No 97,3a層） 西造出中央部

図5-53-11不明形象鷹壺鐙か）
馬5-1の壺鐙か（この部品は完存），裏面は平坦な剥離面，2点一括刺突文で施文（縦方向1列・横方向1列，一方の側面には施文なし，ほぼ正方形の刺突工

3396 5トレ
具），壺鐙とすると刺突の施文位置から右側面に取り付くか

40X49X35 密～4mm／片少量透やや多量白やや多量赤微量雲微量，黒微量 |［にぶい黄褐(or黄褐）】外・内75YR6/4にぶい橙く良奸＞ S16W12G44(No 179 3a層馬5-1周辺 西造出南東部

図5-53-12形象埴輸基部5-1（人物） 人物埴翰の基部，据付坑出土だが底部片接合できず，上面はドーム状になる形態（上面に脚部の剥離痕），突帯1条，円形スカシ孔，調査時は不明形象台円筒J3425 5トレ

復元径24ox高(67) 1密～3mm／片中量涵少量化中量赤中量雲微量黒少量 |［にぶい橙(or橙）1外・内・断：5YR5/4にぶいホ鉛くやや軟質） S16W16G3(No 201形象某部据付坑 西造出南半部

図5-53-13形象埴輪基部5-2 形象円筒基部（上部欠損のため種類不明），底部に突帯1条，内外面ナデ調整か，底部残存30%，一部反転復Jし，調査時は不明形象台円筒C，据付坑内出土 3341 ~3343 5トレ
底部径29ox向(74) 密～5mm／片中量透少量白中量赤中量雲微量黒少量 W橙l外・内5YR5/6明赤褐断5YR5/3にぶい赤褐く良好＞ S16W12G49(No 138形象基部据付坑） 西造出中央部

函5-53-14形象埴輸某部5-3
形象埴輪のPl筒基部(V群系円筒埴輪に類似），上部欠損のため種類不明償l囲に靱5-1が出土しており戦の可能性），底部接合できず，突帯l条残存，天地

324 7,3248,3251（主体）／3252,3253 5トレ
不明（突帯の状況でこの向きに実測，突帯上面はきれいにナデ・下面はナデ不十分，接合痕から伶1立技法か），調整不明瞭，一部反転復冗，調査時は不明形象台Pl筒B

最大幅20ox高(237) 密やや大きめの砂粒含む～7mm／片少量，透中量，白やや多量，赤中量，雲 ［橙l外・内25YR6/6橙 断5YR5/4にぶい赤褐くやや良好＞ S16W16G4・5(No 119,3a層）／S16W12G60(No119据
西造出南半部1 偽里~里（チャが＼1J;, 昌莉姑共ウ／」パ昌 ' 付坑）

図61 1 IV群系円筒埴輪係引伊型） 面口は縁縦部9，ヽ上ケか1次ら調3段整・目横・ハ突ケ帝2次2条調分整残(4本存／（低lcrrい)，M内字面形は，口上縁か部らに1条横ハ目ケは（部か分な的り低にい縦）ハ，上ケかから，不3段明瞭目），に口ス縁カ部シの孔一 民，日上縁か部ら高17・.27段cm目，突に帯は間ス1カ3.4シcm孔，反な転し）復，外元 893,894,919, 1001, 1169 1トレ
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ロ径422X高(259) 密やや大きめの砂粒目立つ～11mm／片多贔透少贔，白中贔，赤徴凪，黒微凪，雲微量 【橙 1 外·内•断5YR6/8橙くやや良好＞ S12E12G34・ 35 ・42 ・50 ・ 51/1段目テラス円筒12
1段目テラス円筒1-

12凍造出側）

図6-1-2 w群系円筒埴輪係d伊型）
ロ緑部，上から5段目・突帯4条分残存（下半部欠損），上から3・4段目にスカシ孔，外面は縦ハケ1次調整・横ハケ2次調整，内面は縦～斜めハケ（口縁部内

1270,1272（主体）／1137,1269 1トレ
面は横ハケ，4本／lcm)，突帯貼り付け部内面に指オサエ・ナデ（突帯貼り付け時か），口縁部高70cm，突帯開88・9 2・7 5cm（上から），口縁部残存90%

［橙1外・内・断5YR6/8橙～5YR5/8明赤褐く良好）

S8R12G44·45·52（図面20.1段目テラス円筒2•北辺円
1段目テラス円筒1-

ロ径37ox高(410) 密～5mm／片やや多旦，透中贔，白やや多旦，赤少贔，黒微旦，雲微品 筒lの11l1・1段目テラス円筒
3か頃造出側）

3)/S8E12G52,S8E12G53（図面20，北辺円筒1)

図6-1-3 w群系円筒埴輪係E伊型）
ロ縁部，卜から2段目・突帯l条分残存，スカシ孔確認できず，外面は縦ハケ1次調整・横ハケ2次調整，内面は横ハケ(5~6本／1cm)，口縁部両85cm，口縁部

1311, 1319, 1320, 1323, 1325 10トレ
残存50%，反転復元

ロ径35ox向(173) 密～5皿 n／片やや多量，透中量，白やや多量，赤微量，黒（チャか）微量，雲微量 I［橙l外・内5YR6/8橙，断75YR5/3にぶい褐～5YR6/8橙く良好＞ S36E20~S36E24（因面73) 1段目テラス円筒か

底部，下から5段目・突帯4条分残存（ほぼ縦半分残存），下から2・3段目にスカシ孔，底部面あり，外面は縦ハケ1次調整・横ハケ2次調整(5本／lcm，底部付近

図6-1-4 w群系円筒埴輸係丑伊型） に強い斜めナデ，一部板ナデか），内面は底部斜めハケ・中位横ハケ（中位にハケ後の縦ナデあり，上位に横ナデ？，突帯貼り付け部内面に横方向のナデ 172~177,185 2トレ
あり），最大径(28O)cm，底部高155cm，突帯間（下から）100・10 0・10 0cm，底部残存50%

底部径19BX高(500) やや密やや砂粒多い～!Omm/片多量，透中量，白多量，亦微量，黒微量，雲微量 ［橙1外内5YR6/8橙～10YR5/2灰黄褐，断5YR5/6明赤褐く良好＞ SOE21,SOE21(5層）
1段目斜面～基壇

テラス凍造出側）

図6-2-5 IV群系円筒埴輪（紀伊型）
ロ縁部，上から5段目・突帯4条分残存，（体部ほぽ縦半分残存），上から23段目にスカシ孔，外面は縦ハケ1次調整・横ハケ2次調整(4本／1cm，横ハケは粗く

1151, 1226 1トレ
縦ハケよく残る），内面は縦ハケ（口縁付近は斜めハケ），口縁部高65cm，突帯間108・10 5・9 5cm（卜から），口縁部残存20%，反転復元

ロ径31SX高(394) 
やや粗い細かい砂粒目立つ～5mm／片多量，透多量，白やや多量，赤少量，橙［に，断ぶ：いl橙1外 5YR6/6橙～5YR6/1にぶい橙，内5YR6/6橙～75YR6/6 

S16El2(1段目テラス円筒25)
1段目テラス円筒1-

黒微量，雲微量 OYR6/4にぶい黄橙く良好＞ 25凍造出側）

図6-2-6 w群系円筒埴輪係U母型）
ロ縁部，上から5段目・突帯4条分残存（体部30％残存），上から2・3段目にスカシ孔外

898,951 1トレ
る），内面縦ハケ，口縁部高65cm，突帯llll113'122・128cm（上から），口縁残存10%，反転復元

ロ径32ox高(490) 
やや粗い細かい砂粒多い～8mm／片多量，透やや多量，白やや多量，赤少 断［に：5ぶYRい橙1外 75YR6/6橙，内75YR6/6橙～75YR5/4にぶい褐，

S12E12G55,S12El2(1段目テラス円筒19)
1段目テラス円筒1-

量，黒微星，雲微塁 6/8橙～75YR6/6橙く良好＞ 19凍造出側）

図6-2-7 w群系円筒埴輸係丑伊型）
ロ縁部，上から3段比突帯2条分残存，スカシ孔確認できず（上から2段Hにはない可能性大），外面は縦ハケ1次調整・横ハケ2次調整(5本／lcm)，内面は斜

948 1トレ
めハケ（口縁部付近に横ハケあり），口縁部付近一部が黒班状になる，口縁部高80cm，突帯間98cm，口縁部残存60%，反転復元

ロ径356X高(208) やや蜜やや細かい砂粒含む～2mm/片やや多量，透少量，白中量，黒微量，玉微量［にぶい橙1外内5YR6/6橙，断75YR6/4にぶい橙く良好＞ S12El2(1段目テラスPl筒15)
1段目テラス円筒1-

14か（東造出側）

図6-2-8 IV群系門筒埴輪（紀伊型）
底部，下から2段目・突帯1条分残存（突帯一部上に上がる），下から2段目にスカシ孔（わずかに残存），底部面あり，外面は縦ハケ1次調整(4本／1cm,2段目以

3575（主体），3726 5トレ
上欠損のため横ハケは確認できず），内而は縦ハケ（指オサエあり），底部高155cm，最大径(236)cm，底部残存100%

底部径202X高(188) やや粗い象9かい砂粒多い～20mrn/片多呈透多呈，白やや多呈，赤やや多呈，黒微呈，誕徴呈 I［にぶい橙1外内・断75YR5/4にぶい褐～5YR5/6明赤褐く良好＞ S12Wl2G25（北辺円筒4据付坑） 西造出北辺円筒5ー北4

図6-2-9 w群系円筒埴輸僑E伊型）
底部，下から2段目・突帯2条分残存，不明瞭だが下から3段目にスカシ孔の可能性あり(2段目にはスカシ孔入らない），底部若干面あり，外面は縦ハケ1次調

3567, 3620,4361,4377 2トレ
整横ハケ2次調整(4本／lcm，底部板ナデ？），内面は縦ハケ（指オサエあり），底部付近一部が黒班状になる，底部高185cm，最大径(253)cm，突帯間90cm．底部残存100%

底部径202X高(285) やや粗い細かい砂粒目寸つ～10mm／片多母，透やや多母，白やや多畢， ［にぶい橙1外・内75YR6/4にぶい橙，断75YR7/6橙くやや軟質＞ S12Wl2G10債列13据付坑），S12Wl2G2・10(3a層 3b 1段目テラス円筒5-

赤少量，黒微量，雲微量 層） 13（西造出側）

図6-3-10w群系円筒埴輪係d伊型）
底部，1段目のみ（突帯確認できず），底部径がかなり小さく蓋形埴輪の笠部基部の可能性もあり（ただし1V群系の胎土の蓋形埴輪は他に確認できていな

1403 7トレ
い），底部あまり面を持たず丸みあり，調幣不明瞭（ハケなしか，内面の底部付近は強いナデと指オサエ），最大径(175)cm，底部残存60%

底部径147X高(105) 照～5mm／片中量活中量，化中量赤多量雲微量 19医 9外・内5YR6/8橙．断：75YR5/2灰褐～5YR6/8橙く良好＞ S24W24ぼl由60) 基壇テラス円筒7-2

図6-3-11w群系円筒埴輪係a}型）
底部，1段目のみ（突帯確認できず），底部若干面あり（やや丸み，底部に圧痕あり），外面は調整不明瞭・内面は板ナデか（不明瞭），最大径(216)cm,3個体に

4805, 4802 15トレ
わかれそれぞれ接合しないが合わせると底部残存90%，一部反転復元

底部径208X高(125) やや密砂粒H立つ～2mm／片やや多量，透中量，白やや多量，赤微量，黙少量，雲微量 ［橙(orにぷい橙）】外・内：5YR6/8橙～5YR6/6橙，断：10YR5/3にぶい黄褐くやや軟質）
N12W12G38(1段目テラス円筒3据付

1段目テラス円筒15-3
溝），N12W12G38(1段目テラス円筒2,2b層）

図6-3-12w群系円筒埴輪係E伊型）
底部，l段目のみ（突帯確認できず），底部面あり（やや丸み，底部に圧痕あり），外面は調整不明瞭・内面は不明瞭（一部指オサエ），最大径(195)cm，底部残存

4811, 4812,4814 15トレ
40%，反転復元，図6-3-13と同形態（同一個体の可能性もあり）

底部径184X尚(105) やや粗い組かい砂粒多い～5mm／片多呈透やや多呈白やや多呈赤中蛍黒微蛍雲微呈［にぶい橙(or橙）】外75YR6/6橙，内5YR6/8橙，断10YR6/3にぶい黄橙く良好） N12W12G31(1段目テラス円筒5据付溝） 1段目テラス円筒15-5

図6-3-13w群系円筒埴輪係丑伊型）
底部，l段目のみ（突帯確認できず），底部斜めに面あり（底部に圧痕あり），内外面は調整不明瞭，最大径(208)cm，底部残存30%，反転復冗，図6-3-12と同形

4815, 4817,4814 15トレ
態(|司一個体の可能性もあり）

底部径20ox高(85) やや粕い細かい砂粒多い～3mm／片多量，透やや多量，白多量，赤中量，黒少量，雲微量［にぶい橙(or橙）】外・内・断75YR6/6橙くやや良好＞
N12W12G32(1段目テラス円筒6据付 1段目テラス円筒

溝），N12W12G31(1段目テラス円筒5付近） 15-6 

図6-3-14IV群系円筒埴輪（紀伊型）
底部，下から1段目・突帯l条分残存，底部丸み（一部幅08cmの面あり），内外面は板ナデ（不明瞭，内面底部付近には指オサエ），突帯貼り付け部の内面に

4809（主体），4804,4808 15トレ
は横方向のナデあり，最大径(226)cm，底部高143cm，底部残存100%，一部反転復元

底部径20SX高(155) 密やや大きめの砂粒目立つ～10mm／片中量，透やや多量．白やや多量，赤 ［橙1外・内5YR6/8橙，断10YR6/2灰黄褐くやや良好＞ Nl2Wl2G39(1段目テラス円筒4据付 1段目テフス円筒

中量，黒微量，雲微量 溝），N12W12G38·39(1段目テラス円筒3•4,2b磨） 15-4 

図6-3-15w群系円筒埴輪催布堵!)
底部，l段目のみ（突帯確認できず），底部面あり（若千重みで肥厚する，一部圧痕あり），内外面は板ナデ（不明瞭，外面底部付近に一部指オサエ），最大径

4803 15トレ
(26 S)cm，底部残存60%，反転復元，周囲に朝顔形埴輪片出土催？土が近いので15-2は朝顔形埴輪の基部の可能性あり）

底部径218X尚(105) やや粗い砂粒日立つ～10皿n／片多呈，透中世，亡やや多堂，赤微呈黒紅 I【にぶい橙(or橙）】外・内5YR6/6橙 断75YR6/4にぶい橙＜艮好＞ N12W12G37(1段目テラス円筒2据付溝） 1段目テラス円筒15-2

図6-3-16w群系円筒埴輪係d伊型）
底部，下から1段目のみ（突帯確認できず），底部面あり（若十重みで押しつぶされる），内外面は板ナデ後に縦～斜めハケ（ハケ介明瞭，5本／lcm)，最大径

180, 181 2トレ
(25 4)cm，底部残存50%，一部反転復元

底部径238X高(168) やや粗い細かい砂粒多い～10mm／片多量．透中量，代やや多量，赤やや 【にぶい橙(or橙）】外・内5YR6/6橙 断5YR5/3にぶい赤褐く良好＞ SOE28 
基壇テフス～基壇

多量，黒（チャか）少量，雲微量，砂岩1点 斜面

図6-3-17N群系朝顔形埴輪（紀伊型）
ロ縁部，上から4段目・突帯3条残存，外面は縦ハケ1次調整・横ハケ2次調整(5本／1cm)，内面は横～斜めハケ（不明瞭，頸部内面に指オサエ），円筒部径

1278/918,1038,1039/999,123 1トレ
31 6cm，頸部径198cm，口縁部高78cm，突帯開90・15 4cm（上から），ほとんど個別の破片を医上復元

やや粗い細かい砂粒多い～5皿 n／片やや多量，透やや多量，白やや多量， ［橙l外 5YR6/8橙，内5YR6/8橙～75YR6/6橙，断!OYR7/4にぶい黄橙
1段目テラス円筒10(S12E12G33・34'41・42，医面20)

1段目テラス円筒1-
ロ径42OX商(372)

赤微量，黒微量量，雲微量 やや良好）
/S12E12G41 ・42(1段目テラス円箇9・10

10（東造出側）
l 1)/S12E12G33・41 

図6-3-18w群系朝顔形埴輪（紀伊型）
ロ緑部，外面は縦ハケ1次調整・横ハケ2次調整，内面は横～斜めハケ(5本／1cm)，頸部径190cm,Pl筒部径218cm，口縁部高76cm，突帯11!180・

1459（主体），1087 1トレ
15.0cm（上から），口縁部の一部が若干黒斑状になる，口縁部残存50%，墳丘東側の1段目テラス(2段目斜面側）で出土(1段目テラス円筒埴輪列より西側，墳斤上からの転落か）

1段目テラスの2段

ロ径415X高(327) 密～10皿 n／片やや多量，白多量，赤少量，透少量，雲微量 1にぶい橙(or橙）】外5YR6/6橙，内7fiYR6／併登，断5YR6/6~75YR6/6く良好） Sl2El0（図面11) 目斜面側償団造出

側）

ほぼ完存(80％残存），4条5段，須恵質（下半一部焼成やや不 1分），下から2・4段目にスカシ孔，外面口縁部に波状のヘラ記号，底部血あり（一部ヘラで削
3317（口縁主体）／3568,3569暉部）／3312~

図6-4-19V群系円筒埴輸（畿内型） る），外面は縦～斜めハケ1次調整(6本／1cm，口緑部付近は8か～9本／1cm)，底部外面は板ナデ（一部面取り状），内面は縦ナデ・指オサエ，口縁部高 5トレ
11 0cm，底部高177cm，突帯llll!O5・10 5・13 5cm，口縁部残存80％・底部残存100%

3316,3318,3570~3573,3642,4018 

ロ径295X底部径256 
密～11mm／片中量，透少量，白中量，黒少量，雲微量

灰［灰】外上半内・断25Y6/2灰黄，外下半25Y6/3にぶい黄～25Y5/1黄 S12W8G59(No 123)/S8W12Gl5・16（東列9据付 1段目テラス円筒5-

x高632 く良好・硬質＞ 坑）／S8W12G15 ・ 16 • 23 • 24 • 43凍列9,No123) 9（西造出側）

図6-4-20V群系円筒埴輪（畿内型）
ロ縁部，上から4段目・突帯3条残存（体部は外周の30％残存），上から24段目にスカシ孔，外面は縦～斜めハケ1次調整(8本／1cm)，内面は縦ナデ（口縁部

1412~1415,69 11トレ
付近は横方向の板ナデ，口縁部高98cm，突帯貼り付け部内面には横方向のナデ），突帯間110・105cm（上から），口縁部残存10%，反転復元

ロ径354X高(378) 密～5mm／片やや多量，透少量，白少量，黒微量，雲微量 ［桃1外・内5YR7/41こぶい橙～25Y7/6橙，断10YR5/2灰黄褐く良好＞ S20E32~S24E32（閑面78),S24E28(3層か）
基壇斜面（基壇テラ

ス円筒か）

図6-4-21 V群系円筒埴輸（畿内型）
底部，須恵質下から2段目・突帯l条分残存，外面は縦～斜めハケ1次調整(7本／lcm)，内而は斜めナデ，底部外而は板ナデ，底部而なし（尖りぎみ），最大径

4820~4823,483 5,4840 15トレ
(28 6)om，底部高205cm，底部残存100%，一部反転復元

底部径242X高(250) 密～5mm／片やや多量，透中蛍白中量，赤微亜，黒少量，雲微星 ［灰】外内25Y6/2灰歳断10YR7/2にぶい黄褐く良好・硬質＞
N20W16G57 • 58~N20W20Gl • 2湛壇テラス円筒l据 基壇テラス円筒15-

付坑），基壇テラス付近表採，N20W16表土 1 

図6-4-22V群系円筒埴輪（畿内型）
底部，下から3段目・突帯2条残存(3条目の貼り付け痕わずかに残る），突帯間110cm，外面は縦～斜めハケ1次調整（調整不明瞭，6~7本／lcm)，内面は縦

826,827, 1455 2トレ
ナデ(1条面の突帯貼り付け部内面に指オサエ），底部ほとんど面なし（底部に圧痕あり），最大径(246km，底部高170cm，底部残存100%，一部反転復元

底部径22ox高(395) 密やや大きめの砂粒含む～15mm/片中量，透やや多量，白中量，赤中量，雲微量 II黄褐(or桃）】外：75YR7/6橙～2.5Y6/2灰黄，内75YR7/6，断25Y6/2くやや軟質） SOE28（閑面40・闊面48) 基壇テラス円筒2-1

図6-5-23V群系円筒埴輪（畿内型）
底部，1段目のみ（突帯確認できず），焼成は土師質，外面は斜めの板ナデ（不明瞭），内面は斜めナデ（一部板ナデか），底祁斜めの面あり，最大径(238)cm，底

4831, 4832,4840 15トレ
部残存60%，一部反転復元

底部径225X高(152) 密やや大きめの砂粒あり～8mm／片中量，透多量，白中量，赤やや多量，黒少量，雲微量 I 【桃】外•内5YR6/4にぶい橙，断5YR5/3にぶい赤褐くやや良好＞ N20W16G52 • 53（基壇テラス円怖3据付坑），N20Wl6表土 広壇テラスPl荷15-3

図6-5-24V群系円筒埴輸（畿内型）
底部，下から2段目・突帯1条残存，現状ではスカシ孔確認できず，外面は調整不明瞭（一部斜めハケか），内面は縦～斜め9ヽ ケ（底部付近は指オサエ），底部

766, 767,1398,1399,1402 7トレ
面な以少し尖る），最大径(25O)cm，底部高180cm，底部残存75%

底部径225X高(240 密やや人きめの砂粒目立つ～10mm／片多量，透やや多量，白少量，赤多量，雲微量 I【桃 外・内75YR7 4にぶい四断10YR5/2' （やや良好＞ S24W28 • W32 2層 S24W24•S24W32 医面60·61 基壇テラス円筒71か

図6-5-25V群系円筒埴輪（畿内型）
底部，下から4段目・突帯3条残存（体部は外周の30％残存），下から2段目にスカシ孔，外面は調整不明瞭（一部斜めハケ残存），内面は調整不明瞭（指オサ

1422 1トレ
エあり），最大径(293)cm，底部高140cm、突帯間97•108cm（上から），v群系円筒埴輪だがW群系に類似する褐色の胎土，底部而な以尖る），底部残存

底部径20ox高(412) 密～5mm／片やや多呈，透中呈，白少呈，赤中呈，雲微星： |【橙】外上部内：5YR6/8橙，外下部：75YR7/6橙，断：10YR6/2灰黄褐くやや軟質＞ S12E8（屈面29) 2段目斜面

図6-5-26V群系朝釦形埴輸（畿内型） ロ縁部～頸部，卜から2段且突帯l条残存，口縁部高106cm，外面は調整ィ、明瞭（指オサエあり），内面は鉗め～横ナデか，口縁部残存20%，一部反転復冗 3529, 3531,3533,353 7,3538, 3541,3542,4368,4381,4393 5トレ

ロ径477X高(164) 密大きめの砂粒目立つ～20mm/片多量，透やや多量，白少量，黒微量，雲微量［桃】外・内5YR6/4にぶい橙，断5YR6/3にぶい赤褐く良好）
S12W12G5・6・ 14・31 ・37・62凍列19),S12W12G 12 • 1段目テラス円筒5-

2l(3a層） 19（西造出側）

全身復；し(Pl筒部の上半欠損あり，全体80％残存），円筒部5条6段，下から2・4段目にスカシ孔，外面は調整不明瞭底部は強い斜めナデ（板ナデか），内面
3517~3519,3522~ 

図6-5-27V群系朝顔形埴輪（畿内型） は縦ナデ・指オサ工，底部は少し重みによりつぶれる，口縁部内面にヘラ状工具による沈線？，口縁部突帯貼り付け部内面にはキザミ目状のエ具痕あり， 5トレ
底部径232cm，口縁部高110cm，底部高l35cm，突帯間88・10 0・9 0・(11 0)・8 6・10 o,m(卜から），頸部径llocm，口縁部・底部ほぼ100％残存

3528,3530,3566/3541,4218,4229,4373 

ロ径419X高813 密旱や甲処や大旱き匹め繹の旦砂粒含む～28mm／片やや多量，透中量，白少量，赤やや多 ［桃l外・内・断5YR6/4にぶい橙～5YR6/6橙くやや良好＞ S8W12G14 • 15 • 16 • 23 • 24ぽ列8)/S8W12G23• 31(3a 1段目テラス円筒5-
声ヽ ，＂＇911 "rn.69(q'匡恥 R唄浩 II柑ll)

図71 1 須忠器瓶類（体部） 亜：よ／こははそつの体部，郡目然和あり，内外由にl口l転完全体残存10％以下（反転復元 923 1トレ

体部径112X高(44) 密～1mm／黒少量 1外 25Y5/1黄灰，自然釉25Y7/4浅黄，内・断25Y6/2灰黄く良好＞ S8E12~E16 東造出

図7-1-2 須恵器高杯（脚部） 内外面は回転ナデ，内面にしぼり痕，方形スカシ2箇所残存(3方スカシか），全体残存10％以下①澤：復元） 92 1トレ

脚部上端径52X国(39) 密～2mm／おそらく片ごく少量透微量由少量赤微量，黒微量 I外 25Y6/2灰黄（一部5Y4/1灰），内25Y6/2，断5YR6/6橙＜軟質（生焼け）） S12El2(2層） 東造出
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図7-1-3 須恵器器台（杯部） 内面は同心円文タタキ（タタキ後回転ナデ），外面はタタキ後にカキ目，カキ目後に波状文，全体残存10％以下 354 1トレ

幅(8.4)，残存高(72) 密～1mm／片少量，透微量 1外 75YR4/1褐灰，内5Y5/1灰，断5YR5/3にぶい赤褐くやや軟質＞ S12E20（図而9) 東造出東側斜而

図7-1-4 須恵器器台（杯部） 外面にカキ目(12本／lcm)，沈線l条，波状文⑰キ目後），内外面回転ナデ，外面ごく一部タタキ痕，口縁25％残存（反転復元） 19,80, 101,1345,2033 1トレ，13トレ

ロ径336X高(63) 密～1mm／白少呈，黒微呈 外 25Y4/1黄灰，内25Y5/2暗灰黄，断25Y6/2灰黄～5YR4/2灰褐（良好＞
S12E20(1~2層）／S12E16(2層）／S8El2(1層）／lトレ

東造出中央～北西部
S12E16G27（図面20)/13トレG区(3層）

図7-1-5 須恵器器台傭］部） 外面カキ目(8本／lcm)後に波状文(10本／lcm)，沈線2条，波状文後に方形スカシ(2箇所），内外面回転ナデ，全体残存10％以下 147 1トレ

幅(53)X曲(57) 密～3mm／おそらく片少量．透少量，白少量，黒少量，灰色チャ2個 I外 5Y7/1灰白，内10YR8/2灰白，断25Y8/3淡黄くやや良好） S12E16(2～3層） 東造出

図7-1-6 須恵器器台園部） 筒状器台脚部か，外面カキ目後に波状文，沈線3条，方形スカシ残存，内面回転ナデ，天地逆の可能性，全体残存10％以下 107 1トレ

幅(69)X高(73) 密～3mm／おそらく片微量透微量白少量，黒巾量 1外 10YR6/1褐灰内・断10YR7/2にぶい黄橙くやや良好＞ S12El2(2-3層） 東造出

図7-1-7 須恵器器台（脚部） カキ目(5本／1cm)の後に波状文，沈線2条，スカシ2箇所残存，内面は回転ナデ，天地逆の可能性あり，全体残存10％以下 923 1トレ

幅(60)X向(75) 密～2mm／由中量 I外・内・断25Y6/1黄灰く良好＞ S8E12~E16 東造出

図7-1-8 須恵器器台（脚部） カキ目あり，カキ目後に沈線2条，スカシ2箇所残存（三角形スカシか，波状文の後），内面は回転ナデ，仝体残存10％以下 80 1トレ

幅(45)X両(45) 密～1mm／白少塁，黒微贔 I外2.5Y6/1黄灰，内25Y7/2灰黄，断：10YR7/3にぶい黄橙～5/2灰黄褐くやや良好） S12E16(2層） 東造出

図7-1-9 須恵器器台（脚部） 沈線計4条残存，カキ目後に波状文，方形スカシ 部残存，内面回転ナデ， 部店然釉(25Y3/1黒褐），全体残存10％以下 67 1トレ

幅(4l)X両(65) 密～1mm／白少量，黒微量 I外 25Y6/2灰黄，内25Y6/1黄灰，断75YR4/1褐灰く良好＞ S12E24(2層） 東造出東側斜面

圏7-1-10須恵器器台傭陪Ii) 内外面は囲転ナデ，カキ目後に沈線，沈線後に波状文，スカシ2箇所残存（一角形スカシか，波状文の後），全体残存10％以下 923 1トレ

幅(56)X高(85) 密～1mm／おそらく片微量，透微量，白中量，黒少量 1外・内25Y6/l黄灰，断25Y6/2灰黄く良好＞ S8El2~El6 東造出

圏7-1-11須恵器器台傭l端部） 外面にカキ目(5本／lcm)，沈線2条，波状文仇キ目後），内外面回転ナデ，脚端部にエ具痕，脚端部10％残存Qj(転復元） 8 1トレ

脚部径266X高(65) 密～2mm／透少呈，黒少呈 1外内・断10YR8/2灰白く軟質（生焼け）＞ S12E20（表採） 東造出東側斜面

圏7-1-12須恵器器台備l端部） 沈線1条（もしくは2条），内外面は回転ナデ，図7-1-13と同一個体の可能性あり，全体残存10％以下 134 1トレ

幅(55)X高(35) 密～2mm／白少量，黒微量，（片あり？） 1外断25Y6/2灰黄，内25Y7/2灰黄くやや軟質＞ S12EO(l~2層） 2段目斜面

関7-1-13須恵器器台園端部） 外面に沈線3条（うち1条は細い），スカシ一部残存（三角形か），内外面は回転ナデ，脚端部残存10％以下仮．転復元） 134 1トレ

脚部径26SX高(46) 密～1mm／おそらく片微量，白少量，黒微量 1外・内・断25Y8/3淡黄＜軟質（生焼け）） S12EO(l~2層） 2段目斜面

圏7-1-14須恵器器台（杯部） 杯部と脚部の接合部，杯部内面に同心円文タタキ痕（杯部外面の脚部貼り付け部にもタタキ痕），外面に突帯貼り付1杖刻み目），全体残存10％以下 134 1トレ

幅(65)X高(17) 密～1mm／白少量，黒微量 I外 25Y6/1黄灰，内25Y6/2灰黄，断5YR4/1褐灰く良好＞ S12EO(l~2層） 2段目斜面

gf7-1-15 須恵器壺（口縁） 外面にカキ目(10~12木／1cm)，内外面は回転ナデ，口縁15％残存仮船5復元） 138, 162 1トレ

ロ径18SX向(28) 密～3mm／おそらく片少量黒微量 1外 N5/0灰内25Y6/1黄灰，断25Y7/1灰白く良好） S12EO~E4(2層）／S12E0(2-3層） 2段目斜面

屈7-1-16須恵器帝（頸部） 内面は同心Pl文タタキ，外面はタタキ後にカキ目，全体残存10％以下 134, 155 1トレ

幅(108)X品(45) 密～1mm／由微量黒微量 1外・断25Y6/2灰黄内N5/0灰くやや良好＞ S12EO(l~2層）／S12EO~E4(2~3層） 2段目斜面

1431・1436主体

頸部径243cm，体部最大径5875cm，外面はタタキ後にカキ目，内面は同心H文タタキ，頸部内外面は回転ナデ，頸部外面には波状文，2条沈線が2組（計4/66, 147,163,356,436,721,884,894,911,921,922,957, 
医7-2-17須恵器大甕

条あり），頸部内而の一部に沈線状の擦痕あり，ほぼ全体残存
962,967,971,977,983,984,105 7 ~ 1トレ

1060, 1062, 1066, 106 7, 13 39, 1340, 1342, 1344, 1345, 1 

3 69,137 7, 1386, 1423, 143 5 

S12E16G43 ・ 51（医面24)/S12E16G3• 13・ 19 ・25 ・27 ~ 

ロ径337X高742 密～10mm／片中量，透少量，白少量 外内10Y5/1灰～4/1灰，断25YR3/4暗赤褐くやや良好＞ 29 34~36・41 ~44・49~52 54・59・60,S12E12・20 東造出中央部

24,S8E12・ E16 

図731 須恵器杯蓋（つまみ） つまみのみ残存つまみは元仔），血」 t 」9 ，回竹‘の蓋か， 3082 5トレ

つまみ径29X晶15 密～5mm／片中塁，白少贔，赤微贔 I外 25Y5/2暗灰黄，断25Y5/2~7 5YR6/6橙くやや軟質＞ S8W16G24-32(No 64,3,層北辺埴輪列付近） 西造出北西部

図7-3-2 須恵器杯燕
径36cmのつまみあり（上面凹む），天井祁に2条の沈線を施しその間に櫛状工具による列点文，内外面回転ナデ，高杯の蓋か，全体残存70%（口縁残存

267, 727,3086 5トレ
10%），口縁部の一部反転復元，整理時は杯蓋M

ロ径114X渦56 密～1mm／白少量，黒少量 1外 N3/0賠灰，内・断75Y7/1灰白く良好・硬質＞ S 12Wl2, S8Wl2,S 16Wl2G29 ・ 31 • 32 ・ 40• 55(1¥-o 6 7, 3層） 西造出東半部

図7-3-3 須恵器杯蓋
径33cmのつまみ完存（上面凹む），口縁部欠損，天井部は回転ヘラケズリ（内面は回転ナデ），肩部段あり，外面に自然釉，ロクロ右回り，一部反転復冗，全体

4798 5トレ
残存25%，整理時は杯蓋B

残存径 83)X高(2.9) 密～1mm／白微量赤微量 外 5Y6/2灰オリプ内・断25Y7/2灰黄＜ ＞ S20W24G52 基壇テフス

図7-3-4 須恵器杯蓋か 有蓋高杯の蓋か9（杯身の可能性もあり），外面ヘラケズリ・内面回転ナデ，ロクロ左回り，他の器種と異なる色調・胎土（黄白色），整理時はヘラ削りF 3432 5トレ

(5 2)X(4 2)X曲(11) 密～1mm／白少量，黒少量 I外 25Y7/4浅黄，丹断25Y7/2灰黄（良好＞ S12W24G60(No 205)，基壇埴輪西列3(204据付坑内） 基壇テラス

図7-3-5 須恵器杯蓋か 燕か（杯身の可能性もあり）ぶ緑部欠損，外面同転ヘラケズリ・内面同転ナデ（内面中心部不定方向のナデ），ロクロ左同り，全体残存10％以下，反転復元，整理時はヘラ削りH 4762 5トレ

(4 O)X向(1.4) 密やや砂粒目立つ～3mm／おそらく片微量，返少量化少量 1外・断25Y6/1黄灰内25Y5/1黄灰く良好＞ S16W12G10(3b層 l段目テラス円筒埴輪25周辺） 西造出南東部

図7-3-6 須恵器杯蓋 高杯の蓋か，径31cmのつまみあり（上面凹む），天井部回転ヘラケズリ（内外面回転ナデ），全体残存70%（口縁残存40%），整理時は杯蓋I, 764,796 5トレ
ロ径168X尚61 やや粗い～5mm／片微量透少量白微量赤中量黒少量 I外 10Y6/1灰内25Y7/1灰白断5YR6/6橙＜軟質・やや生焼け＞ S12W16(2~3悶） S12W16(1~3図） 西造出北西部

図7-3-7 須恵器杯蓋 天井部欠損，内外血回転ナデ〇芍卜部の一部回転ヘラケズリ残る），全体残存10％以下（口縁残存10%），反転復冗，整理時は杯蓋F 5097 5トレ

ロ径140X高(33) 密～1mm／白少是 1外・断75Y6/1灰，内75Y5/l灰く良好＞ 5トレンチ周辺排土 西造出か

図7-3-8 須恵器杯蓋 天井部欠損，屑部沈線状になる，内外面回転ナデ，全体残存5%（口縁残存10％以下），反転復冗，整理時は杯燕c 751,764 5トレ

ロ径16ox高(42) 密～3mm／片少呈，透少母，白微塁，赤微埜 1外内10YR5/2灰黄褐，断75YR5/6明褐＜軟質（生焼け）＞ S12W16(3層），S12W16(2~3層） 西造出北西部

図7-3-9 須恵器杯燕
ロ縁部欠損，同一個体4片にわかれ接合せず，天井部にヘラ記号（直線のみ確認），肩部沈線状になる，外面回転ヘラケズリ・回転ナデ（内面回転ナデ），ロク

3085~3087,3692 5トレ
ロ右回り，全体残存20%，反転復元，整理時はヘラ削りA

推定口径156X高(20) 密～1mm／白少量，黒中量（片おそらくあり） 外 25Y3/1黒褐～25Y4/1黄灰，内25Y5/1黄灰，断：25Y6/2灰黄（良好）
S16W12G28 ・29 ・ 31 ・32 ・ 36 ・40・ 55(No 67,3a 

西造出南東部
層），S16W12G23（東列33内）

図7-3-10須恵器杯蓋
ロ縁部欠損，天井部回転ヘラケズリ（中心部ヘラケズリ及ばず粘土盛り上がる，天井部の一部に9ヽ ケ状工具痕），内面回転ナデ（内面中央は平行ナデ），ロク

5095 5トレ
ロ左回り，全体残存50%，反転復元，整理時はヘラ削りI

復冗口径15OX高(07) 密～2mm／透微量，白少量 1外・断25Y6/1黄灰，内N5/1灰く良好） 5トレンチ排土 西造出か

図7-3-11須恵器杯身 受部径152cm，内外面回転ナデ底部外面回転ヘラケズリ，内面中央に同心Pl文タタキあり，口縁部の端面明瞭でない，今体残存80%（口縁残存70%），整理時は杯身J 761,3109~3111 5トレ

ロ径132X高48 密～3mm／透少量，白微量（おそらく片微量） 外・内N5/0灰く良好・硬質＞
S12Wl6Gl・7~9・1516,S12Wl2G62(No 85,3a層）＊

西造出中央部
Gl・G9はS16W16の間違いか

閑7-3-12須恵器杯身 ロ縁部欠損，受部径137cm，内外面回転ナデ・底部回転ヘラケズリ，ロクロ左回り，全体残存30%，反転復元，整理時は杯身l（ヘラ削りE) 1450, 4711, 5201, 5203 5トレ

推定口径ll6X高(29) 密～2mm／片少量透微量泊少量黒チャ1点 1外 10YR8/2灰白，内25Y7/2灰焚，断10YR7/3にぶい黄橙＜軟質（生焼け）＞ 5トレンチ排土 S12W16表採，西造出周辺表採 西造出北西部

圏7-3-13須恵器杯身（高杯か）
ロ径の大きさからおそらく高杯の杯部，受部径204cm，同一個体4片あり（接合せず），内外面回転ナデ・底部回転ヘラケズリ，杯部全体残存20%（受部残存

3052,3086, 222,4356, 224, 202 5トレ
40%），反転復元，整理時は杯身D

S20W16G57・ 

推定口径18ox高(37) 密～3mm／透微量，白少量，赤微量，黒微量 外 25Y4/1黄灰，内・断25Y6/1黄灰く良好＞ S 16Wl 6 G56(N o 39),S 16Wl 2 G 29(N o 67),S 16 ~ 西造出南東部
S20Wl2(3層），S12Wl2(3,層），S16W20(3層），S16Wl2(3層）

図7-3-14須患器杯身（高杯か） 高杯の杯部か，口縁部の立ち上がりが小さい，受部径192cm，内外面回転ナデ，全体残存10％以下（口縁残存5%），反転復冗，整理時は杯F 225 5トレ
ロ径17ox向(31) 密～2mm／片微量白少量 I外 25Y5/2暗灰黄，内25Y6/1黄灰，断：25Y6/1～ 部5YR5/6暗赤褐く良好＞ S16W16(3層） 西造出南西部

図7-3-15須恵器莉杯傭l部）
小形，長脚2段長方形スカシ(3方），スカシ間に2条沈線，杯部欠損翡］部上端径30cm，内外面回転ナデ，脚部内面上半にしぼり痕，一部自然釉，脚部残存

3105, 3106, 3114, 3401, 3403 5トレ
90％偉却端部残存80%），整理時は高杯脚部T

脚端部径84X高(128) 密～2mm／おそらく片微凪透少星，白少凪 外・内N4/1灰，断5R4/1暗赤灰く良好・硬質）
S12W12G40・48 ・ 56・62(No 82 ・85 • 182 • 

西造出中央部
l84,B1),S16Wl2G25・33(No 82) 

図7-3-16須恵器商杯儒部）
小形，長脚2段長方形スカシ(3方），スカシ間に2条沈線，杯部欠損，脚部卜．端径28cm，内外面回転ナデ，脚部内面卜半にしぽり痕，一部自然釉脚部残存

3106,3135, 3350, 3360, 3412, 3413 5トレ
80％嗚端部残存95%），一部反転復元，整理時は高杯脚部u

脚端部径83X高(119) 密～3mm／おそらく片微量泊中量，赤微量，黒微量 外・内N4/0灰，断5R4/2灰褐く良好・梗質）
S12W12G40・48(No 82),Sl6W12G25 ・ 33 ・41 ・ 50 ・52・ 

四造出中央部
58(No 82 ・ 93 ・ 145 ・ 155 ・ 193,pit5 • 193,200の据付坑）

図7-3-17須患器商杯園部）
晶杯（大形）の脚部，杯部・脚端部欠拍（上而に杯部との剥離而あり），脚部上端径58cm，一部スカシ残存（おそらく3方長方形スカシ），内外而回転ナデ（内面

3052 5トレ
にしぼり痕），全体残存10％以下，反転復元,ISl7-3-26と同一地点出土だが別個体，整理時は脚部B

復尤脚柱部編(6.0)X高(35) 密～3mm／片少量，透少量，白少量 I外 5Y5/1灰，内N5/0灰，断75YR5/41こぶい橙く良好） S20Wl 6 G57 • S 16Wl 6G56(N o 39) 西造出南側斜面

図7-3-18須恵器高杯Q1!1部）
高杯（大形）の脚部，杯部・脚端部欠損，脚部上端径52cm，一部スカシ残存（おそらく3カ長力形スカシ），内外面回転ナデ（内面にしぼり痕），全体残存10％以

225 5トレ
下，反転復元，図7-3-25と同一個体の可能性あり，整理時は脚部A

瞬(58)X高(31) 1密～1mm／おそらく片少量，白微量，赤少量 I外 25Y5/2暗灰黄，内25Y6/2灰黄断：75YR6/6橙くやや軟質（やや生焼け）＞ S16W16(3層） 西造出南西部

図7-3-19須恵器高杯傭部）
高杯（大形）の脚部，杯部の一部残存（ナデ調整），脚端部欠損，脚部上端径74cm，脚部内外面同転ナデ（内面にしぼり痕），一部スカシ2方残存（おそらく3方

224,225 5トレ
長方形スカシ），仝体残存10％以下，反転復元，整理時は脚部C

復元脚柱幅(8O)X高(52) 密～1mm（おそらく片少量，白少量，赤微量 1外25Y5/l黄灰応I2 5Y5/2陪灰黄，断10YR6/3にぶい黄橙～75YR5/4にぶい褐く良好＞ S16W20(3層），S16W16(3層） 西造出南西部～南側斜直

圏7-3-20須恵器商杯（脚部）
高杯（大形）の脚部，杯部・脚端部欠損（杯部との剥離面あり），脚部上端径73cm，一部スカシ2方残存（おそらく3方長方形スカシ），内外面回転ナデ，一部黒斑

4722 5トレ
のような自然釉あり，全体残存10％以下，反転復元，整理時は脚部E

復元脚柱幅(8O)X高(52) 密～2mm／おそらく片少量．白少量，赤微量
外にぶ：2.い5Y赤4/ネl黄灰（自然釉）～25Y5/2暗灰黄，内25Y5/2暗灰黄，断5YR5/4

赤褐～25Y5/2暗灰黄く良好＞
S12W20（埋め戻し上） 西造出西側斜面

図7-3-21須恵器裔杯園部）
高杯（大形）の脚部，杯部・脚端部欠損（杯部との剥離面あり），脚部上端幅60cm，一部スカシ2方残存（おそらく3方長方形スカシ），内外面回転ナデ（内面にし

194 5トレ
ぼり痕），一部黒斑のような自然釉あり，全体残存10％以下，反転復元，整埋時は脚部F

復元脚柱幅(76)X尚(75) 密～4mm／おそらく片少量，白少量 外にぶ：10いY赤R6褐/2～灰1黄0YR褐～6/22.灰5Y黄4/1黄灰（自然釉），内10YR4/1褐灰，断5YR5/4
黄褐く良好＞

S16~S20 W12~W20(2~3層） 西造出南半部

図7-3-22須恵器高杯園部）
高杯（大形）の脚部，杯部・脚端部欠損（杯部との剥離面あり），脚部上端径66cm，一部スカシ2方残存（おそらく3方スカシ），上半は長方形スカシ・下半は二角

3108 5トレ
形スカシ（スカシ間に3条沈線），内外面囲転ナデ（内面にしぼり痕），一部黒斑のような自然釉あり，，全体残存20%，反転復元，整理時は脚部G

復元脚柱幅(105) X i'/!i(ll O) 密～3mm／片少量，白少量，赤微量 外10YR4/1褐灰（自然釉）～25Y6/2灰黄，内5Y5/1灰，断75YR5/4にぶい褐く良好＞ S16W12G57(No 84,3a層） 西造出中央部

図7-3-23須恵器高杯園部） 高杯（小形）の脚部か（器陸は薄い），脚瑞部推定径190cm，脚端部肥厚部の上面は沈線状になる，内外面回転ナデ，全体残存10％以下，整理時は脚底部J2068 5トレ
(35)X(23)X両(10) 密～2mm／おそらく片少量透少量白少量 I外 25Y4/1黄灰内・断25Y5/1黄灰く良好＞ 2003年席四｀ロ ち合わせ時） 西造出か
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図7-3-24須恵器高杯（脚部） 高杯脚部（中形か），同一個体2片，脚端部推定径180cm，一部スカシ残存（一角形か），全体残存10％以下，整理時は脚底部l 171, 205 5トレ
(4 3)X(2 5)X向(28) 密～3mm／片少量白少量黒微量 外 10YR4/1褐灰内・断!OYRS/2灰黄褐く良好＞ S20W12~W20 S12W16~W20 3涵） 西造出か

図7-3-25須恵器尚杯（脚部） 国杯（中形か）の脚部，内外面回転ナデ，スカシ確認できず，脚端部上部は沈線状になる，全体残存10％以下傭］端部残存25%），反転復冗，整理時は脚底部A 3048, 3049,3092 5トレ

脚端部径114X高(24) 密～2mm／片少量，透少量，庄少量，赤少量 外5Y5/2灰オリープ，内5Y6/2灰オリープ，断：75YR5/6明褐くやや軟質（やや生焼け）〉
S16W16G29・37 38(No 36),S16W16G35(No 70,3a層

西造出南西部
南辺円筒17周辺）

図7-3-26須恵器高杯（脚部）
高杯（中形か）の脚部，スカシ一部残存（長方形か二角形），スカシ下に沈線1条，内外面回転ナデ，一部自然釉あり，全体残存10％以下園］端部残存10%），反

203,3052 5トレ
転復元，図7-3-17と同一地点出土だが別個体，整理時は脚底部C

脚端部径123X尚(24) 密～2mm／片少量白中量透微量赤微量 外：N4/0灰～N2/0黒（自然釉）内・断10Y6/1灰く良好・硬質＞ S16W16 3暦 S20W16G57・S16W16G56No 39 西造出南側斜面

図7-3-27須恵器高杯（脚部）
高杯（中形か）の脚部，スカシ 部残存（長方形スカシか），脚喘部肥厚部上端は沈線状になる，内外面回転ナデ，全体残存10％以下頃］端部残存30%），反

223,3049 5トレ
転復元，整理時は脚底部B

脚端部径128X尚(26) 密～1mm／片少量透少量白微量赤微量 外・内75Y5/1灰断5YR5/4にぶい赤褐く良好＞ S16・20W16(3層） S16W16G37・38(No36) 西造出南西部～南側斜而

図7-3-28須恵器高杯（脚部）
高杯（大形）の脚部（他の高杯と異なり脚裾部が広がる形態），杯部と脚上半部欠損，上段長方形スカシ・下段二角形スカシ(3方スカシ），スカシ間に沈線1条，

764, 751, 796, 4151 5トレ
脚裾部に波状文（波状文後にスカシ），内外面回転ナデ，脚部残存40%（脚端部残存90%），一部反転復元，整理時は高杯脚部V

1脚端部径15OX茄(78) 旅～3mm／おそらく片微量，白少量黒（チャか）少量 外：M/0灰．内 25Y7/2•四缶断25Y5/1黄灰く良好・硬質＞ S12W16(1~3層 3a層） 西造w西半部

図7-3-29須恵器高杯備］部）
高杯（大形）の脚部，一部スカシ残存（三角形スカシか），脚姫部肥厚部上端は沈線状になる，内外面回転ナデ，全体残存10％以下頃］姫部残存10%），反転

224,268 5トレ
復元，整理時は脚底部F

脚端部径18OX高(!4) 密～1mm／白微量 外 5Y5/1灰，内・断5Y6/1灰く良好＞ S16W20(3層），S16W12(3層） 西造出南半部

図7-3-30須恵器高杯（脚部）
尚杯（大形）の脚部，一部スカシ残存（三角形スカシか），脚焼部はほとんど肥厚しない(5条ほど沈線状になる），全体残存10％以下頃］端部残存10%），反転復

4742, 4743 5トレ
元，整理時は脚底部E

1脚端部径20ox両(21) 密～4mm／片少景透中母亡微景赤少母黒微呈 外・内5Y5/2灰オリ ブ 断75YR5/6明褐＜軟質＞ S12Wl2G57乍浩出 t辺円筒埴輪10．据付坑） 西造出北辺埴輸列

図7-3-31須恵器高杯（脚部～杯部）
面杯（大形）の脚部～杯部，口縁部・脚端部欠損，脚部上端径60cm，上段長方形スカシ・下段二角形スカシ(3方スカシ），スカシ間に沈線2条，脚部内外面回

3057（主体）／4779,4767,764 5トレ
転ナデ（内面にしぼり痕），杯部外面は回転ヘラケズリ，全体残存60％屈17-3-34に似るが月rJ個体，整理時は脚部l・スカシ0・ヘラ削りB

(105)X尚(116) やや粗いやや砂粒目立つ～5mm／片中量，透中量，白少量，赤中量 外内25Y6/3にぶい黄，断5YR6/8橙（軟質・生焼け＞
S12W24G20・21 ・ 28 ・36(No 43,3c 

西造tll西半部
層）／S12W24G27,S12W16(2~3層）

図7-3-32須恵器高杯（脚部）
高杯（大形）の脚部～杯部，杯部の大半欠損，脚部上端径68cm，上段に長方形スカシ・下段に二角形スカシ(3方スカシ），スカシ開に3条沈線，脚端部肥1,部

751,764, 3076 5トレ
巳喘は沈線状になる，内外面回転ナデ（内面にしぼり痕）脚部残存40％頃］端部残存30%），一部反転復元，図7-3-33と似るが別個体，整理時は高杯脚部H

1脚端部径172 X茄(137 霰～4mm片少量透少量 量，黒微量 外・内N40叩～5Y51灰 断5Y5/1灰～75YR5 4にぶい磁< > S12Wl6(3層），S12W16(2~3層），S12W16G28(No58,3a層） 西造u北西部

高杯（大形，ほぼ完存），脚部上端径62cm，脚部上段は長方形スカシ・下段は三角形スカシ(3方スカシ），スカシ間に3条沈線，杯部底部は回転ヘラケズリ（そ

図7-3-33須恵器高杯 の他内外由回転ナデ，内面にしぼり痕），脚端部肥厚部は沈線状に即む，一部自然釉，全体80％残存（口縁部20%•脚端部80%），口縁の一部反転復元，医 764（主体）／751,796,3076,3077,3 089,4151,4 7 59,4 7 61 5トレ
7-3-32と似るが別個体，整Jl11時は扁杯脚部S

ロ径153X脚部径169 
S12Wl6(2~3層）／S12Wl6G28(No58)・G34(No 59,3a 

x高174，受部径180
密～2mm／片少量，透少量，白少量 外・断N4/0灰，内N5/0灰く良好・硬質＞ 暦），S16W16G9(No68,3a暦），S16W12G57(3a 西造出中央～西部

層）．S12W16(2,層）

尚杯（大形）の脚部～杯部（口縁部欠損），脚部上端径64cm，脚部上段は長方形スカシ・下段は三角形スカシ(3方），スカシ間に3条沈線，脚端部肥厚部は沈

図7-3-34須恵器高杯（脚部～杯部） 線状になる，内外面回転ナデ（杯部底部回転ヘラケズリ・内面にしぽり痕），医7-3-31に似るが別個体，全体残存60%00端部残存20%），一部反転復元，整 751, 764,4151, 3089, 3090 5トレ
理時は高杯脚部D•脚底部D

脚端部径166X扁(172),
S12Wl6(3層・2~3層・2c

受部径191
密～3mm／片少量，透中量，白少量，赤少量，黒微量 外25Y7/2灰黄内25Y6/2灰黄，断：25Y6/2灰黄～75YR7/6橙＜軟質•生焼け） 層），S16W16G9(Nc68),S12W16G9(Nc 68)* 西造出南側斜而か

S20W16Gl(No 68)の開違いか

図7-4-35須恵器子持ち壺（小壺）
子持ち壺あるいは子持ち器台に伴う小壺の日緑部分（小杯や小蓋の可能性もあり），目縁部が受けは状，体部には長方形スカシ残存（全体で4方スカシか），

3914 5トレ
体部外面および内面・スカシ部分に自然釉（受け口部には自然釉付着せず→蓋があった可能性），内外面回転ナデ，小壺残存30%，反転復元，整理時は器種不明E

n径36Xill;(23) 密～1mm／透微量，黒微量
外 25Y6/3にぶい黄～25Y5/1黄灰（自然釉2SY3/1黒褐），内25Y5/l黄

S16W8(2b層上面精査時） 2段目斜面
灰，断25Y6/1黄灰く良好）

図7-4-36須恵器子持ち壺（小壺）
子持ち壺あるいは子持ち器台に伴う小壺の体部（口縁欠損），長方形スカシ2箇所残存（全体で6方スカシか），下部は本体との接合面の可能性あり，内外面

3091 5トレ
回転ナデ，一部自然釉あり（外面・内面・スカシ部），天地逆の可能性あり，最大径44cm，小壺残存30%，反転復元，整理時は器種不明F

I幅(2.B)X嵩(33) 密～1mm／白少量 外・内・断25Y5/1 •い自然釉25Y3/1黒褐） ＜ 好＞ S16W16G5(No 69 3a層．南辺埴輪10周辺） 西造tll南半部

図7-4-37須恵器器台（杯部）
器台の杯部（台付壺の壺部の可能性もあり），波状文・沈線1条あり，，下部にタタキ目残る，内外面回転ナデ，全体残存10％以下，図7-4-38~41と同一個体

4097 5トレ
の可能性あり（少し胎土違う，40•41とは同一地点出土），整理時は器台A

(6 O)X(3 O)X高(53) 密～1mm／白微量，黒微量 外内25Y5/1黄灰，断25Y4/1黄灰く良好＞ S8W8G54(3d層） 2段目斜面

図7-4-38須恵器器台（脚部）
器台の脚部（筒状の形態か），波状文・沈線2条あり，スカシ2箇所残存（長方形と二角形9)，内外面回転ナデ，天地逆の可能性あり，全体残存10％以下，図7-

3039 5トレ
4-39と同一個体か(37•40•41とも可能性あり），整理時は器台B

(4 8)X(l 6)X向(53) 密～3mm／おそらく片少量，白中量，黒（チャか）微量 外 25Y5/1黄灰～7SYRS/31こぶい褐，内25Y5/l，断7SYRS/3 く艮好＞ S12W20G54(No 26,3,層） 西造出西側斜面

図7-4-39須恵器器台（脚部）
器台の脚部（筒状の形態か），沈線2条・波状又あり，スカシ2箇所残存（長方形スカシか），内外面回転ナデ，天地逆の可能性あり，全体残存10％以下屈17-4-

2068 5トレ
38と同一個体か(37-10・11とも可能性あり），整理時は器台B

(50)X(l O)X尚(63) 密～3mm／おそらく片微量透少量白中量赤微量黒微量 外 25Y6/1黄灰～10YR5/2灰黄褐内N4/0灰断75YR6/4Iこぶい橙く良女了＞ 四造出表採(2003年席翔場打ち合わせ時） 西造出か

図7-4-40須恵器器台（脚部）
器台の脚音隕訊裾に近い部分），波状文・沈線2条あり（波状文は沈線の後）， 部スカシ残存（三角形スカシか），内面回転ナデ，全体残存10％以下，医7-4-41

4091 5トレ
と同一個体か(37~39とも可能性あり，37•41とは同一地点出土），整理時は器台C

(8 6)X(3 4)X高(40) 密～3mm／白少量，透微量，黒微量 外 25Y7/1灰白，内25Y6/1黄灰，断10YR7/2にぶい黄橙く良好） SSWSG48（北畦畔，3d層） 2段目斜面

図7-4-41須恵器器台（脚端部）
器台の脚端部か（口縁部の可能性もあり），波状文あり，内外面回転ナデ，全体残存10％以下，反転復尤，図7-4-40と同一個体か(37~39とも可能性あり，37,

3319 5トレ
40とは同一地点出土），整理時は器台C

脚端部径354X而(30) 密～2mm／白少量，透微量，片微量 外内・断：K6/0灰く良好＞ S8W8G48(No 124,3b層） 2段目斜面

図7-4-42須恵器壺偉i部） 壷頸部（直口壺か広口壺か，短頸帝の可能性も），内外面回転ナデ，頸部復元径96cm，仝体残存10％以下，反転復尤，整理時は短頸壷A 4717 5トレ

(133)X高(37) 密（緻密）～1mm／白微量 外 25Y6/2灰黄，内・断25Y7/3浅黄くやや軟質＞ S12W20（埋め戻し土） 西造出西側斜面

大甕で一番小さい，口縁部～后部と底部残存（体部接合せず，破片多数あり），頸部～府部と胴部外面にカキ目(14本／1cm，タタキ消される，頸部内外面回
3048, 3068,3069,3115,3116,3 3 7 5,3391,3409,3826,4 

図7-4-43須恵器甕5-4
転ナデ），底部外面はタタキよく残る，体部内面は同心円文タタキ，全体残存15%（口縁残存50%），反転復元

027,4028,4036~ 5トレ

4038,4064,4066,4 738,4 739,4 761,4 762 

ロ径183X推定幅(346) 
S12W8G48 55・56,S12W12G16,S16W8G34 56・58・ 

x推定器高370 
密～6mm／透微量，白少量，赤（チャカヅ敗量 外・内・断25Y6/2灰黄～25Y6/1黄灰く良好＞ 59(No 51 ・ 52),S 16W12G 10 ・22・ 27 ・29・30 ・45 ・52 ・ 2段目斜面～西造出南東部

57(No 86 ・ 165 ・ 17 4・ 190),S16W16G29(No 36) 

ほぼ完存，大甕で3番目の大きさ，頸部～胴部にかけてカキ目(6本／lcm，タタキ後にカキ目，タタキを消すがカキ目に間隔があるのでタタキ残る），内面は同
205,751,764,415 l,4313,4670,4 735,4 7 45,4 751 ~ 

図7-5-44須恵器甕5-3 心Pl又タタキ，口縁部囲転ナデ，口緑部～肩部付近に自然釉，底部付近に円形の焼き台の痕跡3箇所（径120cm前後，須恵器杯を利用か，焼き台痕跡内 5トレ
側は焼成不十分），大甕5-1-5-2据付坑の西側でまとまって出土しているが据付坑確認できず

4758,4761 

ロ径193X高385，胴部
密～5mm／片中量，白微量，黒微量

外口縁N3/0灰～4/0灰・屑部25YR4/1赤灰・体部N4/0・底部5Y7/1灰旦 S12W16G5 ・ 12 • 13 ・ 19~22（甕5-1・5-2据付坑の西
西造出中央部

最大径390 内 n縁N6/0灰・体部25Y6/1黄灰・底部N4/0，断5R4/1暗赤灰く良好硬質） 側），S8W20・S12W20(2層），S12W16~20(2o・3層）

図7-5-45須恵器甕5-2
ほぼ完存，大甕で2番目の大きさ，頸部～胴部にかけてカキ目（タタキ後にカキ目，タタキを消すがカキ目が不十分のためタタキ残る），内面は同心円文タタ 266,751, 764,2068,3328,3329,3377,3378,4142,4321, 

5トレ
キ，口縁部回転ナデ，底部付近に1']形の焼き台の痕跡3箇所（不明瞭，須恵器杯を利用か，若T凹む箇所あり），大甕5-1の北側に据付坑，整理時は北大甕 4354,45 54,4595,4 7 31~47 3 3,4 7 40 ~4 7 44,4 7 48 ~4 751 

S12W12G51 ・58~60(No 132・167北大甕），S12W16G2

ロ径226X高482，胴部
密～2mm／白少量 外・内10YR6/2灰黄褐～10YR3/1黒褐，断5YR5/2灰褐く良好）

~4・10~12(No 132・167北大
西造出中央部

最大径428 甕），S8Wl2,S8Wl 6G 16,S 12Wl 2(3a層），S12W16(2~3

層），S16W16(3e層），西造出表採

3331（口縁主体）／727,3084,3 330,33 32 ~ 

図7-5-46須恵器甕5-1
ほぼ完存，大甕で1番大きい，口縁部は波状文2帯とその間に2~3条の沈線，胴部外面タタキ仇キ目なし），内面同心Pl文タタキ，口縁部回転ナデ，肩部に若 3 334, 3377,33 79,3 380,3 7 34,3 736,443 5,4545,4 708,4 

5トレ
干自然釉，底部付近に1)1]み2箇所あり（焼き台の痕跡か），大甕5-2の南側に据付坑，整理時は南大甕 730,4 734,4 735,4 737,4 7 43,4 7 45,4 7 46,4 751,4 755,4 7 

60 

S12W12G61(No 133南大甕）／S12W12G10・1117・ 

ロ径454X高806，胴部 外上半5YR5/2灰褐～10YR4/1褐灰，下半10YR3/1黒褐，内口縁部 18(No 65 1段目テラス円筒14付近），S12W12G49・52

最大径689 
密やや砂粒目立つ～10mm／片中量，透少量，白中量

10YR5/2灰黄褐，断5YR5/2灰褐く良好） ~54・56・59~62(No 133南大甕167・ 西造出中央部

168),S 12W16G3~6 ・ 12 ・ 21 
54(Nc 167),S16W12G36,S8W12(3恩）

図7-4-1 土師器椀かr向杯 椀と同底一部個欠体唄のの可た能め性椀あかり高，反杯転か復判元片I」でき ，口縁 p
のよっよ多状（口径小さい）， ・UU回転7アか ，19U"＇99入字40%（口縁部残存10%）悠174 2 

3410 5トレ

径78X高32 密砂粒ほとんどなし～2mm／片微量，透微量，白微量 ［橙1外・内・断75YR6/6橙くやや軟質＞ S 16Wl 2 G43(No 191,pit84,3a層） 西造出南東部

図7-4-2 土師器高杯（脚部）
杯ほとんど欠損儘部一部残存），脚端部欠損園］柱部ほぼ完存），外面にねじったような斜めの稜線あり（しぼり痕か），内面にしぼり痕，調整不明瞭，全体残存

3392 5トレ
30%，図7-4-1と同一個体の可能性あり

径(36)X高(54) 密砂粒ほとんどなし～1mm／片微量，透微量，白微量，赤微量，雲微量 ［橙1外 75YR6/8橙，内断25Y6/2灰黄くやや軟質） S16Wl2G52(No 175,3,層） 西造出南東部

図7-4-3 土師器尚杯（脚部） 杯部・脚端部欠損傭l柱部完存），外面にねじった斜めの稜線（しぼり痕か），内面に粘土接合痕，調整不明瞭，全体残存40% 3095 5トレ

径(48)X尚(70) 密砂粒ほとんどなし～2mm／片微量，透少量，白微量，赤微量，雲微量 ［にぶい黄褐1外内・断10YR7/6明黄褐くやや軟質） S12W16G22(No 73,3a層） 西造出中央部

図7-4-4 土師器尚杯（脚部） 杯部・脚端部欠損，杯部接合部で剥離，調整不明瞭，仝体残存10％以下，反転復冗 4151, 764 5トレ

径(50)X高(40) 密砂粒ほとんどなし～5mm／片少量，透少量，赤微量，雲微量 ［にぶい黄褐1外・内・断75YR8/6浅黄橙く良好＞ S12W16(2層），S12W16(2~3層） 西造出北西部

図7-4-5 土師器高杯（脚部） 杯部欠損摩滅のため調整不明瞭，全体残存40%(Jl/1)部残存70%，脚端部残存20%) 3093 5トレ

脚部径73X高(62) やや粗い砂粒多く目立つ～5皿n／片多量，透中量，白少量，赤微量，雲微量，黒微量［にぶい黄褐1 外•内・断10YR7/4にぶい黄橙くやや軟質＞ S12W16Gl4(No 71,3a層） 西造出中央部

図7-4-6 土師器壺（口緑部）
外面横ナデ内面調整不明瞭，全体残存10％以下（口縁部残存10％以下）屈17-4-7と同一個体の可能性がある破片出土場所と隣接地点で出土（本来墳

3841 5トレ
丘に置かれたものか）

33Xl5X(2.1) 密砂粒ほとんどなし～1mm／片微量，透少量，赤少量，雲微量 ［にぶい黄褐or橙］外5YR7/6橙，内10YR8/3浅黄橙色，断：75YR6/4にぶい橙く良好＞ S8W8G36⑫b層） 2段目斜面

図7-4-7 土師器壺（体部）
外面ミガキ調製・内面調整不明瞭，一部黒斑か，横方向の沈線状のエ具キズあり，全体残存10％以下，同一個体の可能性がある破片(No3845)は2段目斜

3834, 752 5トレ
面から出土（医7-4-6の出土地点隣接池）

(9 O)X(l O)X(4 5) 密砂粒ほとんど含まない～2mm／片少量，透少量，赤微量 ［にぶい黄褐l外10YR8/3浅黄橙～5YR6/6橙，内・断；10YR8/3浅黄橙くやや良好＞ S8W12-S12W12北畦畔(1屑），S12W16撹乱 2段目斜面～西造出
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